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1　総社甲稲荷塚大道西皿遺跡A区全景
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3　総社閑泉明神北皿遺跡全景

4　総社閑泉明神北皿遺跡出土遺物



序

　前橋市は、雄大な裾野を広げる赤城山を背に、坂東太郎として名高い利

根川や詩情豊かな広瀬川が市街地を貫流する、四季折々の風情にあふれた

美しい県都です。

　前橋市域は古代より豊かな文化があふれる地であり、東日本でも際だっ

た内容を示しています。今から約2万8千年前の旧石器を始めとして、10

基を数える国指定の古墳、関東の華とうたわれた前橋城に関するもの等多

くの文化財が残されています。

　自然環境に恵まれたこの地では、古代からの人々の生活の跡が市内ほぼ

全域にわたり残されています。古代の人々が暮らした家の跡や使用した石

器や土器などの道具、水田跡なども多く、周辺の埋蔵文化財発掘調査によっ

て多くの新しい知見が集積されています。

　今年度発掘調査を行いました総社甲稲荷塚大道西皿遺跡・総社閑泉明神

北皿遺跡は、前橋市の西部、国府推定域のわずかに外側に位置します。国

府に直接関連すると思われる構造物、道路、溝などの遺構は検出されませ

んでしたが、主に竪穴住居跡が検出され、律令期以前、律令期、律令期以

後の国府周辺の集落の変遷を考える上で貴重な資料を得ることができまし

た。

　発掘調査にあたり、ご理解とご協力を賜りました市関係部局、地元関係

者の方々、酷暑の中調査に従事されました皆様に感謝とお礼を申し上げま

す。本報告書が市史究明の一助となることを祈念して序といたします。

平成15年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　団長阿部　明雄
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1．本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う総社甲稲荷塚大道西皿遺跡・総社閑泉明

　神北皿遺跡発掘調査報告書である。；

2．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。

3．発掘調査の要項は次のとおりである。

調　査　場　所

発掘調査期間
整理・報告書作成期間

発掘・整理担当者

群馬県前橋市総社町総社地内

平成14年6月4日～平成14年10月30日

平成14年10月31日～平成15年3月25日

高橋一彦・近藤薫（発掘調査係員）

4．本書の原稿執筆・編集は高橋・近藤が行った。

5．発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。

　石原義夫・岩木　操・大澤俊夫・大嶋洋平・岸フクエ・斉藤亀寿・白石　晃・須田博治・角田　榿

　渡木秋子・中澤光江・平林しのぶ・湯浅たま江・湯浅道子

6．発掘調査で出土した遺物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化財

　保護課で保管されている。

凡 例

1．挿図中に使用した北は、座標北である。

2．挿図に建設省国土地理院発行の1／200，000地形図（宇都宮、長野）、1／25，000地形図（前橋）、1／2，500前橋

　市現形図を使用した。

3．遺跡の略称は、次のとおりである。

　総社甲稲荷塚大道西皿遺跡：14A105　　　　　総社閑泉明神北皿遺跡：14A106

4．本遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。

　J…縄文時代の竪穴住居跡　　H…古墳・奈良・平安時代の竪穴住居跡　　　　　丁…竪穴状遺構

　W…溝跡　　　1…井戸跡　　D…土坑　　　　P…柱穴・貯蔵穴（住居内P5を貯蔵穴とした。）

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、次のとおりである。

　遺構　　住居跡・竪穴状遺構・溝跡・井戸跡・土坑・柱穴…1／60　　　竈断面図…1／30　　全体図…1／200

　遺物　　土器・鉄製品…1／3、1／4　　石器・石製品…1／3、2／3、1／4、1／5　　銭貨…1／1

　　　瓦…1／4、1／5
6．計測値については、（　）は現存値、［　］は復元値を表す。

7．セクション注記の記号は、締まり・粘性の順で示す。

　○は締まり・粘性あり、△は締まり・粘性ややあり、×は締まり・粘性なしを表す。

8．スクリーントーンの使用は、次のとおりである。

　遺構平面図　　焼　土…圃　　　　　　　灰…翻・

　遺構断面図　　構　築　面…吻

　遺物実測図　　須恵器断面…■　　　　　　炭化物（煤付着など）…匪翻　　黒色処理…睡翻

　　　　灰粕・緑粕陶器断面…囲　　灰粕陶器内面…囮　　　　　　緑粕陶器内面…匿嚢蜀

9．火山降下物の略称と年代は次のとおりである。

　As－B　（浅間Bテフラ：供給火山・浅間山、1108年）

　Hr－FP　（榛名ニッ岳伊香保テフラ：供給火山・榛名山、6世紀中葉）

　H：r－FA（榛名ニッ岳渋川テフラ：供給火山・榛名山、6世紀初頭）

　As－C　（浅間C軽石：供給火山・浅間山、4世紀前半～中葉）
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　　PL．1　総社甲稲荷塚大道西皿遺跡A区全景、

　　　　　H－2・3号住居跡
　　　　2　A区H－5～7・9号住居跡

、　　　　3　A区H：一1・8・11・12・14号住居跡

　　　　4　A区1－2・4号井戸跡、W－1～4号溝跡、

　　　　　D－4号土坑、A区中央部、栗石出土状態、

　　　　　調査区冠水

　　　　5　総社甲稲荷塚大道西皿遺跡B・C区全景

　　　　6　総社甲稲荷塚大道西III遺跡D区全景、

　　　　　D区H－1・2号住居跡

　　　　7　D区H－2～6号住居跡
　　　　8　D区W－1～3号溝跡、D－1号土坑、畠跡、

　　　　　D区全景
　　　　9　総社甲稲荷塚大道西III遺跡E区全景、

　　　　　E区H：一2・3号住居跡

　　　10　E区H－3～5・8・9号住居跡

　　　11　E区H－7・11・12号住居跡

　　　12E区H－13～17号住居跡、W－2号溝跡

　　　13　総社閑泉明神北III遺跡全景、H－1・3号住

　　　　　居跡
　　　14　H－4・6・7・8・14号住居跡、1－1号

　　　　　井戸跡

　　　15　H－9～11・13号住居跡

16　H－15・17～19号住居跡

17　H－18・21～23号住居跡、J－1号住居跡

18総社甲稲荷塚大道西III遺跡A区H－2～4・

　6～9・11・12号住居跡、D－9号土坑、グ

　リッド出土の土器・石器・瓦・銭貨

19　A区遺構外出土の土器

　総社甲稲荷塚大道西皿遺跡D区H－2～4・

　6号住居跡、W－1・3号溝跡出土の土器

20総社甲稲荷塚大道西皿遺跡E区H－2～5・

　7号住居跡出土の土器・石器

21

22

E区H－7～9・12・13号住居跡出土の土器・

瓦・石器

E区H：一13～16号住居跡、T－1号竪穴状遺

構、1－1号井戸跡、W－1号溝跡出土の土

器・石器

23総社閑泉明神北皿遺跡H－1・4・5・7

　～9・11～13号住居跡出土の土器・鉄器・瓦・

　石器
24　H－14～19号住居跡出土の土器・鉄器・瓦

25　H－18・21号住居跡、D－4号土坑、グリッ

　ド、遺構外出土の瓦・土器・石器・鉄器

26　H－18・20・22号住居跡、J－1号住居跡出

　土の瓦・土器・石器
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17　A区P－1～23号柱穴、1－1～4号井戸跡

18総社甲稲荷塚大道西III遺跡B区W－1・2号

　溝跡、畠跡

19総社甲稲荷塚大道西III遺跡C区W－1・2号

　溝跡
20総社甲稲荷塚大道西III遺跡D区H－1～3号

　住居跡
21　D区H－4～6号住居跡、D」1号土坑

22D区W－1・2・4～6号溝跡
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23D区W－3号溝跡、畠跡
24　総社甲稲荷塚大道西皿遺跡E区H－1～4・

　　10号住居跡

25　E区H－5～7号住居跡

26　E区H－8・9・11号住居跡

27　E区H－12～14号住居跡

28　E区｝1－15～17号住居跡、T－1号竪穴状遺

　　構

29E区W－1・2号溝跡、D－1～4号土坑、

　　　P－1号柱穴、1－1号井戸跡

30総社閑泉明神北III遺跡H－1～6号住居跡

31　H－7・8・15・18号住居跡

32　H－9～11・13・21号住居跡

33　H－12・14・16・17・20・22号住居跡、

　　　D－3号土坑

34　H－19・23・24号住居跡、J－1号住居跡

35W－1号溝跡、D－1・2・4～14号土坑、

　　1－1号井戸跡

36総社甲稲荷塚大道西III遺跡A区H－2～4・

　　6～9・11号住居跡出土土器・石器

37　A区H－11・12号住居跡、D－9号土坑、グ

　　リッド、遺構外出土土器・瓦・銭貨・石器

　　総社甲稲荷塚大道西III遺跡D区H－2・3号

　　住居跡出土土器

38D区H－3・4・6号住居跡、W－1・3号
　　溝跡出土土器

　　総社甲稲荷塚大道西III遺跡E区H－2・3号

　　住居跡出土土器

39　E区H－4・5・7号住居跡出土土器
40　E区H－7～10・12号住居跡出土土器・石器・

　　瓦

41　E区H－12～15号住居跡出土土器・石審・瓦

42E区H－16号住居跡、W－1号溝跡、D－4

　　号土坑、1－1号井戸跡出土土器・石器

43総社閑泉明神北皿遺跡H－1・4・5・7

　　～9・11号住居跡出土土器・鉄器・瓦

44　H－12～17号住居跡出土土器・石器・鉄器・

　　瓦

　　H：」18号住居跡出土瓦

　　H－18～21号住居跡出土瓦・鉄器・土器

　　H－18・21・22号住居跡出土瓦・土器

　　Hr22号住居跡、」一1号住居跡、D－3・・

　　4号土坑、グリッド、遺構外出土土器・石器・

　　鉄器
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1　調査に至る経緯

本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業実施に伴い実施され、3年目にあたる。本調査

地は、周辺で埋蔵文化財調査が長年に渡って行われていることから、遺跡地であることが確認されている。

平成14年5月7日付けで、前橋市長　萩　原　弥惣治（区画整理第二課）より前橋都市計画事業元総社蒼海土

地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれ

を受け、内部組織である前橋市埋蔵文化財発掘調査団　団長　阿部明雄に対し、調査の実施を通知し、調査団は

これを受諾した。平成14年5月27日に調査依頼者である前橋市長　萩　原　弥惣治と前橋市埋蔵文化財発掘調査

団　団長　阿部明雄との間で埋蔵文化財発掘調査委託契約が締結された。そして6月4日から現地での発掘調査

を開始するに至った。

　なお、遺跡名称「総社甲稲荷塚大道西III遺跡」（遺跡コード：14A105）「総社閑泉明神北皿遺跡」（遺跡コード：

14A106）の「甲稲荷塚大道西」「閑泉明神北」は旧地籍の小字名を採用した。また、名称中のローマ数字は、当

調査団で過年度に調査を実施した遺跡と区別するため付したものである。

II遺跡の位置と環境

1　遺跡の立地

　前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地（洪積台地）の利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地の利

根川左岸、東部の広瀬川低地帯（洪積低地）の4つの地域に分けられる。

　本遺跡の立地する前橋台地は、約24，000年前の浅間山爆発によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを被

覆するローム層（水成）から成り立っている。台地の東部は広瀬川低地帯と直線的な崖で画されていて、台地の

中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利根川の流路は現在の広瀬川流

域と推定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ヶ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向

かって流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地

との比高3m～5mを測り、段丘崖上は高燥な台地で、桑畑を主とした畑地として利用されてきた。

　本遺跡は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約3㎞の地点、前橋市総社町総社に所在する。南へ約0．7㎞の所

に上野国総社神社があり、西へ約1㎞の所には関越自動車道が南北に走っている。さらに、遺跡地の南側には国

道17号、主要地方道前橋・群馬・高崎線が東西に走り、東側には市道大友・石倉線が南北に走り、これらの幹線

道路を中心にオフィスビルや大規模小売店が進出している。遺跡地周辺は古くから住宅地域となっていて、今な

お畑地に新しい住宅が建築されている。

2　歴史的環境

本遺跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連を窺わせる総社古墳群と山王廃

寺、古代政治文化の中心地であった上野国府・国分寺、さらに、中世には長尾氏により国府の堀割りを利用し築

かれたとされる蒼海城があり、歴史的環境に優れている。周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と

続いてきた歴史を物語る多くの新しい知見が集積されてきている。
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　縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路東・酉遺跡や上野国分僧寺・尼寺中間地

域が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。

　弥生時代の調査例は少ない。当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された日高遺跡、後期住居跡が検

出された上野国分僧寺・尼寺中間地域や桜ヶ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだけである。

　古墳時代の遺跡としては、まず本遺跡の主に北に広がる総社古墳群が挙げられる。総社古墳群を代表するもの

には、前方後円墳である遠見山古墳、川原石を用いた積石塚である王山古墳、前方部と後円部にそれぞれ石室を

もつ二段に築造された前方後円墳の総社二子山古墳、横穴式石室をもつ方墳の愛宕山古墳、県内終末期と考えら

れ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古墳・蛇穴山古墳がある。また、宝塔山古墳の南西500mには白鳳期

の建立と考えられる山王廃寺跡（放光寺）がある。この寺の塔心礎や石製鶴尾、根巻石等の石造物群は、宝塔山

古墳の石棺や蛇穴山古墳の石室と共通する石造技術を駆使して加工されている。これらのことから、この寺は上

野地域を治めていた「上毛野氏」の私寺であり、この古墳群は「上毛野氏」一族の奥津城と考えられている。こ

のように、この地は古墳文化から仏教文化へ移行する時期の重要な遺構が集中しており、特異な様相がみられる。

　奈良時代に至ると、上野国府、国分僧寺・国分尼寺が置かれ、群馬郡に属した本地域は古代「上野国」の政治

的・経済的・文化的中心地としての様相を呈してくる。国府に直接関連するとみられる遺跡は、掘立柱建物を検

出した元総社小学校校庭遺跡や、「國厨」「曹司」「国」「邑厨」等と書かれた墨書土器や人形が出土した元総社寺

田遺跡、律令期の掘立柱建物跡と考えられる柱穴が検出された元総社宅地遺跡があるが、まだ不明確である。ま

た、その他に、大規模な東西方向の溝跡が検出された閑泉樋遺跡と南北方向の溝跡が検出された元総社明神遺跡

の調査成果により、国府域の東外郭線を想定する研究者もいる。さらに、元総社小見内皿遺跡からは、国分尼寺

の東南隅から国府に向かうと思われる溝が検出されており、円面硯、巡方（腰帯具）の出土等もあり、国分寺と

国府の有機的なつながりが想定された。

　国分僧寺の発掘調査は昭和55年12月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、堀等が確認され整備されつっ．ある。

さらに国分尼寺の調査では、昭和44・45年の調査で伽藍配置が推定できるようになった。さらに平成12年に前橋

市埋蔵文化財発掘調査団の寺域確認調査で、南辺の東南隅と西南隅の築垣、それと平行する溝跡や道路状遺構が

確認された。国分僧寺・尼寺周辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ、上野国分僧寺・尼寺中間地

域では、当時の大規模な集落跡や掘立柱建物跡群が検出されている。

　また、本遺跡から約1．5km南の地点にN－64。一E方向の東山道（国府ルート）が推定され、日高遺跡で検出され

た道路状遺構が国府方面へ正南するとみられる条里に伴う区画を中心に、上野国の条里の解明が進められている。

　中世に至り、永享元年（1429）、上野国守護代の長尾氏によって古代国府跡に築かれたとされる蒼海城は、城郭

としての機能を有し、県内でも最古に位置づけられる。蒼海城の掘割りは推定国府域と関係が深く、現在の主要

道路は、この堀割りに沿って作られていると推測される。

　このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元総社地区であるが、上野国府が所在したと推定される

元総社地区はその中でも注目される地域の一つである。元総社蒼海土地区画整理事業に伴い、平成11年より継続

的に発掘調査が行われていく。これにより、手っかず状態であった本地域の全容が明らかになっていくであろう。

今後、この調査の進捗によって、上野国府・蒼海城が解明されていくことを期待する。
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Fig．2　周辺遺跡図
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Tab．1　元総社蒼海遺跡群　周辺遺跡概要一覧表

番号 遺　　跡　　名 調査年度 時　代：　主　な　遺　構・出　土　遺物

1
総社甲稲荷塚大道西皿遺跡

社閑泉明神北皿遺跡
2002 本遺跡

2 上野国分寺跡（県教委）
1980
1988 奈　良＝金堂基壇、塔基壇

3 上野国分尼寺跡 （1999） 奈　良：西南隅・東南隅築垣　　

4 山王廃寺跡 （1974） 古墳：塔心礎、根巻石
5 東山道（推定）

6 日高道（推定）

7 王山古墳 1972 古　墳：前方後円墳（6C中頃）

8 蛇穴山古墳 1975 古墳：方墳（8C初頭）
9 稲荷山古墳 1988 古　墳：円墳（6C後半）
10 愛宕山古墳 1996 古　墳：方墳（7C初頭）
11 総社二子山古墳 未調査 古　墳二前方後円墳（6C末～7C初頭）
12 遠見山古墳 未調査 古　墳：前方後円墳（5C後半）
13 宝塔山古墳 未調査 古　墳：方墳（7C末）
14 元総社小学校校庭遺跡 1962 平安：掘立柱建物跡、柱穴群、周濠跡
15 産業道路東遺跡 1966 縄文：住居跡
16 産業道路西遺跡 縄文：住居跡
17 中尾遺跡（事業団） 1976 奈良・平安＝住居跡

18 日高遺跡（事業団） 1977
弥生：水田跡、方形周溝墓、住居跡、

　木製農耕具
　安：条里制水田跡

19 正観寺遺跡1～W（高崎市）
1979
1981

弥生：住居跡
墳：住居跡

良・平安：住居跡

　世：溝跡

20
上野国分僧寺・尼寺中間地域

　　　　（事業団）
1980
1983

縄文＝住居跡、配石遺構
　生：住居跡、方形周溝墓
墳：住居跡

良・平安：住居跡、掘立柱建物跡
　世：掘立柱建物跡、溝状遺構、道路状遺構

21
清里南部遺跡群
里南部遺跡群皿

1980 縄文：ピット
良・平安：住居跡、溝跡

22 中島遺跡 1980 奈良・平安＝住居跡

23 下東西遺跡（事業団）
1980

1984

縄文：屋外埋甕
生：住居跡
墳：住居跡

良・平安：住居跡、掘立柱建物跡、柵列
　世：住居跡、溝跡

24

国分境遺跡（事業団） 1990 古墳：住居跡

国分境II遺跡 1991

国分境皿遺跡（群馬町） 1991

古墳：住居跡
良淫籔二住居蹟古墳：住居跡

良・平安：住居跡、畠跡

　世：土坑墓

25 元総社明神遺跡　1～X皿
1982

1996

古墳＝住居跡、水田跡、堀跡
良・平安：住居跡、溝跡、大形人形
　世：住居跡、溝跡、天目茶碗

26 北原遺跡（群馬町） 1982
縄文：土坑、集石遺構

墳：水田跡
良・平安：住居跡、掘立柱建物跡

27 鳥羽遺跡（事業団）
1978
1983

古　墳：住居跡、鍛冶場跡
良・平安：住居跡、掘立柱建物跡（神殿跡）

28 閑泉樋遺跡 1983 奈良・平安：溝跡（上幅6，5～7m、下幅3，24m、深さ2m）

29
1983

柿木II遺跡 1988

30 草作遺跡 1984
古墳：住居跡

安：住居跡
　世：井戸跡（蒼海城に伴う）

31
胃　 幅　 一　 一　 冒　 一　一　 一　 一　 噌　 一　 需　 一　 一　 一　一　 一　 一　 圏　　一　 冒　

1985

総社桜ヶ丘II遺跡 1987 良・平安：住居跡
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番号 遺　　跡　　名 調査年度 時代：　主　な　遺構・出　土遺物

32 閑泉樋南遺跡 1985
古　墳：住居跡（鬼高期）

良・平安＝溝跡

33 後疋間遺跡　1～皿（群馬町）
1985
1987

古墳：住居跡
良・平安：住居跡

　世：道路状遺構　・
34 塚田村東遺跡（群馬町） 1985 平安：住居跡
35 寺田遺跡 1986 平　安＝溝跡、木製品

36
天神遺跡
神II遺跡

1986
988

奈良・平安：住居跡

37

屋敷遺跡 1986 古墳：住居跡
安：住居跡

　世：堀跡、石敷遺構
屋敷II遺跡 1995

38 大友屋敷II・III遺跡 1987 古墳二住居跡
　安：住居跡、溝跡、地下式土坑

39 堰越遺跡 1987 奈良・平安＝住居跡、溝跡

40 堰越II遺跡 1988 平安：住居跡
41 昌楽寺廻向遺跡・∬遺跡 1988 奈良・平安：住居跡

42 村東遺跡 1988
古　墳＝住居跡、溝跡

良・平安：住居跡

　世：堀跡

43 熊野谷遺跡

野谷II・皿遺跡

1988

989

縄文：住居跡
安：住居跡、溝跡
・安＝住居跡

44 元総社寺田遺跡（事業団）
1988
1991

古　墳：水田跡、溝跡
良・平安：住居跡、溝跡、人形、斎串く墨書土器
　世：溝跡

45
1989 古墳：住居跡島

安：住居跡弥勒II遺跡 1995

46 大屋敷遺跡1～VI
1992

2000

縄文：住居跡
墳：住居跡

良・平安：住居跡

　世：掘立柱建物跡、地下式土坑、溝跡

47 元総社稲葉遺跡 1993 縄文：土坑
　安：住居跡、瓦塔

48 上野国分寺参道遺跡 1996 古墳：住居跡
安：住居跡

49 大友宅地添遺跡 1998 平安：水田跡

50
総社閑泉明神北遺跡 1999

古　墳：畠跡、水田跡、溝
　世：溝跡

総社閑泉明神北II遺跡 2001
古　墳：住居跡、溝跡

安：住居跡　溝跡

51 元総社宅地遺跡1～23トレンチ 2000

古墳：住居跡
　安：住居跡、掘立柱建物跡、鍛冶場跡、溝跡、

　道路状遺構
　世：溝跡

世：住居跡、（五輪塔の一部、塊類）

52 元総社小見遺跡 2000
縄文：住居跡

墳：住居跡
良・平安：住居跡、掘建柱建物跡、溝跡、道路状遺構

53 元総社西川遺跡（事業団） 2000
古，墳：住居跡、畠跡

良・平安：住居跡、溝跡

54

総社甲稲荷塚大道西遺跡 2001
奈良・平安：住居跡、溝跡

　世：畠跡
世：溝跡

総社甲稲荷塚大道西II遺跡 2001
古墳：住居跡、

良・平安：住居跡、溝跡
世：溝跡

55 元総社小見内m遺跡 2001
古　墳：住居跡、溝跡

良・平安：住居跡、掘建柱建物跡、溝跡
　世：掘建柱建物跡、溝跡

※年代の（）は調査開始年度。
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III調査の方針と経過

1　調査方針

　委託調査箇所は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業の道路予定地で、総社甲稲荷塚大道西皿遺跡

が約1，416㎡、総社閑泉明神北III遺跡が約435㎡の合計約1，851㎡である。本調査に当たり、総社甲稲荷塚大道西皿

遺跡に関わる調査場所が5箇所に分かれているので、便宜的にA～E区の名称を付した。グリッドについては、

4mピッチで西から東へX244、X245、X246…と、北から南へY39、Y40、Y41…と付番し、グリッドの呼称は

北西杭の名称を使用した。

　本遺跡のX250・Y55の公共座標は次のとおりである。

第IX系

緯度

子午線収差角

十44134．898（X）

十43780．000（X）

36。23！42”．　45392

28／22”．　464

　一71491．761（Y）　　　　〔新座標〕

　一71200．000（Y）　　　　〔旧座標〕

経度　　　139。02！10”．88253

増大率　　0．99996295

　調査方法は、表土掘削・遺構確認・杭打ち・遺構掘下・遺構精査・測量・全景写真撮影の手順で行った。

　図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1／20、住居跡竈は1／10の縮尺で作成し

た。遺物にっいては平面分布図を作成し、遺物台帳に各種記録をしながら収納した。包含層の遺物はグリッド単

位で収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。

2　調査経過

　本遺跡の発掘調査は、委託契約を5月27日に締結し、6月4目から調査を開始した。調査は、A区、B区、総

社閑泉明神北皿遺跡、E区、D区、C区の順に行うこととした。

　A区は東西に長さ51m、幅9mの範囲を調査。重機（バックフォー0．7㎡）1台を使い、調査区の表土掘削を行っ

た。表土掘削に1日半かかり、それと並行して、鋤簾による遺構確認を行った。ノロ状の泥に一面が覆われ、遺

構を明確に確認するのが難しい状態であったため、ミニトレンチを入れながら遺構の範囲を確認した。調査中、

梅雨や台風の影響で調査区が冠水し、一時作業が中断することがあった。6月5日に杭打ちを行い、遺構の掘下

げ・精査に入った。その結果、竪穴住居跡14軒、溝跡5条、土坑13基、井戸跡4基が検出された。竪穴住居の残

存状況は悪く、住居上部は削平されていた。

　A区と並行してB区、南北に長さ23m、幅4mの範囲を調査。北側から重機（バックフォー0．7㎡）1台を使い、

調査区の表土掘削を行った。B区は南側へ傾斜した狭い範囲であったため表土掘削は半日で終了した。遺構精査

の結果、溝跡2条、畠跡が検出された。7月8日にA区とB区でハイライダーによる全景写真撮影を行い調査を

終了させた6

　次に、総社閑泉明神北皿遺跡の発掘調査を6月28日より開始した。調査区は丁字形をしており、南北に長さ51

m、幅6m、東西に13m、幅6mの範囲を調査。重機（バックフォー0．25㎡）による表土掘削を実施。表土掘削

に3日かかり、それと並行して、鋤簾による遺構確認を行った。7月3日に杭打ちを行い、遺構の掘り下げ・精

査に入った。7月上旬は天候が不順であったが、中旬になると天候に恵まれ作業は順調に進んでいった。しかし

ながら、住居跡の重複が著しく、切り合い関係の解明に留意しながら調査を進めたので時間を要した。遺構精査

の結果、竪穴住居跡25軒、溝跡1条、井戸跡1基、土坑12基が検出された。8月7日に全景写真撮影を行い調査

を終了させた。

　8月22日よりE区の調査を開始した。この調査区も丁字形をしており、南北に長さ26m、幅6m、東西に26m、

幅6mの範囲を調査。重機（バックフォー0．25㎡）による表土掘削を実施。表土掘削に2日かかり、それと並行

して、鋤簾による遺構確認を行った。8月26日に杭打ちを行い、遺構の掘り下げ・精査に入った。排土する範囲

が狭いにもかかわらず、土量が多かったので、人力で上げるのに時間を要した。また夕立などにより、調査区が

7



冠水してしまい、作業が停滞することもあった。遺構精査の結果、竪穴住居跡17軒、竪穴状遺構1軒、溝跡2条、

井戸跡1基、土坑4基が検出された。9月20日に全景写真撮影を行い、10月2日をもって調査を終了させた。

　9月26日よりD区の調査を開始した。この調査区も丁字形をしており、南北に長さ65m、幅6m、東西に26m、

幅6mの範囲を調査。重機（バックフォー0．25㎡）1台、2tダンプ1台を使い、表土掘削を開始した。この調

査区は、今回の調査の中で一番広く、バラス敷きの駐車場であった。そのため、バラスを一箇所に寄せてから、

表土掘削を行うのに7日を要し、それと並行して、鋤簾による遺構確認を行った。10月8日に杭打ちを行い、遺

構の掘り下げ・精査に入った。D区はE区の道を挟んで北側である。従ってE区の調査状況を考えると、D区で

もかなりの件数の竪穴住居跡が検出されるだろうと予測していたが、遺構数は少なく、竪穴住居跡6軒、溝跡6

条、土坑1基、畠跡が検出されただけであった。

　最後に、C区の調査を10月24日より開始した。東西に長さ17m、幅6mの範囲を調査。重機（バックフォー0．

25㎡）による表土掘削を実施。表土掘削は半日で終了し、溝跡2条を検出したのみであった。その日のうちに杭

打ち、全景写真撮影を済ませ、26日に埋め戻し作業を終了した。その後11月25日まで現場事務所において土器洗

いや図面整理などを済ませ、26日をもって現地での調査は終了となった。27日より文化財保護課に戻り、出土遺

物・図面・写真等の整理作業にあたり、翌年3月25日までにすべての作業を完成させる運びとなった。

Fig．4　　調査経過図

6 月 智7　月 8 月 9　月 10　月
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IV基本層序・
本遺跡地内の地層の堆積は、以下のとおりである。

　　　　　　　　　　総社甲稲荷塚大道西皿遺跡A区

　10YR3／3　暗褐色粗砂層　　締まり×　粘性×　現耕作土。〈厚さ20cm前後＞

　5YR3／6暗赤褐色細砂層　　締まり○粘性×　鉄分凝集層（田の床土）。

　　　　　　　　　　　　　　＜厚さ10cm前後〉

3　10YR2／3　黒褐色細砂層　　　締まり○粘性△　As－B多量、Hr－FP少量、焼土

　　　　　　　　　　　　　粒、川砂を含む。〈厚さ20cm前後＞

4　10YR2／2　黒褐色細砂層　　締まり○粘性○川砂多量、Hr－FP、As－Bを含

　　　　　　　　　　　　　む。〈厚さ30cm前後＞

5　10YR3／1　黒褐色細砂層　　締まり◎粘性○ノロ状の泥主体、As－C、

　　　　　　　　　　　　　Hr－FP少量を含む。〈厚さ20cm前後＞

6　10YR3／3　暗褐色シルト層　　締まり◎　粘性○　総社砂層（地山）。

　　　　　　　　　　総社甲稲荷塚大道西m遺跡b区

　10YR3／4　暗褐色細砂層　　締まり○粘性○現表土。＜厚さ20cm前後＞

　5YR3／6　暗赤褐色細砂層　　締まり○　粘性○　鉄分凝集層（田の床土）。

　　　　　　　　　　　　　　く厚さ10cm前後〉

3　10YR2／3　黒褐色細砂層　　締まり○粘性△As－Bを多量に含む。

　　　　　　　　　　　　　　＜20cm前後＞

4　10YR3／4　暗褐色細砂層　　　締まり○　粘性O　As－C・Hr－FPを2％含む。

　　　　　　　　　　　　　　〈厚さ20cm前後＞

5　10YR3／4　暗褐色細砂層　　締まり○粘性O　As－C・Hr－FPを5％含む。

　　　　　　　　　　　　　　〈厚さ20cm前後＞

　10YR4／6　褐色細砂層　　　　締まり△　粘性O　Hr－FA主体。〈厚さ10cm前後＞

　10YR2／2　黒褐色微砂層　　締まり×　粘性O　As－Cを20％含む。

　　　　　　　　　　　　　　〈厚さ20cm前後＞

8　10YR2／3　黒褐色シルト層　　締まり△　粘性◎　総社砂層（地山）。

　　　　　　　　　　総社甲稲荷塚大道西III遺跡E区

　10YR3／3　暗褐色粗砂層　　　締まり×　粘性×　現耕作土。〈厚さ30cm前後〉

　10YR2／3　黒褐色細砂層　　締まり○粘性O　As－B、焼土粒を含む。

　　　　　　　　　　　　　　〈厚さ20cm前後＞

3　10YR2／2　黒褐色細砂層　　　締まり◎　粘性O　As－C5％、Hr－FP1％、焼土

　　　　　　　　　　　　　粒を含む。〈厚さ40cm前後＞

4　10YR3／4　暗褐色シルト層　　締まり○　粘性○　総社砂層（地山）。

　　　　　　　　　　　　　　〈厚さ40cm前後＞

　　　　　　　　　　　　総社閑泉明神北m遺跡

　10YR3／3　暗褐色粗砂層　　　締まり×　粘性×　現耕作土。〈厚さ40cm前後＞

　10YR2／2　黒褐色細砂層　　締まり△粘性O　As－Bを多量に含む。

　　　　　　　　　　　　　　〈厚さ20cm前後＞

3　10YR2／2　黒褐色細砂層　　締まり△粘性O　As－B、焼土粒、炭化物を含む。

　　　　　　　　　　　　　　〈厚さ40cm前後＞

4　10YR2／3　黒褐色細砂層　　締まり○粘性O　As－C・Hr－FP7％、焼土粒、

　　　　　　　　　　　　　炭化物を含む。〈厚さ20cm前後＞

5　10YR4／6　褐色微砂層　　　　締まり○　粘性○　総社砂層（地山）。

9



V遺構と遺物
1　総社甲稲荷塚大道西III遺跡A区

（1）竪穴住居跡

H－1号住居跡（Fig．10、PL．3）

位　置　X244・245、Y54・55グリッド　主軸方向（N－10－E）　面積（13．60）㎡

形状等　方形と推定される。東西（3．60）m、南北（3．97）m、壁現高11cmを測る。

床平坦な床面。北側に炭化物が多く見られた。

竈　検出されず。

重複H－2号住居跡を切り、H－8号住居跡に切られる。

時　期　時期を確定する遺物の出土はなかったが、埋土と重複関係から8世紀後半～9世紀中頃と考えられる。

遺物総数197点。

H－2号住居跡（Fig、10、PL．1）

位　置　X245・246、Y53・54グリッド　主軸方向　N‘99。一E　　面積（1L58）㎡

形状等　長方形と推定される。東西3．77m、南北3．34m、壁現高10cmを測る。

床　　平坦な床面。南西隅に炭化物が多かった。P2（長軸×短軸×深さ、形状：32cm×23cm×27cm、楕円形）

　　　とP4（長軸×短軸×深さ、形状：35cm×26cm×20cm、楕円形）とP6（長軸×短軸×深さ、形状：19cm×

　　17cm×13cm、円形）の3基を検出した。

竈　　東壁中央南寄りより検出された。主軸方向はN－105。一Eであり、全長63cm、最大幅68cm、焚口部幅47cm

　　　を測る。

重複H－1号住居跡に切られる。　，
時　期　埋土と出土遺物から8世紀前半と考えられる。

遺物総数101点。そのうち須恵圷1点、須恵カワラケ（流れ込み）1点を図示した。

H－3号住居跡（Fig．11、PL1）

位　置　X246・247、Y54・55グリッド　主軸方向　N－93。一E　　面積（7．32）㎡

形状等　方形と推定される。東西3．02m、南北（2．65）m、壁現高19cmを測る。

床ほぼ平坦な床面。

竈　　東壁より検出された。主軸方向はN－98。一Eであり、全長62cm、最大幅56cm、焚口部幅46cmを測る。

時　期　時期を確定する遺物の出土はなかったが、埋土と住居の形状から8世紀後半～9世紀と考えられる。

遺物総数16点。そのうち多孔石1点を図示した。

H－4号住居跡（Fig．11）

位　置　X246、Y53グリッド　主軸方向　N－88。一E　　面積（3．15）㎡

形状等　不明。東西3．36m、南北（1．08）m、壁現高13．5cmを測る。

床凹凸のある床面。

竈　　調査区外にあると思われ、検出されず。

時　期　埋土と出土遺物から12世紀と考えられる。

遺物総数72点。そのうち須恵圷1点を図示した。
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H－5号住居跡（Fig．11、PL．2）

位　置　X247・248、Y54・55グリッド　主軸方向　N－79。一E　　面積　8．62㎡

形状等　少しゆがんだ正方形と推定される。東西3．05m、南北3．10m、壁現高21．5cmを測る。

　床　　平坦な床面。P6（長軸×短軸×深さ、形状：58cm×50cm×40cm、円形）とP7（長軸×短軸×深さ、形状：

　　　65cm×60cm×47．5cm、円形）の2基を検出した。

　竈　　東壁中央南寄りより検出された。主軸方向はN－78。一Eであり、全長53cm、最大幅58cm、焚口部幅43cm

　　　を測る。

重複H－6号住居跡を切る。

時・期　時期を確定する遺物の出土はなかったが、埋土と重複関係から11世紀代以降と考えられる。

遺物総数136点。

H－6号住居跡（Fig．12、PL2〉

位　置　X247・248、Y54グリッド　主軸方向　N－105。一E　　面積（7．58）㎡

形状等　正方形と推定される。東西2．95m、南北2．75m、壁現高18cmを測る。

　床ほぼ平坦な床面。

　竈　　東壁中央南寄りより検出された。主軸方向はN－109。一Eであり、全長68cm、最大幅51cm、焚口部幅31cm

　　　を測る。

重　複　H－5号住居跡に切られる。

時　期　埋土と出土遺物から11世紀と考えられる。

遺物総数155点。そのうち須恵圷1点を図示した。

H－7号住居跡（Fig．12、PL2）

位　置　X248、Y54・55グリッド　主軸方向　N－111。一E　　面積（7．04）㎡

形状等　長方形と推定される。東西2．50m、南北（3．08）m、壁現高23．5cmを測る。

　床　　平坦な床面。

　竈　　東壁より検出された。主軸方向はN－107。一Eであり、全長64cm、最大幅61cm、焚口部幅40cmを測る。

時　期　埋土と出土遺物から9世紀中頃と考えられる。

遺物総数246点。そのうち須恵高台境1点、土師甕1点、石錺i1点を図示した。

H－8号住居跡（Fig．10、PL3）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X245、Y54・55グリッド　主軸方向　N－0。一E　　面積（4．53）㎡

方形と推定される。東西（2．05〉m、南北（2．45）m、壁現高11cmを測る。

平坦な床面。

検出されず。

H－1号住居跡を切る。

埋土と出土遺物から9世紀中頃と考えられる。

総数15点。そのうち須恵圷1点を図示した。

H－9号住居跡（Fig、12、PL．2）

位　置　X253、Y53・54グリッド　主軸方向　N－1020－E　　面積　6．26㎡

形状等　長方形と推定される。東西2．35m、南北2．81m、壁現高11cmを測る。

　床　　平坦な床面。

　竈　　東壁中央南寄りより検出された。主軸方向はN－103。一Eであり、全長58cm、最大幅90cm、焚口部幅74cm

　　　を測る。

重複H－12号住居跡に切られる。
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時　期　埋土と出土遺物から8世紀前半と考えられる。

遺物総数63点。そのうち須恵圷1点、土師圷1点を図示した。

H－10号住居跡（Fig．13）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X249・250、Y53・54グリッド　主軸方向　N－7。一E　　面積（6．60）㎡

方形と推定される。東西2．55m、南北（2．97）mを測る。上部は削平され、床面のみの検出。

平坦で堅緻な床面。

検出されず。

H－14と重複しているが、新旧は不明である。

時期を確定する遺物の出土がなく、埋土と重複関係からも不明である。

本遺構に関連する遺物の出土はなかった。

H－11号住居跡（Fig．13、PL．3）

位置X250・251、Y53・54グリッド主軸方向N－99。一E　面積（13．39）㎡

形状等　正方形と推定される。東西3．63m、南北3。75m、壁現高7cmを測る。

　床　　平坦な床面。中央部に、炭化物、灰、焼土が多く見られた。栗石が出土したが、住居に付随するものと

　　　は考えにくい。P2（長軸×短軸×深さ、形状：39cm×35cm×64cm、円形）とP6（長軸×短軸×深さ、形

　　　状：50cm×45cm×56。5cm、円形）とP7（長軸×短軸×深さ、形状：78cm×75cm×19cm、円形）の3基を

　　　検出した。

　竈　　東壁中央南寄りより検出された。主軸方向はN－97。一Eであり、全長51cm、最大幅51cm、焚口部幅32cm

　　　を測る。右袖石あり。

貯蔵穴　住居の南東隅に1基（長軸×短軸×深さ、形状：92cm×70cm×24cm、楕円形）検出。

重複　H－14号住居跡、W－2号溝跡、W－3号溝跡に切られる。

時　期　埋土と出土遺物から9世紀後半と考えられる。

遺物総数310点。そのうち須恵高台碗3点、灰紬高台境1点、須恵圷1点を図示した。

H－12号住居跡（Fig．14、PL．3）

位　置　X253・254、Y53～55グリッド　主軸方向　N－96。一E　　面積　14．10㎡

形状等　長方形と推定される。東西3．36m、南北4．50m、壁現高18．5cmを測る。

　床　　ほぼ平坦な床面。P6（長軸×短軸×深さ、形状：18cm×15cm×13．5cm、円形）とP7・（長軸×短軸×深さ、

　　　形状：20cm×19cm×16cm、円形）の2基を検出した。

　竈　　東壁中央南寄りより検出された。主軸方向はN－95。一Eであり、全長76cm、最大幅57cm、焚口部幅32cm

　　　を測る。右袖石あり。

重複　H－9号住居跡を切る。

時　期　埋土と出土遺物から8世紀末～9世紀初頭と考えられる。

遺物総数145点。そのうち土師圷1点、軒丸瓦（鐙瓦）1点を図示した。

H－13号住居跡（Fig．14）

位置
形状等

　床

　竈

時期
遺物

X253・254、Y53グリッド　主軸方向　N－101。一E　　面積（2．90）㎡

方形と推定される。東西3．15m、南北（1．35）m、壁現高13cmを測る。

平坦な床面。

調査区外にあると思われ、検出されず。

時期を確定する遺物の出土はなく、埋土からも不明である。

本遺構に関連する遺物の出土はなかった。
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H－14号住居跡（Fig．14、PL3）

位　置　X249～251、Y53・54グリッド　主軸方向　：N－91。一E　　面積（13．00）㎡

形状等　長方形と推定される。東西4．83m、南北（2．93）m、壁現高8．5cmを測る。

床　平坦な床面。

竈　　東壁中央南寄りより検出された。主軸方向はN－102。一Eであり、全長80cm、最大幅89cm、焚口部幅38cm

　　　を測る。

重複　H－10号住居跡、H：一11号住居跡を切り、W－1号溝跡に切られる。H－10号住居跡との新旧関係は不

　　　明である。

時　期　時期を確定する遺物の出土はなかったが、埋土と重複関係から9世紀後半以降と考えられる。

遺　物　本遺構に関連する遺物の出土はなかった。

（2）溝　跡

W－1号溝跡（Fig、15、PL、4）

位置X249・250、Y53～55グリッド

方　位　南壁よりN－14。一Eの方向で北へ進む。

形状等　断面はU字形を呈し、上幅100～195cm、下幅57～95cm、深さ33～54．5cm、長さ8．3mを測る。

重複H－14号住居跡を切る。

時　期　埋土と重複関係から、中世以降の溝跡と考えられる。

遺　物　本遺構に関連する遺物は出土しなかった。　　　　　　　　，

w－2号溝跡（Fig．15、PL4）

位置X250・251、Y53～55グリッド

方　位　北壁よりN－201。一Eの方向で南へ進む。

形状等　断面はU字形を呈し、上幅54～87cm、下幅22～72cm、深さ4．5～26．5cm、長さ8．3mを測る。

重複R－11号住居跡を切る。

時　期　埋土と重複関係関係から、中世以降の溝跡と考えられる。

遺　物　本遺構に関連する遺物は出土しなかった。

w－3号溝跡（Fig、15、PL．4）

位置X251・252、Y53～55グリッド

方　位　北壁よりN－200。一Eの方向で南へ進む。

形状等　断面はU字形を呈し、上幅107～140cm、下幅43～80cm、深さ19～41cm、長さ8．1mを測る。

重複H－11号住居跡を切る。

時　期　埋土と重複関係から、中世以降の溝跡と考えられる。

遺物総数1点。

W－4号溝跡（Fig、15、PL4）

位置X251・252、Y53～55グリッド

方位南壁付近よりN－20。一Eの方向で北へ進む。

形状等　断面はU字形を呈し、上幅83～130cm、下幅65～113cm、深さ2～16．5cm、長さ（7．0）mを測る。

時　期　埋土から中世以降の溝跡と考えられる。

遺　物　本遺構に関連する遺物は出土しなかった。
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w－5号溝跡（Fig．15）

位置X246、Y53～55グリッド
方位南壁よりN－14。一Eの方向で北へ進む。

形状等　断面はU字形を呈し、上幅（89）～（108）cm、下幅（54）～（67）cm、長さ（8．5）mを測る。掘削してしまった

　　　ため、深さは不明である。

時　期　埋土から中世以降の溝跡と考えられる。

遺　物　本遺構に関連する遺物は出土しなかった。

（3）井戸跡

1－1号井戸跡（Fig．17）

位置X244、Y53グリッド
形状等　平面形は円形。断面形はほぼ円筒形で、上方はやや開き気味に傾斜する。長軸114cm、短軸104cmを測る。

　　　187cmまで掘り下げたが底まで達しなかったため、深さは不明である。

時　期　時期を確定する遺物の出土がなく、埋土からも不明である。

遺物総数18点。

1－2号井戸跡（Fig．17、PL4）

位置X255、Y53グリッド
形状等　平面形は円形。断面形はほぼ円筒形で、上方はやや開き気味に傾斜する。長軸145cm、短軸140cmを測る。

　　　198cmまで掘り下げたが底まで達しなかったため、深さは不明である。

時　期　時期を確定する遺物の出土がなく、埋土からも不明である。

遺物総数25点。

1－3号井戸跡（Fig、17〉

位置X248、Y54グリッド
形状等　平面形は円形。断面形はほぼ円筒形で、上方はやや開き気昧に傾斜する。長軸116cm、短軸108cmを測る。

　　　197cmまで掘り下げたが底まで達しなかったため、深さは不明である。

時　期　時期を確定する遺物の出土がなく、埋土からも不明である。

遺物総数6点。

1－4号井戸跡（Fig．17、PL．4）

位置X254、Y54グリッド
形状等　平面形は円形。断面形はほぼ円筒形で、上方はやや開き気味に傾斜する。長軸220cm、短軸202cmを測る。

　　　139cmまで掘り下げたが底まで達しなかったため、深さは不明である。

時　期　時期を確定する遺物の出土がなく、埋土からも不明である。

遺物総数182点。

（4）土坑・柱穴

Tab．3　総社甲稲荷大道西皿遺跡A区土坑・柱穴計測表を参照のこと。

（5）グリッド等出土遺物

総数722点。そのうち、須恵高台境1点、緑粕高台境1点、須恵蓋1点、石器1点を図示した。
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Tab．2 総社甲稲荷塚大道西皿遺跡A区　住居跡一覧表

遺構名 位　　置
規模（m） 面積

㎡）
主軸方向

竈 主な出土遺物

東西i南北i壁現高 位　置 土師器　i　須恵器　i　その他

H－1 X244・245、Y54・55
　　　1　　　　　　　　　　　　　　　一

3．60）：（3．97）：　11　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

（13．60） （N－1。一E） 一
：　　　　　　　：
　　　　　　　：

H－2 X245・246、Y53・54
3．77i3．34i10　　：　　　　　1

（11．58） N－99。一E 東壁中央南寄り
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

圷カワラケi，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

H－3 X246・247、Y54・55
　　I　　　　　　　　　　　　　　　l

．02i（2、65）i19 （7．32） N－93。一E 東壁 l　　　i多孔石

H－4 X246、Y53
　　：　　　　：．36：（1．08）：13．5　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

（3．15） N－88。一E 一

i圷　　iI　　　　　　　：

H－5 X247・248、Y54・55
　　：　　　　：3・05：3・10121・5

8．62 N－79。一E 東壁中央南寄り ：　　　　　　　1
　　　　　　　1

H－6 X247・248、Y54
2．95i2．75i18　　9　　　　：

（7．58） N－105。一E 東壁中央南寄り
i圷　　iI　　　　　　　：

H－7 X248、Y54・55
　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

．50i（3．08）123。5 （7．04） N－111。一E 東壁
　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　1高台塊　　1石鎌　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【

H－8 X245、Y54・55
（2．05）i（2．45）i　ll　　　I　　　　　　　　　　　　　　　I

（4．53） N－0。一E 一

i圷　　il　　　　　　　I

H－9 X253、Y53・54
　　：　　　　：2・35：2・81：11

6．26 N－102。一E 東壁中央南寄り 圷　　i圷　　i

H－10 X249・250、Y53・54
　　1　　　　：．551（2．97）：一　　I　　　　　　　　　　　　　　　I

（6．60） N－7。一E ｝
：　　　　　　　：
　　　　　　　：I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

H－11 X250・251、Y53・54
　　1　　　　：3・6313・75：7 （13．39） N－99。一E 東壁中央南寄り

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

圷高台境i灰粕高台境

H－12 X253・254、Y53～55
3．36i4．50i18．5　　1　　　　：

14．10 N－96。一E 東壁中央南寄り
圷　　i　　　i軒丸瓦　　　　　：　　　　　　　1

H－13 X253・254、Y53
3．15i（1．35）i13　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

（2．90） N－101。一E 一
i　　　　：1　　　　　　　　1

H－14 X249～251、Y53・54
4．83i（2．93）i8．5　　1　　　　：

（13．00） N－91。一E 東壁中央南寄り
：　　　　　　　1
　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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Tab．3 総社甲稲荷塚大道西皿遺跡A区　土坑・柱穴計測表

遺構名 位　　置 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 形状 　　　　　　1土遺物総数i主な遺物　　　　　　1

D－1 X246、Y54 61 56 19．5 円形
　1

　1

D－2 X246・247、Y54 146 75 14．5 長方形
　：

i
D－3 X248・249、Y53 （168） （42） （52） （円形）

　　：
8　i

D－4 X248・249、Y53・54 235 90 18 長方形
　　ξ

3i

D－5 X249、Y53 59 40 18．5 楕円形
　：

U
D－6 X249、Y54 49 41 24 円形

　：
　i

D－7 X251・252、Y54・55 60 52 22．5 円形
　：

　l

D－8 X252、Y55 58 55 22．5 円形
　：

　i

D－9 X253、Y54 60 57 31 円形
　　：8：洪武通宝　　匹

D－10 X254、Y54 54 43 26．5 楕円形
　：

　i

D－11 X252、Y54・55 508 82 21．5 長方形
　：

i
D－12 X252、’Y55 （40） （40） （29．5） （長方形）

　1

i
D－13 X252、Y54 58 52 50．5 円形

　：

i
D－14 X251・252、Y54 84 66 53 円形

　：
　i

P－1 X244、Y54 38 36 13 円形
　　｝

4i

P－2 X245・246、Y54・55 64 63 38．5 円形
　：

i
P－3 X246、Y55 49 39 33 楕円形

　r
　i

P－4 X244・245、Y53 64 44 35 楕円形
　：

　i

P－5 X247、Y53 38 26 9．5 楕円形
　：

　i

P－6 X248、Y54 46 42 9．5 円形
　：

　i

P－7 X250、Y54 30 24 14．5 円形
　：

　i

P－8 X251、Y55 29 28 13 円形
　：

　i

P－9 X252、Y55 41 31 16．5 楕円形
　iO　：

P－10 X252、Y54 36 33 14 円形
　iO　l

P－11 X253、Y54 32 30 24 円形
　：

　i

P－12 X253、Y54 31 29 14．5 円形
　：

1
P－13 X254、Y54 36 31 33 円形

　1

i
P－14 X254、Y54 33 32 23 円形

　：
　i

P－15 X254、Y53 32 28 12 円形
　：

　i

P－16 X254、Y54 31 27 16 円形
　卜

　i

P－171 X254、Y54 43 38 19 円形
　iO　l

P－18 X255、Y54 34 30 16．5 円形
　：

　l

P－19 X255、Y54 33 29 16．5 円形
　1

i
P－20 X255、Y55 33 31 24．5 円形

　：
　i

P－21 X252、Y54 47 39 18．5 円形
　：

i
P－22 X254、Y55 34 33 16 円形

　1
　i

P－23 X256、Y54・55 33 27 11．5 円形
　：

　i
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Tab。4　総社甲稲荷塚大道西HI遺跡A区　出土遺物観察表

番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

H－2 圷 ①12．0 ①中粒②良好 韓韓整形。口縁・体部＝外傾した体部から口縁部に至る。韓韓撫で。
1 床直 須恵器 ②3．3 ①褐灰色④4／5 底部：平底。内面中央部に盛り上がりがあり、回転箆切り。

H－2 カワラケ ①9．0 ①中粒②良好 轄韓整形。口縁・体部：外傾した体部から口縁部に至り、端部で内轡。 流れ込み。

2 床直 須恵器 ②1．8 ③にぶい黄榿色④1／2 鞭櫨撫で。底部：回転糸切り未調整、内面中央部に盛り上がりがあり、
轄轄撫で。

H－3 多孔石 ①最長 （16．0）②最大幅 （15．6）　③最大厚　11．7 3面に窪みを有する。 竈に二次転
3 埋土 石製品 ④重　さ 2880　⑤遺存度 完形　⑥石材粗粒安山岩 用。

H－4 圷 ①［11．0］ ①中粒②良好 轄韓整形。口縁部：外傾気味に立ち上がり、端部で僅かに内轡、横撫で。
4 床直 須恵器 ②2．8 ③撞色④1／3 底部：平底、回転糸切り後箆調整。

H－6 圷 ①［1L8］①中粒②良好 輔韓整形。口縁・体部＝体部上半部で丸みを持って立ち上がり、口縁部
5 埋土 須恵器 ②3．3 ③にぶい黄榿色④2／5 の端部で外反。底部：平底。回転糸切り後箆調整。内面韓韓撫で。

H－7 高台境 ①［14．0］ ①中粒②良好 轄輔整形。口縁・体部：外傾した体部から口縁部に至る。鞭轄撫で。底

6 埋土 須恵器 ②4．5 ③浅黄色④1／2 部：「ハ」字状の短く外傾した高台貼付。回転糸切り付け高台。内面韓
韓撫で。

H－7 甕 ①2LO ①中粒②良好 口縁部：外反、横撫で、指押さえ痕有。胴部：上半に器最大径。外面上
7 竈、埋土 土師器 ②（12．0） ③榿色④1／4 位斜位箆削り、内面撫で。中・下位欠損。底部；欠損。

R－7 鎌 ①最長　1．7 ②最大幅L7 ③最大厚0．3 凹基無茎鎌。基部中央の湾入が三角形状。
8 床直 石　製 ④重　さ 0．6　⑤遺存度完形 ⑥石材黒曜石 周縁は全て鋸歯状。

H－8 圷 ①［11．2］ ①中粒②良好 鞭輪整形。口縁・体部： 轡曲した体部から外傾した口縁部に至る。韓櫨
9 床直 須恵器 ②（3．0） ③にぶい黄榿色④1／3 撫で。底部：平底。回転糸切り未調整。内面輔韓撫で。

H－9 圷 ①12．4 ①中粒②良好 義韓整形。口縁・体部：外傾した体部から口縁部に至る。競韓撫で。底
10

竃、床直 須恵器 ②4．2 ③灰色④ほぼ完形 部：平底。回転糸切り後箆調整。

H－9 圷 ①［19．0］ ①中粒②良好 口縁・体部：体部は緩やかに内轡して立ち上がり、内傾気味の口縁部に
11

竈、床直 土師器 ②（7．1） ③榿色④1／4 至る。口縁部横撫で。体部外面斜位箆削り。底部：深い丸底と推測。

H－11 高台碗 ①13．2 ①細粒②良好 輻轍整形。口縁・体部＝やや内轡して立ち上がり、体部中位で膨らみを 全体的に歪
12 床直 須恵器 ②5．5 ③灰白色④ほぼ完形 持ち、外反した口縁部に至る。鞭韓撫で。変換点に綾有。底部：「ハ」 んでいる◎

字状の短く外傾した高台貼付。回転糸切り付け高台。内面輔輔撫で。 外面煤付着。

H－11 高台塊 ①［12．1］ ①中粒②良好 韓轄整形。口縁・体部：体部下半部で膨らみを持って立ち上がり、外反
13 床直 須恵器 ②（4．7） ③褐灰色④2／3 した口縁部に至る。続輔撫で。底部：「ハ」字状の短く外傾した高台貼

付。回転糸切り付け高台。内面鞭韓撫で。

H－11 高台塊 ①12．0 ①中粒②良好 轄韓整形。口縁・体部：外傾した体部から外反した口縁部に至る。韓輔 全体的に歪
14 埋土 須恵器 ②4．1 ③灰黄色④ほぼ完形 撫で。底部：「ハ」字状の短く外傾した高台貼付。回転糸切り付け高台。 んでいる。

内面鞭韓撫で。 外面煤付着。

H－11 高台境 ①［13．4］ ①細粒②極良 輪韓整形。口縁・体部：緩やかに内轡した体部から外傾した口縁部に至 内外面粕付
15 床直 灰粕陶器 ②3．2 ③灰白色④1／4 る。輔韓撫で。底部＝「ハ」字状の短く外傾した高台貼付。回転糸切り 着。

付け高台。内面輪輔撫で。

H－11 圷 ①10．8 ①中粒②良好 鞭韓整形。口縁・体部：二段に外傾した体部から僅かに外反した口縁部 漬け掛け。

16 床直 須恵器 ②4．0 ③浅黄榿色④1／2 に至る。変換点に綾有。輔輪撫で。底部：回転糸切り後箆調整。内面輔
輔撫で。

H－12 圷 ①［12．0］ ①細粒②良好 口縁・体部：体部は緩やかに内轡して立ち上がり、直立気味に口縁部に
17 床直 土師器 ②（3．7） ③榿色④1／4 至る。口縁部横撫で。体部外面斜位箆削り。底部：丸底と推測。内面撫

で。

H－12 軒丸瓦 ①胎　土細粒 ②焼成良好 ③色調灰色 ④厚さ1．8 複弁八弁蓮華紋。 鐙瓦。
18

床直 ⑤瓦当面無紋 ⑥瓦当裏面撫で調整 ⑦遺存度1／10 国分寺瓦。

D－9 銅銭 ①径 2。4　②孔径0．6 ③厚　さ　O．1 背文および外郭への刻印確認できず。
19

埋土 ④重　さ 2．1　⑤遺存度完形 ⑥銭貨名　洪武通寳 鋳造年号（西暦）1368年

グリッド 打製石斧 ①最長　11．7 ②最大幅6．6 ’③最大厚2。6 擾形。両縁側から刃部にかけて細かい調整。
20

X25Y54 ④重　さ 220　　⑤石材黒色頁岩 裏面一部に自然面を残す。

遺構外 高台境 ①12．2 ①中粒②良好 輔韓整形。口縁・体部：体部中位で膨らみを持って立ち上がり、外反し 外面煤付着。

21 須恵器 ②4．6 ③にぶい榿色④完形 た口縁部に至る。競韓撫で。底部：「ハ」字状の短く外傾した高台貼付。

回転糸切り付け高台。内面鞭轄撫で。

遺構外 高台境 ①［10．0］ ①細粒②極良③オリー 輻韓整形。口縁・体部：体部中位で膨らみを持って立ち上がり、口縁部 丁寧な作り。

22 緑紬陶器 ②4．0 ブ灰色④1／2弱 に至り、端部で短く外反。鞭櫨撫で。底部：「ハ」字状の外傾した高台 刷毛塗り。

貼付。回転糸切り付け高台。内面輔韓撫で。

遺構外 蓋 ①［13．4］ ①中粒②良好 輔韓整形。短頸壺の蓋と思われる。天井部は平坦で、口縁部との屈曲部
23 須恵器 ②6．3 ③灰白色④1／3 は水平に突出し、口縁部は外傾気味に垂下する。摘みは擬宝珠形をなす。

摘みは天井部外面回転箆削り後貼付。

注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竈内の検出につ

　いては「竃」と記載した。
　②口径、器高の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（〉、復元値を［］で示した。
　③胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（LO～1．9mm以下）、粗粒（2．0㎜以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

　④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

　⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。
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2　総社甲稲荷塚大道西III遺跡B区

（1）溝　跡

W－1号溝跡（Fig．18）

位置X260・261、Y57グリッド

方位東壁よりN－70。一Wの方向で西へ進む。

形状等　断面はU字形を呈し、上幅34～42cm、下幅20～31cm、深さ7～12cm、長さ3。Omを測る。

時　期　埋土にAs－B軽石が多く含まれることから、As－B降下以前の平安時代の溝跡と考えられる。

遺物一総数23点。

w－2号溝跡（Fig．18）

位置X260・261、Y58・59グリッド

方　位　西壁よりN－61。一Eの方向で東へ進む。

形状等　断面はU字形を呈し、上幅43～65cm、下幅28～54cm、深さ4～12cm、長さ3．3mを測る。

時　期　埋土にAs－B軽石が多く含まれることから、As－B降下以前の平安時代の溝跡と考えられる。

遺物総数9点。

（2〉畠　跡（Fig．18）

位置X270・271、Y57・58グリッド

形状等　ほぼ、南西から北東の方向に畝が走る。掘削してしまったため、実際の畝は検出されなかったが、東壁、

　　西壁のセクションより、畠跡の検出に至った。畝と畝の間隔は、18cm～33cmの値を示す。

時期土層から平安時代と考えられる。

（3）グリッド等出土遺物

総数422点が検出された。

3　総社甲稲荷塚大道西III遺跡C区

（1）溝　跡

w－1号溝跡（Fig．19）

位置X272～275、Y39・40グリッド

方　位　北壁よりN－112。一Eの方向で南東へ進む。

形状等　断面はU字形を呈し、上幅45～75cm、下幅25～60cm、深さ3～17．5cm、長さ9．3mを測る。

時　期　埋土から、近世の溝跡と考えられる。

遺　物　本遺構に関連する遺物は出土しなかった。

w－2号溝跡　　（Fig．19〉

位置X273・274、Y39・40グリッド

方位北壁よりN－206。一Eの方向で南へ進む。

形状等　断面は逆台形を呈し、上幅50～78cm、下幅36～48cm、深さ15．5～24cm、長さ5．2mを測る。

時　期　埋土にAs－B軽石が多く含まれることから、As－B降下以前の平安時代の溝跡と考えられる。
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遺　物　本遺構に関連する遺物は出土しなかった。

（2）グリッド等出土遺物

総数32点が検出された。

4　総社甲稲荷塚大道西III遺跡D区

（1）竪穴住居跡

H－1号住居跡（Fig．20、PL、6）

位置X277・278、Y85グリッド　主軸方向（N－4。一E〉　面積（2．26）㎡

形状等　検出部分が少なく、不明である。東西（1．5）m、南北（1．9）m、壁現高24cmを測る。

床　　凹凸のある床面。焼土塊が検出された。P、（長軸×短軸×深さ、形状：39cm×36cm×33cm、円形）1基

　　を検出した。

竈　　調査区外にあ・ると思われ、検出されず。

時　期　時期を確定する遺物の出土はなく、埋土からも不明である。

遺物総数42点。

H－2号住居跡　　（Fig．20、PL6、7）

位　置　X274・275、’Y78・79グリッド　　主軸方向（N－88。一E）　　面積（！1．83）㎡

形状等　長方形と推定される。東西3．78m、南北（3．32）m、壁現高37cmを測る。

床　　平坦で堅緻な床面。

竈　　東壁より検出された。主軸方向がN－84。一Eであり、全長155cm、最大幅72cm、焚口部幅36cmを測る。

貯蔵穴　住居の南東隅に1基（長軸×短軸×深さ、形状＝48cm×37cm×25cm、円形）検出。

重複H－3号住居跡に切られる。

時　期　埋土と出土遺物から8世紀後半と考えられる。

遺物総数178点。そのうち土師甕1点、土師圷1点、土師塊1点を図示した。

H－3号住居跡（Fig．20、PL．7）

位　置　X274、Y78グリッド　　主軸方向（N－104。一E）　　面積（1．95）㎡

形状等　検出部分が少なく、不明である。東西2．85m、南北（1。27）m、壁現高60cmを測る。

床　　平坦で堅緻な床面。P6（長軸×短軸×深さ、形状：37cm×28cm×33．5cm、円形）1基を検出した。

竈　　東壁より検出された。主軸方向が（N－91。一E）であり、全長（50）cm、最大幅（85）cm、焚口部幅（30）cm

　　を測る。

重複H－2号住居跡を切る。

時　期　埋土と出土遺物から、9世紀末～10世紀前半と考えられる。

遺物総数54点。そのうち須恵高台境2点、須恵羽釜1点、土師甕1点を図示した。

H－4号住居跡（Fig．21、PL7）

位置X271・272、Y78・79グリッド　主軸方向（：N－87。一E）　面積（10．02）㎡

形状等　方形と推定される。東西（3．73）m、南北3．18m、壁現高53cmを測る。

床　　平坦で全体的に堅緻な床面。

竈　　東壁南寄りより検出された。主軸方向がN－96。一Eであり、全長117cm、最大幅83cm、焚口部幅48cmを測

　　る。
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重複
時期
遺物

H：一5号住居跡を切り、W－1号溝跡に切られる。

埋土と出土遺物から10世紀後半と考えられる。

総数463点。そのうち須恵高台塊2点、須恵羽釜1点を図示した。

H－5号住居跡（Fig．21、PL7）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X272、Y79グリッド　主軸方向　竈のみの検出のため不明である。　面積（0．28）㎡

竈のみの検出のため、不明である。

竃のみの検出のため、不明である。

主軸方向が（N－118。一E）であり、全長（95）cm、最大幅（45）cm、焚口部幅（30）cmを測る。

H－4号住居跡に切られる。

時期を確定する遺物の出土はなく、埋土や重複関係からも不明である。

総数29点。

H－6号住居跡

位置
形状等

　床

　竈

時期
遺物

　　　　（Fig、21、　PL．7〉

X277、Y72・73グリッド　　主軸方向　：N－89。一E　　面積　4．44㎡

長方形と推定される。東西1．95m、南北2．40m、壁現高11cmを測る。

平坦で堅緻な床面。

東壁中央南寄りより検出された。主軸方向がN－89。一Eであり、全長68cm、最大幅54cm、焚口部幅38cm

を測る。

埋土と出土遺物から9世紀後半と考えられる。

総数13点。そのうち須恵高台碗3点を図示した。

（2）溝　　跡

W－1号溝跡

位置
方位
形状等

重複
時期
遺物

　　　（Fig．22、　PL．8〉

X271～273、Y79グリッド

調査区西部東壁よりN－85。一Wの方向で西へ進む。

断面はU字形を呈し、上幅73～117cm、下幅70～90cm、深さ2～10cm、一長さ7．18mを測る。

H－4号住居跡を切る。

埋土にAs－B軽石が多く含まれることから、As－B降下以前の平安時代の溝跡と考えられる。

総数35点。そのうち須恵高台碗1点を図示した。

w－2号溝跡（Fig．22、PL8）

位置
方位
形状等

時期
遺物

X276～278、Y82グリッド

東壁よりN－85。一Wの方向で西へ進む。

断面はU字形を呈し、上幅62～80cm、下幅37～63cm、深さ13～32．5cm、長さ4．80mを測る。

埋土にAs－B軽石が多く含まれることから、As－B降下以前の平安時代の溝跡と考えられる。

総数188点。

w－3号溝跡（Fig．23、PL．8）

位置
方位
形状等

時期
遺物

X277、Y69・70グリッド

東壁付近よりN－37。一Wの方向で北西へ進む。

断面はU字形を呈し、上幅（164）cm、下幅93～115cm、深さ（8）～（46）cm、長さ（2．70）mを測る。

埋土と出土遺物から、7世紀後半以降には埋まり始めた溝跡と考えられる。

総数157点。そのうち土師圷1点を図示した。
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w－4号溝跡（Fig．22）

位置X276～278、Y80グリッド

方位西壁よりN－88。一Eの方向で東へ進む。

形状等　断面はU字形を呈し、上幅（102）～（127）cm、下幅（22）～（58）cm、深さ（25）～（27．5）cm、長さ（4．80）mを

　　　測る。

時　期　埋土から近世の溝跡と考えられる。

遺　物　本遺構に関連する遺物は出土しなかった。

W－5号溝跡（Fig．22）

位置
方位
形状等

時期
遺物

X276～278、Y72・73グリッド

東壁よりN－89。一Wの方向で西へ進む。

断面はU字形を呈し、上幅61～66cm、下幅40～48cm、深さ14～23cm、長さ4．95mを測る。

埋土にAs－B軽石が多く含まれることから、As－B降下以前の平安時代の溝跡と考えられる。

本遺構に関連する遺物は出土しなかった。

w－6号溝跡（Fig．22）

位置X276～278、Y76・77グリッド

方位東壁よりN－52。一Wの方向で北西へ進む。

形状等　断面はU字形を呈し、上幅（145）～（185）cm、下幅（40）～（103）cm、深さ（28）～（47）cm、長さ（6．25）mを測

　　　る。

遺物本遺構に関連する遺物は出土しなかった。

備　考　埋土が総社砂層に起因する水性堆積による砂であると思われることから、本遺構は自然の溝状の落ち込

　　　みではないかと考えられる。

（3）1土　　坑

D－1号土坑（Fig．21、PL．8）

位置X277、Y83グリッド
形状等　長軸123cm、短軸56cm、深さ38cm、長方形。

時　期　時期を確定する遺物の出土はなく、埋土からも不明である。

遺　物　本遺構に関連する遺物は出土しなかった。

（4）畠　跡（Fig．23、PL．8）

位置
形状等

時期
遺物

X276～278、Y69～73グリッド

南西から北東方向に、また、北西から南東方向に畝が走る。耕作面と考えられる層の下層に、H：r－FA層

があり、耕作時に掘り返された部分はEr－FA層が切られている。そのため、掘り返されなかったところ

にのみHr－FA層が残り、耕作痕の検出に至った。畝と畝の問隔は、18cm～50cmの値を示す。

土層とW－3号溝跡との重複関係からから、Hr－FA降下以降～7世紀代と考えられる。

本遺構に関連する遺物は出土しなかった。

（5）グリッド等出土遺物

総数392点が検出された。
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Tab．5　総社甲稲荷塚大道西III遺跡　D区住居跡一覧表

遺構名 位　　置
規模（m） 面積

㎡）
主軸方向

竈 主な出土遺物

東西i南北嘩現高 位　置 土師器　i　須恵器　i　その他

H－1 X277・278、Y85 （1．5〉i（1．9）i24 （2．26） （N－4。一E） 一
：　　　　　　　：

　　　　　　　1

H－2 X274・275、Y78・79
　　　1　　　　：．78　1（3．32）：37　　　I　　　　　　　　　　　　　　　I （11．83） （N－88。一E） 東壁

　　　　　：　　　　　　　1
圷魏　i　　　　i

H－3 X274、Y78
　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　1

．85　1（1．27）1　60　　　鵬　　　　　　　　　　　　1 （1．95） （N－104。一E） 東壁 甕　　隔舗羽盆

H－4 X271・272、Y78・79
　　　：　　　　：
3・73）’ 3・18i53 （10．02） （N－87。一E） 東壁南寄り

l　　　　　　　　l高台塊羽釜1臨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹

H－5 X272、Y79
＿　i＿　i＿　　1　　　　　　　　　　　　　　　0

（O．28）
一

壁南寄り（推定） ：　　　　　　　1
　　　　　　　1

H－6 X277、Y72・73
　　　：　　　　：

95i2・40i11 4．44 N－89。一E 東壁中央南寄り
：　　　　　　　：
高台境　　i

Tab．6　総社甲稲荷塚大道西III遺跡D区　出土遺物観察表

番号 遺構／層位 器種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

H－2 甕 ①16．0 ①中粒②良好③にぶい 口縁部：器最大径。外反、横撫で。頸部に明確なくびれ無。胴部：外面 内面接合痕

1 竈、埋土 土師器 ②19．2 榿色④ほぽ完形 縦位・斜位方向の箆削り。内面撫で、輪積み痕・箆押さえ痕有。底部： 二次転用。

平底気味、外面箆削り。内面撫で。

H－2 圷 ①1LO①中粒②良好 口縁・体部：体部は緩やかに内轡して立ち上がり、口縁部で内傾。横撫
2 床直 土師器 ②3．6 ③明赤褐色④4／5 で。底部：浅い丸底、外面箆削り。内面撫で。

H－2 塊 ①10．4 ①中粒②良好 口縁部：内轡気味に直立。横撫で。体部：中位に器最大径。変換点に綾
3 床直 土師器 ②（7．5） ③榿色④1／2弱 有。外面箆削り。内面撫で。底部＝欠損。丸底と推測。

H－3 高台境 ①12．0 ①中粒②良好 韓轄整形。口縁・体部：体部は丸みを持って立ち上がり、口縁部は外反。 内外面煤付

4 床直 須恵器 ②5．0 ③にぶい赤褐色④3／4 韓櫨撫で。底部＝「ハ」の字状に短く外傾する高台貼付。回転糸切り付 着。

け高台。内面鞭韓撫で。

H－3 高台境 ①1L2①中粒②良好 競韓整形。口縁・体部＝体部の上半部で丸みを持って立ち上がり、口縁

5 床直 須恵器 ②（4．8） ③にぶい榿色④4／5 部に至り端部で内轡。交換点に弱い稜有。鞭韓撫で。底部：高台欠損。

回転糸切り後撫で調整、付け高台。内面韓輪撫で。

H－3 羽　釜 ①［19．2］ ①中粒②良好 韓韓整形。口縁部：内傾、端部で短く外反。韓韓撫で。鍔部に器最大径、 内外面煤付

6 床直 須恵器 ②（10．0） ③灰褐色④口縁部1／3 上方から水平方向。鍔貼付。胴部＝上半韓韓撫で。下半欠損。底部：欠 着。

損。

H－3 甕 ①［15．0］ ①中粒②良好 口縁部：外傾、横撫で。頸部に明確なくびれ有。胴部：上位胴部最大径。 内面接合痕
7 竈、床直 土師器 ②（14．5） ③にぶい赤褐色④1／3 外面斜位箆削り。内面撫で、輪積み痕有。下半欠損。底部：欠損。 煤付着。

讐

H－4 高台椀 ①［12．0］ ①中粒②良好 輔韓整形。口縁・体部＝底部から外傾気味に立ち上がり、上半部で丸み

8 床直 須恵器 ②（4．4） ③榿色④1／3 を持ち、口縁部は外反。競韓撫で。底部：回転糸切り後撫で調整、付け

高台。高台＝欠損、短く直立と推測。内面輔韓撫で。

H－4 高台境 ①［14．2］ ①中粒②良好 鞭韓整形。口縁・体部：体部上半部で丸みを持って立ち上がり、口縁部 内面煤付
9 床直 須恵器 ②（5．5） ③浅黄色④1／2 は僅かに外反。轄轄撫で。底部＝高台欠損。回転糸切り後撫で調整、付 着。

け高台。内面韓韓撫で。

H－4 羽　釜 ①［23．4］ ①中粒②良好③にぶい 口縁部：直立し、端部で僅かに外反。轄韓撫で。鍔部に器最大径。鍔貼
10

床直 須恵器 ②（7。0） 赤褐色④口縁部1／6 付。胴部：中・下位欠損。底部：欠損。

H－6 高台境 ①13．6 ①中粒②良好 競韓整形。口縁・体部：底部から外傾気味に立ち上がり、僅かに外反し 内外面煤付

11 竈、床直 須恵器 ②4．9 ③黒褐色④完形 た口縁部に至る。轄韓撫で。底部：「ハ」の字状に短く外傾する高台貼 着。

付。回転糸切り付け高台。内面続櫨撫で。

H－6 高台境 ①13．0 ①粗粒②良好 輔韓整形。口縁・体部：底部から外傾気味に立ち上がり、口縁部は僅か 内外面煤付

竈、床直 須恵器 ②3．9 ③浅黄色④3／4 に外反。輔韓撫で。底部＝短く直立する高台貼付。回転糸切り付け高台。 着。

12
内面中央部が盛り上がり、内面轄韓撫で。 歪んでい

る。

H－6 高台境 ①14．3 ①中粒②良好 鞭韓整形。口縁・体部＝底部からやや内轡気味に立ち上がり、口縁部は 内黒処理。

13 竈、床直 須恵器 ②5．6 ③にぶい榿色④1／2 僅かに外反。轄韓撫で。底部：「ハ」の字状に短く外傾する高台貼付。

回転糸切り後撫で調整、付け高台。内面競韓撫で。

W－1 高台境 ①［16．8］ ①中粒②良好 輪轄整形。口縁・体部：外傾した体部から口縁部の端部で僅かに外反。

14 床直 須恵器 ②6．1 ③灰白色④1／3 鞭韓撫で。底部二「ハ」の字状に短く外傾する高台貼付。回転糸切り付

け高台。内面輔韓撫で。

W－3 圷 ①1LO①中粒②良好 口縁・体部＝やや外傾気味に立ち上がり、口縁部の端部で短く外反。横
15

床直 土師器 ②3．3 ③榿色④4／5 撫で。交換点に稜有。底部：浅い平底気味。外面箆削り。内面撫で。

注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」＝床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竈内の検出につ

　いては「竈」と記載した。
　②口径、器高の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）、復元値を［］で示した。

　③胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．O～Lgmm以下）、粗粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

　④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

　⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。
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5　総社甲稲荷塚大道西III遺跡E区

（1）竪穴住居跡

H－1号住居跡（Fig．24）

位置　X270、Y89・90グリッド　主軸方向　竃のみの検出のため不明である。　　面積（0．35）㎡

形状等　竃のみの検出のため不明である。

床　　竈のみの検出のため不明である。

竈　　主軸方向が（N－95。一E）であり、全長（69）cm、最大幅（53）cm、焚口部幅（35）cmを測る。

時期時期を確定する遺物の出土はなく、埋土からも不明である。

遺物総数6点。

H－2号住居跡（Fig，24、PL．9）

位　置　X271・272、Y89・90グリッド　　主軸方向（：N－92。一E）　　面積（5．74）㎡

形状等　方形と推定される。東西3．61m、南北（1．61）m、壁現高45．5cmを測る。

床　　全体的に堅緻な床面。

竈　　東壁より検出され、主軸方向がN－108。一Eであり、全長115cm、最大幅64cm、焚口部幅37cmを測る。長

　　　い煙道を持つ。

重複H－3号住居跡を切る。

時　期　埋土と出土遺物から12世紀と考えられる。

遺物総数299点。そのうち須恵カワラケ1点を図示した。

H－3号住居跡（Fig．24、PL．9、10）

位　置　X271～273、Y89・90グリッド　　主軸方向（N－91。一E）　　面積（7．85）㎡

形状等　方形と推定される。東西4．05m、南北（2．17）m、壁現高52cmを測る。

床　　平坦で全体的に堅緻な床面。P6（長軸×短軸×深さ、形状：20cm×15cm×20cm、円形）1基を検出した。

竈　　東壁より検出され、主軸方向がN－88。一Eであり、全長180cm、最大幅92cm、焚口部幅37cmを測る。崩落

　　　していたが、天井石あり。支脚石あり。左右袖石あり。長い煙道を持つ。

貯蔵穴　住居の南東隅に1基（長軸×短軸×深さ、形状：98cm×75cm×51．5cm、円形）検出。

重複　H－2号住居跡に切られる。

時　期　埋土と出土遺物から6世紀後半と考えられる。

遺物総数124点。そのうち土師圷1点、須恵高台境（流れ込み）1点、土師甕1点を図示した。

H－4号住居跡（Fig．24、PL．10）

位　置　X273・274、Y90・91グリッド　　主軸方向（N－60。一E）　　面積〔14．05〕㎡

形状等　正方形と推定される。東西〔4．15〕m、南北4．07m、壁現高39．5cmを測る。

床　　平坦で、全体的に堅緻な床面。竃付近の床面に灰が敷き詰めてあった。P4（長軸×短軸×深さ、形状：

　　35cm×34cm×24．5cm、円形）1基を検出した。

竈　　東壁中央南寄りより検出され、主軸方向がN－63。一Eであり、全長110cm、最大幅118cm、焚口部幅46cm

　　　を測る。天井石あり。左右袖石あり。支脚に甕を転用し、甕の上に圷を2枚重ねていた。高さ調節を行っ

　　　ていたものと考えられる。

貯蔵穴　住居の南東隅に1基（長軸×短軸×深さ、形状：90cm×75cm×92．5cm、楕円形）検出。

重複　H－12号住居跡、W－1号溝跡に切られる。

時　期　埋土と出土遺物から6世紀前半と考えられる。

遺　物　総数259点。そのうち土師圷2点、土師甕2点を図示した。

一23一



H－5号住居跡（Fig．25、PL．10）

位置
形状等

　床

　竈

貯蔵穴

時期
遺物

X274・275、Y89・90グリッド　　主軸方向（N－111。一E）　　面積（2．08）㎡

検出部分が少ないため不明。東西（2．95）m、南北（1．34）m、壁現高5cmを測る。

凹凸のある床面。

東壁より検出され、主軸方向が（N－101。一E）であり、全長（122）cm、最大幅（75）cm、焚口部幅（43）cm

を測る。長い煙道を持つ。煙道を構築する際に、茅等を利用した痕跡が見られた。

住居の南東隅に1基（長軸×短軸×深さ、形状：55cm×52cm×12．5cm、円形）検出。

埋土と出土遺物から9世紀前半と考えられる。

総数38点。そのうち須恵圷1点を図示した。

H－6号住居跡（Fig．25〉

位置
形状等

　床

　竈

時期
遺物

X276、Y88グリッド　主軸方向　竈のみの検出のため不明である。　　面積（0．15）㎡

竃のみの検出のため不明である。

竈のみの検出のため不明である。

主軸方向が（N－85。一E）であり、全長（42）cm、最大幅（47）cm、焚口部幅（13）cmを測る。

時期を確定する遺物の出土はなく、埋土からも不明である。

本遺構に関連する遺物は出土しなかった。

H－7号住居跡（Fig．25、PL11）

位置
形状等

　床

　竈

時期
遺物
備考

X277、Y91～93グリッド　　主軸方向（N－3。一E）　　面積（15．30）㎡

方形と推定される。東西（3．96）m、南北4．60m、壁現高61cmを測る。

全体的に堅緻な床面。P6（長軸×短軸×深さ、形状：30cm×25cm×74cm、円形）1基を検出した。

調査区外にあると思われ、検出されず。

埋土と出土遺物から6世紀前半と考えられる。

総数433点。そのうち土師圷6点、土師甑2点、土師甕5点、紡錘車1点、砥石1点を図示した。

床面付近から、炭化した木材や焼土塊がきわめて多く検出された。焼失住居であると考えられる。

H－8号住居跡（Fig．26、PL．10）

位　置　X277・278、Y89・90グリッド　　主軸方向（N－14。一E）　　面積（12．51）㎡

形状等　方形と推定される。東西（2．95）m、南北5．32m、壁現高32．5cmを測る。

　床　　全体的に、きわめて堅緻な床面。P6（長軸×短軸×深さ、形状：70cm×63cm×27cm、円形）とP7（長軸×

　　　短軸×深さ、形状：26cm×20cm×26．5cm、円形）の2基を検出した。

　竈

重複
時期
遺物

調査区外にあると思われ、検出されず。

H－13号住居跡を切り、W－1号溝跡に切られる。

埋土と出土遺物から12世紀と考えられる。

総数342点。そのうち須恵カワラケ1点、須恵高台碗1点、軒丸瓦（鐙瓦）1点を図示した。

H－9号住居跡（Fig．26、PL．10）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X277・278、Y91グリッド　　主軸方向（N－2。一E）　　面積（1L94）㎡

方形と推定される。東西（3．55）m、南北（3．80）m、壁現高24cmを測る。

平坦で一部堅緻な床面。

調査区外にあると思われ、検出されず。

H－13号住居跡、H－16号住居跡を切り、W－1号溝跡に切られる。

埋土と出土遺物から11世紀末と考えられる。

総数307点。そのうち須恵カワラケ1点を図示した。
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H－10号住居跡（Fig．24）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X274、Y90・91グリッド　　主軸方向（N－9。一E）　　面積（3．04）㎡

一部の床面のみの検出であり、形状は不明である。東西（1．45）m、南北（2．25）mを測る。

一部堅緻な床面。

調査区外にあると思われ、検出されず。

H－4号住居跡を切り、W－1号溝跡に切られる。

埋土と出土遺物から8世紀後半と考えられる。

総数5点。そのうち土師圷1点を図示した。

H－11号住居跡（Fig．26、PL．11）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X270・271、Y90・91グリッド　　主軸方向（N－860－E）　　面積（1L10）㎡

方形と推定される。東西（3．25）m、南北（3．92）m、壁現高59cmを測る。

竈周辺に一部堅緻な床面。灰が敷き詰められていた。

東壁より検出され、主軸方向がN－1020－Eであり、全長60cm、最大幅58cm、焚口部幅35cmを測る。

W－1号溝跡に切られる。

時期を確定する遺物の出土はなく、埋土からも不明である。

総数381点。

H－12号住居跡（Fig．27、PL．11）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X272・273、Y90・91グリッド　　主軸方向（N－76。一E）　　面積（10．02）㎡

方形と推定される。東西〔5．08〕m、南北（2．68）m、壁現高65cmを測る。

一部堅緻な床面。

東壁より検出され、主軸方向が（N－83。一E）であり、全長（165）cm、最大幅（65）cm、焚口部幅（15）cmを

測る。W－1により、竃が切られていた。長い煙道を持つ。

H－4号住居跡を切り、W－1号溝跡に切られる。

埋土と出土遺物から6世紀後半と考えられる。

総数278点。そのうち土師圷3点を図示した。

H－13号住居跡（Fig．27、PL．12）

位置
形状等

　床

　竈

重

時

遺

備

複

期

物

考

X277・278、Y90・91グリッド　主軸方向〔N－173。一E〕　面積〔12．38〕㎡

方形と推定される。東西〔2．67〕m、南北〔5．77〕m、壁現高29。5cmを測る。

全体的に平坦で一部堅緻な床面。

調査区外にあると思われ、検出されず。

H－16号住居跡を切り、且一8号住居跡、H－9号住居跡、W－1号溝跡に切られる。

埋土と出土遺物から9世紀後半と考えられる。

総数460点。そのうち土師圷1点、須恵高台塊1点、石製模造品1点、平瓦（女瓦）1点を図示した。

床面付近から、炭化した木材や焼土塊が多く検出された。焼失住居であると考えられる。

H－14号住居跡（Fig．27、PL．12〉

位置
形状等

　床

　竈

時期

X277、Y88グリッド　　主軸方向（N－83。一E）　　面積（1．52）㎡

方形と推定される。東西2．22m、南北（0．73）m、壁現高22cmを測る。

平坦な床面。P6（長軸×短軸×深さ、形状：52cm×43cm×20cm、円形）1基を検出した。

東壁より検出され、主軸方向が（N－84。一E）であり、全長（60）cm、最大幅（20）cm、焚口部幅（10）cmを

測る。竈内部に石が組まれていた。

埋土と出土遺物から10世紀前半と考えられる。
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遺物総数77点。そのうち須恵圷1点を図示した。

H－15号住居跡（Fig．28、PL．12〉

位　置　X275・276、Y89～91グリッド　　主軸方向（N－154。一E）　　面積（24．90）㎡

形状等　正方形と推定される。東西5．62m、南北（5．40）m、壁現高49cmを測る。

床　　全面堅緻な床面。

竈　　調査区外にあると思われ、検出されず。

重複W－1号溝跡に切られる。

時　期　埋土と出土遺物から5世紀末～6世紀初頭と考えられる。

遺物総数439点。そのうち土師圷2点、土師高圷1点、土師甕1点を図示した。

H－16号住居跡（Fig．28、PL．12）

位置X277・278、Y91グリッド　主軸方向（N－90。一E）　面積（1L84）㎡

形状等　方形と推定される。東西（3．68）m、南北（3．25）m、壁現高44cmを測る。

床竈周辺に堅緻な床面。灰、炭化物が多く見られた。

竈　　東壁より検出され、主軸方向が（N－92。一E）であり、全長（42）cm、最大幅（93）邸、焚口部幅（52）cmを

　　　測る。

重複H－9号住居跡、H－13号住居跡に切られる。

時　期　埋土と出土遺物から8世紀後半と考えられる。

遺　物　総数419点。そのうち土師圷2点、須恵甕1点、須恵大甕1点、砥石2点を図示した。

H－17号住居跡（Fig．28、PL12）

位　置　X277・278、Y88・89グリッド　　主軸方向（N－90。一E）　　面積（3．37）㎡

形状等　方形と推定される。東西（1．00）m、南北3．94m、壁現高（32．5）cmを測る。

床一部堅緻な床面。

竈　　調査区外にあると思われ、検出されず。

時　期　時期を確定する遺物の出土はなく、埋土からも不明である。

遺物総数20点。

（2〉竪穴状遺構

T－1号竪穴状遺構（Fig、28）

位置X277、Y88・89グリッド　主軸方向（N－176。一E）　面積3．68㎡

形状等　正方形と推定される。東西2．04m、南北2。23m、壁現高30cmを測る。

床貼り床、硬質床面範囲は確認されなかった。

時　期　埋土と出土遺物から5世紀と考えられる。

遺物総数186点。そのうち土師圷1点を図示した。

備　考　竈、貯蔵穴等の施設はなく、埋土内に焼土粒・炭化物粒の混入も認められないことから住居跡とは認定

　　　できない。

（3〉溝　跡

w－1号溝跡（Fig．29）

位置X270～278、Y90・91グリッド

方　位　調査区東部東壁よりN－83。一Eの方向で西へ進み、調査区中央部南壁にぶつかる。その後角度を変え、
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　　　N－91。一Eの方向で西へ進む。

形状等　断面は逆台形を呈し、上幅（60）～（77）cm、下幅（29）～（47）cm、深さ（32．5）～（111．5）cm、長さ〔29．3〕m

　　　を測る。

重複R－4号住居跡、H－8号住居跡、R－9号住居跡、H－10号住居跡、H－11号住居跡、H－12号住居

　　　跡、H：一13号住居跡、H－15号住居跡、H－16号住居跡を切っている。

時　期　8世紀代の遺物も出土しているが、流れ込みであると考えられる。まわりの住居跡との切り合い関係と、

　　　埋土にAs－B軽石が多く含まれることから、11世紀代からAs－B降下以前の平安時代の溝跡と考えられ

　　　る。

遺物総数251点。そのうち須恵甕1点を図示した。

備　考　流れの痕跡は明瞭ではないが、底面にわずかに砂層の堆積が見られた。

w－2号溝跡　　（Fig．29、PL．12）

位置X270・271、Y89～91グリッド

方位　南壁よりN－80－Wの方向で北へ進む。

形状等　断面はU字形を呈し、上幅（400）～（460）cm、下幅（250）～（310）cm、深さ（30）～（67．5）cm、長さ（4．5）mを

　　　測る。

時　期　埋土が総社砂層に起因する水性堆積による砂であると思われることから、本遺構は自然の溝状の落ち込

　　　みではないかと考えられる。

遺　物　本遺構に関連する遺物は出土しなかった。

（4）井戸跡

1－1号井戸跡（Fig．29）

位置X271、Y90グリッド
形状等　平面形は円形で底面は丸底である。断面形はほぼ円筒形で、上方はやや開き気味に傾斜する。長軸132cm、

　　　短軸118cm、深さ268cmを測る。

時　期　出土遺物から、9世紀前半と考えられる。

遺物総数80点。そのうち土師甕1点、須恵大甕1点を図示した。

（5）土坑・柱穴

Tab．8　総社甲稲荷大道西皿遺跡E区土坑・柱穴計測表を参照のこと。

（6）グリッド等出土遺物

総数457点が検出された。
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Tab．7　総社甲稲荷塚大道西皿遺跡　E区住居跡・竪穴状遺構一覧表

遺構名 位　　置
規模（m） 面積

㎡）
主軸方向

竈 主な出土遺物

東西i南北嘩現高 位　置 土師器　i　須恵器　i　その他

H－1 X270、Y89・90 　：　一　　：　一
（0。35）

一
東壁（推定） ：　　　　　　　：

　　　　　　　　：

H－2 X271・272、Y89・90
　　：　　　　　：．61：（L61）：45．5　　1　　　　　　　　　　　　1

（5．74） （N－92。一E） 東壁
：　　　　　　　：

カワラケ　　：1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹

H－3 X271～273、Y89・90
　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

．051（2．17〉：　52　　1　　　　　　　　　　　　　　　監

（7．85） （N－91。一E） 東壁 圷甕　滴台碗　i

H－4 X273・274、Y90・91
〔4．15〕i4．07139．5　　　1　　　　1

〔14．05〕 （N－60。一E） 東壁中央南寄り
　　　　　：　　　　　　　：甕　　　l　　　　l　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

H－5 X274・275、Y89・90
　　　I　　　　　　　　　　　　　　　I

2・95）i（L34）i5 （2．08） （N－111。一E） 東壁 i圷　　i
正｛一6 X276、Y88

　　：　　　　：一　　：　一　　：　『

　一　　　　　　　　　　　　　　　1

（0．15）
『

東壁（推定）
：　　　　　　　：
　　　　　　　：l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

H－7 X277、Y91～93 （3．96）i4．60i61 （15．30） （N－3。一E） 一
圷甕甑　i　　　　　i紡錘車砥石

H－8 X277・278、Y89・90
（2．95〉i5．32i32．5　　　匿　　　　　　　　　　　　　　　1

（12．51） （N－14。一E）
一

：　　　　　　　　匹カワラケ高台境1軒丸瓦臨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

H－9 X277・278、Y91
　　　監　　　　　　　　　　　　　　　1

3．55）1（3．80）：24　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

（1L94） （N－2。一E） 一 iカワラケi

H－10 X274、Y90・91
　　　：　　　　：L45）：（2．25）：一　　　8　　　　　　　　　　　　　　　臨

（3．04） （N－9。一E） 一

圷　　i　　　i　　　　　：　　　　　　　1

E－11 X270・271、Y90・91
　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

3・25）i（3，92）i59 （11．10） （N－86。一E） 東壁 ：　　　　　　　：

　　　　　　　：

H－12 X272・273、Y90・91
　　　I　　　　　　　　　　　　　　　I

5．08〕i（2．68）i65　　　1　　　　　　　　　　　　　　　0

（10．02） （N－76。一E） 東壁
　　　　　：　　　　　　　：
　　　i　　　　l

H－13 X277・278、Y90・91
　　　一　　　　　　　　　　　　　　　12．67〕1〔5。77〕129．5　　　【　　　　　　　　　　　　　　　1

〔12．38〕 〔N－173－E〕 一
　　　　　匿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　i高台境　　i石製模造品平瓦

H－14 X277、Y88
　　1　　　　　：．22：（0．73）：22　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

（L52） （N－83。一E） 東壁
1　　　　　　　：圷　　　：I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

H－15 X275・276、Y89～91
　　8　　　　　　　　　　　　　　　1

．62：（5．40）149　　1　　　　　　　　　　　　匹 （24．90） （N－154。一E） 圷高圷翻　　　1

H－16 X277・278、Y91
　　　：　　　　：3．68）：（3．25）：44　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1 （11．84） （N－90。一E） 東壁

　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［
　　　　i甕　大甕　1砥石　　　　　鵬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

H－17 X277・278、Y88・89 （1．00）i3。94132。5 （3．37） （N－90。一E）
一

i　　　　：』　　　　　　　1

T－1 X277、Y88・89
　　：　　　　：．04：2．23：　30　　8　　　　　　　　　　　　　　　，

3．68 （N－176D－E） 一
　　　　　：　　　　　　　：　　　　：　　　　　：　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

Tab．8　総社甲稲荷塚大道西III遺跡E区　土坑・柱穴計測表

遺構名 位　　置 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 形　状 　　　　　　1土遺物総数i主な遺物　　　　　　聖

D－1 X277、Y92
（80） （41） （16） （円形）

　：

i
D－2 X273、Y90 75 65 15．5 円形

　：
　i

D－3 X273、Y90 38 （42） 35 円形
　：

　i

D－4 X273・274、Y89・90 （86） （39） （51） （円形） 　5

i
P－1 X273、Y89・90 35 29 22．5 円形

　5

i
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Tab．9　総社甲稲荷塚大道西III遺跡E区　出土遺物観察表

番号 遺構／層位 器種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

H－2 カワラケ ①8．8 ①中粒②良好③にぶい 韓輪整形。口縁・体部＝外傾した体部から口縁部に至る。轄輪撫で。、横
1 埋土 須恵器 ②2．5 黄榿色④1／2 撫で。底部＝回転糸切り後箆調整。内面中央部が盛り上がり、軽韓撫で。

H－3 圷 ①13．0 ①中粒②良好 口縁部：外傾で立ち上がり、上位に段を持っ。横撫で。交換点に稜有。
2 床直 土師器 ②3．7 ③榿色④完形 底部：丸底。箆削り、内面撫で。

H－3 高台境 ①10．0 ①中粒②良好 較韓整形。口縁・体部二外傾気味に立ち上がり、外傾した体部から口縁 内外面煤付

3 埋土 須恵器 ②3．7 ③にぶい褐色④5／6 部に至り、端部で僅かに外反。輔輸撫で。底部：「ハ」字状の外傾した 着。

高台貼付。回転糸切り付け高台。内面轄櫨撫で。 流れ込み。

E－3 甕 ①　一 ①中粒②良好③にぶい 口縁部：欠損。胴部：上・中位欠損。外面箆削り。内面撫で、箆押さえ 二次利用か

4 埋土 土師器 ②（4．4） 黄褐色④底部のみ 痕有。底部：平底、葉脈痕有。 底部木葉
痕。

H－4 甕 ①13．6 ①粗粒②良好③にぶい 口縁部：外反、横撫で、頸部に明確なくびれ有。胴部：中位に膨らみを 内面接合痕
5 竈、床直 土師器 ②14．2 榿色④ほぼ完形 持ち、外面縦位箆削り。内面撫で、輪積み痕有。底部：平底。 二次転用。

H－4 圷 ①13．6 ①中粒②良好 口縁・体部＝体部は緩やかに内轡して立ち上がり、外傾した口縁部に至 暗文土器。

6 床直 土師器 ②5。8 ③にぶい榿色④7／8 る。変換点に稜有。口縁部横撫で。体部外面箆削り、内面撫で後、放射

線状に箆磨き。底部＝深い丸底

H－4 圷 ①1L6①中粒②良好 口縁・体部二体部は緩やかに内轡して立ち上がり、内傾した口縁部に至 暗文土器。
7 竃、床直 土師器 ②5．8 ③榿色④2／3 る。外面横位箆削り。内面撫で後、放射線状に箆磨き。底部：深い丸底。

H－4 甕 ①19．4 ①中粒②良好 口縁部二外反、横撫で、頸部に明確なくびれ有。胴部：上位にやや膨ら 外面一部分
8 埋土 土師器 ②（20．O） ③にぶい榿色④1／2 みを持ち、外面上半斜位箆削り。内面撫で。下半欠損。底部二欠損。 に煤付着。

H－5 圷 ①16．O ①中粒②良好 輔韓整形。口縁・体部＝外傾した体部から口縁部に至り、端部で短く外 全体的に歪
9 竈、床直 須恵器 ②4．2 ③灰黄色④2／3 反。鞭韓撫で。底部：回転糸切り未調整。内面韓韓撫で。 んでいる。

H－7 圷 ①12．4 ①中粒②良好 口縁・体部：体部は緩やかに内轡して立ち上がり、内傾気味の口縁部に
10

床直 土師器 ②5．3 ③榿色④完形 至る。外面斜位箆削り。内面撫で、箆押さえ痕有。底部＝丸底。

H－7 圷 ①13．8 ①中粒②良好 口縁・体部：体部は緩やかに内轡して立ち上がり、外反した口縁部に至 暗文土器。

11 床直 土師器 ②5．3 ③榿色④ほぽ完形 る。変換点に稜有。口縁部横撫で。体部外面箆削り、内面撫で後、上半
放射線状に箆磨き。底部：深い丸底。

且一7 圷 ①13．6 ①中粒②良好 口縁・体部：体部は緩やかに内轡して立ち上がり、外傾した口縁部に至 暗文土器。

12 床直 土師器 ②5．5 ③榿色④完形 り、端部で外反。変換点に稜有。口縁部横撫で。体部外面箆削り、内面
撫で後、上半放射線状に箆磨き。底部＝深い丸底。

H－7 圷 ①13．0 ①中粒②良好 口縁・体部二体部は緩やかに内轡して立ち上がり、外傾した口縁部に至 暗文土器。

13 床直 土師器 ②5．2 ③榿色④完形 り、端部で外反。変換点に稜有。口縁部横撫で。体部外面箆削り、内面
撫で後、上半放射線状に箆磨き。底部：丸底。

H－7 圷 ①13．1 ①中粒②良好 口縁・体部：体部は緩やかに内轡して立ち上がり、外反した口縁部に至 暗文土器。

14 床直 土師器 ②5．2 ③榿色④完形 り、端部で短く直立。口縁部横撫で。体部外面箆削り、内面撫で後、上
半放射線状に箆磨き。底部：深い丸底。

H－7 圷 ①13．6 ①中粒②良好③にぶい 口縁・体部＝体部は緩やかに内轡して立ち上がり、外傾した口縁部に至 暗文土器。

15 床直 土師器 ②5．5 赤褐色④9／10 り、端部で短く直立。口縁部横撫で。体部外面箆削り、内面撫で後、上
半放射線状に箆磨き。底部二深い丸底。

H－7 甑 ①13．6 ①中粒②良好 口縁・体部：直線的に外傾した体部から短く内傾した口縁部に至る。外 鉢形単孔16
床直 土師器 ②9．0 ③にぶい榿色④完形 面箆削り。内面箆調整。底部中央に径1。2cm大の穿孔有。 甑。

H－7 甑 ①20．5 ①中粒②良好③にぶい 口縁部：外反、横撫で、頸部に明確なくびれ無。胴部：中位にやや膨ら 内面接合
17 床直 土師器 ②28．1 榿色④ほぼ完形 みを持ち、外面斜・縦位箆削り。内面撫で、輪積み痕有、箆押さえ痕有。 痕。

底部中央に径8．4cm大の穿孔有。

R－7 小甕 ①13．5 ①中粒②良好 口縁部：外傾、横撫で、頸部に明確なくびれ有。胴部：上位に膨らみを 外面煤付18
床直 土師器 ②18．0 ③澄色④ほぼ完形 持ち、外面斜位箆削り。内面撫で、箆押さえ痕有。底部＝平底。 着。

H－7 甕 ①18．2 ①中粒②良好③明赤 口縁部：外傾、横撫で、頸部に明確なくびれ有。胴部：中位に膨らみを 内面接合痕
19 床直 土師器 ②32．2 褐色④ほぼ完形 持ち、外面斜位箆削り。内面撫で、輪積み痕有、箆押さえ痕有。底部＝ 歪んでい

平底。 る。

H－7 甕 ①16．4 ①中粒②良好 口縁部：外傾、端部で短く外反。横撫で。胴部：中位に膨らみを持ち、 内面接合20
床直 土師器 ②3L2③にぶい褐色④9／10 外面斜・縦位箆削り。内面撫で、輪積み痕有。底部：平底。 痕。

正｛一7 甕 ①16．4 ①中粒②良好③にぶい 口縁部二外傾、横撫で。胴部＝中位に膨らみを持ち、外面斜・横位箆削 内面接合21
床直 土師器 ②28．3 赤褐色④2／3 り。内面撫で、輪積み痕有、箆押さえ痕有。底部：平底。 痕。

H－7 甕 ①14．6 ①粗粒②不良 口縁部：外傾気味、横撫で、頸部に明確なくぴれ無。指圧痕有。胴部＝ 内面接合痕
22 床直 土師器 ②28．5 ③灰褐色④3／4 上位に膨らみを持ち、外面斜位箆削り。内面撫で、輪積み痕有。底部： 歪んでい

平底。 る。

H－7 紡錘車 ①上底径2．5 ②下底径 4．1　③軸孔径0．8 戴頭円錐形。放射線状に線刻痕有。下径一部欠
23

埋土 石製品 ④高　さ 2。2　　⑤重　さ（40．2） ⑥石材滑石 損。研磨されている。

H－7 砥　石 ①最長（5．9） ②最大幅3．1 ③最大厚L7 手持ち砥。平面長方形、断面凹状をなす。奥側 携帯用。

24 埋土 石製品 ④重　さ（37．6） ⑤石材流紋岩 肩部寄り径0。5cmの穿孔たれている。5面使用。

長軸方向に擦痕有。

H－8 カワラケ ①9，3 ①中粒②良好 輻櫨整形。口縁・体部：外傾した体部から外反した口縁部に至る。変換
25

床直 須恵器 ②2．2 ③明赤褐色④2／3 点に稜有。鞭韓撫で。底部：平底。回転糸切り後箆調整。内面鞭韓撫で。

H－8 高台境 ①［17．0］ ①中粒②良好 轄轄整形。口縁・体部：内轡した体部から外傾気味に口縁部に至り、端 高足高台。
26

埋土 須恵器 ②（6。8） ③にぶい榿色④1／5 部で僅かに直立。轄韓撫で。底部：欠損。

H－8 軒丸瓦 ①胎土　中粒 ②焼成　良好 ③色調褐灰色’ 外区外界縁が一段高い、更にそ 鐙瓦。

27 床直 ④厚　さ 1．5 ⑤瓦当面鍔の段の面は瓦範の端がある の外側は鍔状になる。 珠文6つ？
⑥瓦当裏面撫で ⑦遺存度　1／3

H－9 カワラケ ①9．4 ①中粒②良好 轄輔整形。口縁・体部：外傾した体部から口縁部の端部で僅かに外反。
28 埋土 須恵器 ②2．2 ③褐灰色④4／5 競韓撫で。横撫で。底部：回転糸切り未調整。内面中央部が盛り上がり、

韓韓撫で。
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番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

H－10 圷 ①［10．6］ ①中粒②良好 口縁・体部＝外傾した体部から内傾した口縁部に至る。横撫で。交換点
29 床直 土師器 ②（3．1） ③榿色④1／3 に稜有。口縁部横撫で。体部外面箆削り。内面撫で。底部：平底気味と

推測

H－12 圷 ①11．2 ①中粒②良好③にぶい 口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、口縁部に至り、端部で短く直立。 内外面黒色
30

埋土 土師器 ②3．0 榿色④ほぼ完形 横撫で。交換点に稜有。外面箆削り。内面撫で。底部：平底気味。 処理。

H－12 圷 ①10．2 ①中粒②良好 口縁・体部：体部は緩やかに内轡して立ち上がり、短く直立した口縁部
31

埋土 土師器 ②3．3 ③榿色④9／10 に至り、端部で僅かに内轡。外面箆削り。内面撫で。底部＝丸底。

H－12 圷 ①13．9 ①中粒②良好 口縁・体部：体部は緩やかに内轡して立ち上がり、短く直立した口縁部
32

埋土 土師器 ②5．2 ③榿色④3／5 に至り、端部で僅かに内轡。外面箆削り。内面撫で。底部：深い丸底。

H－13 圷 ①［11．8］ ①中粒②良好 口縁・体部＝僅かに内轡気味に立ち上がり、口縁部で内傾気味に直立。 全体的に歪
33

竈、埋土 土師器 ②3．7 ③榿色④1／3 横撫で。交換点に稜有。底部：丸底気味。外面箆削り。内面撫で。 む。

H一13 高台境 ①［10．8］ ①中粒②良好 鞭韓整形。口縁・体部：外傾した体部から口縁部に至り、端部で僅かに 内外面自然

34 埋土 須恵器 ②3．7 ③灰黄色④1／2 外反。変換点に稜有。輪韓撫で。底部二「ハ」字状の外傾した高台貼付。 粕付着。

回転糸切り付け高台。内面鞭韓撫で。

H－13 剣形品石 ①最長3．7 ②最大幅2．5 ③最大厚0．5 双孔。平面三角形状。表裏両面に斜方向の磨き。
35

埋土 製模造品 ④重　さ 6．6　　⑤石材滑石

H－13 平　瓦 ①胎土　中粒 ②焼成　良好 ③色調明褐灰色 1枚作り。側端部面取り1面。 女瓦。

36 床直 ④厚　さ L7　　⑤凹面布目痕 ⑥凸　面　縄目叩き痕、狭端付 凹面に明瞭な糸切り状痕跡。 国分寺瓦。

近横方向の叩き ⑦遺存度完形

H－14 圷 ①11．7 ①中粒②良好 輕韓整形。口縁・体部：外傾した体部から外反した口縁部に至る。輪櫨
37

竈、床直 須恵器 ②3．8 ③明赤褐色④5／6 撫で。底部：平底。回転糸切り後箆調整。内面韓轄撫で。

H－15 圷 ①13．8 ①中粒②良好 口縁・体部：内轡した体部から外反した口縁部に至る。横撫で。交換点
38

床直 土師器 ②5．4 ③榿色④7／8 に稜有。底部：丸底。外面箆削り。内面撫で。

H－15 圷 ①［11．8］ ①中粒②良好 口縁・体部＝体部は緩やかに内轡して立ち上がり、轡曲気味に直立した

39 床直 土師器 ②6．2 ③明赤褐色④1／2 口縁部に至る。横撫で。交換点に稜有。外面箆削り。内面撫で、口縁部

に箆押さえ痕有。底部：丸底。

H－15 高圷 ①14．41 ①中粒②良好 圷部＝内轡した体部から外傾した口縁部に至る。外面斜位箆削り。内面 暗文土器。

40 床直 土師器 ②10．2 ③榿色④5／6 撫で後、放射線状に箆磨き。台部：大きく開く、外面縦方向箆磨き。内

面箆削り。

H－15 甕 ①［16．0］ ①中粒②良好③にぶい 口縁部：外反、横撫で、頸部に明確なくびれ有。胴部＝中位に膨らみを
41

埋土 土師器 ②（13．3） 赤褐色④1／2 持ち、外面斜位箆削り。内面撫で。底部：平底と推測。ほぼ欠損。

H－16 圷 ①1LO ①中粒②良好③にぶい 口縁・体部＝体部は緩やかに内轡して立ち上がり、短く内傾した口縁部
42

床直 土師器 ②3．5 榿色④ほぼ完形 に至る。外面横位箆削り。内面撫で。底部＝浅い丸底。

H－16 圷 ①［11．8］ ①中粒②良好③にぶい 口縁・体部二内轡気味に立ち上がり、口縁部で内傾気味に短く直立。横
43

埋土 土師器 ②3．5 赤褐色④1／3 撫で。交換点に稜有。底部＝浅い丸底。外面箆削り。内面撫で。

H－16 大甕 ①［62．0］ ①細粒②良好③灰色 紐作り叩き整形。口縁部：外反から屈曲して、端部で短く直立。外面は
44

埋土 須恵器 ②（20．5） ④口縁部1／3 叩き後沈線を巡らし、内面は鞭韓撫で。胴部：欠損。底部＝欠損。

H－16 甕 ①20．0 ①細粒②良好③灰白色 韓轄整形。口縁部＝外反から屈曲して短く直立。輔韓撫で。頸部に明確 自然粕付45
床直 須恵器 ②（13．0） ④口縁部2／3 なくびれ有。胴部＝中・下位欠損。内面青海波紋。底部：欠損。 着。秋間系。

H－16 砥　石 ①最長　12。7 ②最大幅6．9 ③最大厚4．8 手持ち砥石。平面長方形、断面凹状をなす。4
46 床直 石製品 ④重　さ660。0 ⑤石材流紋岩 面使用。長軸方向に弱い擦痕有。左手前より右

奥方向に研磨りする。

H－16 砥　石 ①最長 9。0　　②最大幅 （3．0）　③最大厚3．5 手持ち砥石・平面長方形・断面凹状をなし、小

床直 石製品 ④重　さ（190．0） ⑤石材流紋岩 口面は欠損する。研磨面として5面使用。長・
47

短軸方向に弱い擦痕有。左手前より右奥方向に

研磨りする。

T－1 圷 ①［12．4］ ①中粒②良好③明赤褐 口縁・体部二体部は緩やかに内轡して立ち上がり、内傾した口縁部に至
48

床直 土師器 ②（5．3） 色④2／5 る。外面箆削り。内面撫で。底部：深い丸底と推定。

1－1 甕 ①23．0 ①粗粒②不良③榿色 口縁部：外反、横撫で、頸部に明確なくびれ無。胴部：下半欠損。外面
49

埋土 土師器 ②（8．5） ④1／4 斜位箆削り。内面撫で、箆押さえ痕有。底部：欠損。

1－1 大甕 ①［37．6］ ①中粒②良好③灰白色 紐作り叩き整形。口縁部：外反から屈曲して短く外傾。義韓撫で。頸部
50

埋土 須恵器 ②［11．8］ ④口縁部1／4 に明確なくびれ無。胴部＝欠損。底部：欠損。

W－1 甕 ①14．2 ①細粒②極良③灰白色 軽轄整形。口縁部：外反から屈曲して短く直立。韓韓撫で。頸部に明確
51 埋土 須恵器 ②（2L3） ④1／2 なくびれ有。胴部＝上位器最大径。外面平行叩き。内面青海波紋。底部：

丸底。

D－4 カワラケ ①［8．8］ ①中粒②良好③にぶい 輔韓整形。口縁・体部＝轡曲気味に立ち上がり、外傾した体部から口縁
52 埋土 須恵器 ②2。2 黄榿色④1／3 部に至り、端部で僅かに外反。軽韓撫で。底部：回転糸切り未調整。内

面競韓撫で。

注）①層位は、「床直」＝床面より10㎝以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竈内の検出につ

　いては「竈」と記載した。
　②口径、器高の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）、復元値を［］で示した。
　③胎土は、細粒（0．9㎜以下）、中粒（1．0～L9㎜以下）、粗粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

　④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

　⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。
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6　総社閑泉明神北皿遺跡

（1）竪穴住居跡

H－1号住居跡（Fig．30、PL．13）

位　置　X275、Y112・113グリッド　　主軸方向（N－108。一E）　　面積（10．07）㎡

形状等　長方形と推定される。東西3．18m、南北（3．78）m、壁現高14cmを測る。

床　　全体的に平坦で堅緻な床面。北西隅に炭化物多い。

竈　　東壁南寄りより検出され、主軸方向が］N－149。一Eであり、全長95cm、最大幅42cm、焚口部幅23cmを測る。

　　　天井石あり。支脚石あり。袖石あり。長い煙道を持つ。

重複H－3号住居跡に切られる。

時　期　埋土と出土遺物から12世紀と考えられる。

遺物総数116点。そのうち須恵カワラケ4点を図示した。

H－2号住居跡（Fig、30）

位置　X274、Y112グリッド　主軸方向　竈のみの検出のため不明である。　　面積（0．17）㎡

形状等竈のみの検出のため不明である。

床　　竈のみの検出のため不明である。

竈　　主軸方向が（N－98。一E）であり、全長（50）cm、最大幅（45）cm、焚口部幅（28）cmを測る。わずかに痕跡

　　　が見られた程度であった。

重複H－3と重複しているが、新旧関係は不明である。

時　期　時期を確定する遺物の出土はなく、埋土からも不明である。

遺物総数8点。

H－3号住居跡（Fig．30、PL．13）

位　置　X274・275、Y112・113グリッド　　主軸方向（N－103。一E）　　面積（7．23）㎡

形状等　方形と推定される。東西（2．74）m、南北3．05m、壁現高19．5cmを測る。

床　　全体的に平坦で堅緻な床面。竃前は、きわめて堅緻な床面。

竈　　東壁南東隅より検出され、主軸方向がN－1170－Eであり、全長88cm、最大幅46cm、焚口部幅27cmを測る。

　　　長い煙道を持つ。

重複　H－1号住居跡を切る。H－2号住居跡との新旧関係は不明である。

時　期　時期を確定する遺物は出土しなかったが、埋土と重複関係から、12世紀以降と考えられる。

遺　物　本遺構に関連する遺物は出土しなかった。

H－4号住居跡（Fig．30、PL．14）

位　置　X274・275、Yl13・114グリッド　　主軸方向（N－980－E）　　面積（9．09）㎡

形状等　方形と推定される。東西（2．50）m、南北4．18m、壁現高30ρmを測る。

床　　一部きわめて堅緻な床面。

竈　　東壁南東隅より検出され、主軸方向が：N－148。一Eであり、全長95cm、最大幅50cm、焚口部幅35cmを測る。

　　　長い煙道を持つ。煙突穴あり。

時　期　埋土と出土遺物から12世紀と考えられる。

遺　物　総数67点。そのうち須恵カワラケ1点、銭貨1点、紡錘車軸1点、鉄槍1点を図示した。

備　考　床面付近から、炭化した木材や焼土塊がきわめて多く検出された。焼失住居であると考えられる。

一31一



H－5号住居跡（Fig．30）

位置　X275、Y120・121グリッド　主軸方向　竈のみの検出のため不明である。　　面積（0．66）㎡

形状等　竈のみの検出のため不明である。

床　　竈のみの検出のため不明である。

竈　　主軸方向が（N－88。一E）であり、全長（94）cm、最大幅（88）cm、焚口部幅（58）cmを測る。

重複H－10号住居跡、H－22号住居跡に切られる。

時　期　埋土と出土遺物から6世紀後半と考えられる。

遺物総数42点。そのうち土師圷1点を図示した。

H－6号住居跡（Fig．30、PL．14）

位置X274・275、Y115・116グリッド　主軸方向（N－110。一E）　面積（4．85）㎡

形状等　方形と推定される。東西（1．70）m、南北3．80m、壁現高29cmを測る。

床　　全体的に平坦で堅緻な床面。

竈　　東壁南東隅より検出され、主軸方向がN－119。一Eであり、全長127cm、最大幅55cm、焚口部幅30cmを測

　　　る。右袖石あり。長い煙道を持つ。

重複W－1号溝跡に切られる。

時　期　時期を確定する遺物は出土しなかったが、埋土と住居の形状から12世紀頃と考えられる。

遺物総数72点。

H－7号住居跡（Fig．31、PL．14）

位置X272・273、Y112・113グリッド　主軸方向（N－93。一E）　面積（8．63）㎡

形状等　方形と推定される。東西2．74m、南北（3。27）m、壁現高41cmを測る。

床一部堅緻な床面。P2（長軸×短軸×深さ、形状：33cm×27cm×18．5cm、円形）とP6（長軸×短軸×深さ、

　　　形状：113cm×76cm×48cm、楕円形）とP7（長軸×短軸×深さ、形状：33cm×31cm×11．5cm、円形）の3

　　　基を検出した。

竈　　東壁南寄りより検出され、主軸方向がN－94。一Eであり、全長115cm、最大幅75cm、焚口部幅51cmを測る。

　　　支脚石あり。

貯蔵穴　住居の南東隅に1基（長軸×短軸×深さ、形状：60cm×57cm×14．5cm、正方形）検出。

重複R－23号住居跡を切り、H－14号住居跡、H－15号住居跡に切られる。

時　期　埋土と出土遺物から10世紀中頃と考えられる。

遺物総数248点。そのうち須恵圷2点、須恵高台境2点、須恵羽釜1点、平瓦（女瓦）1点を図示した。

H－8号住居跡（Fig．31、PL．14）

位　置　X275、Y117・118グリッド　　主軸方向〔N－97。一E〕　　面積（9．74）㎡

形状等　方形と推定される。東西（3．12）m、南北3．32m、壁現高33cmを測る。

床　　全体的にきわめて堅緻な床面。一部近・現代と思われる撹乱を受けている。

竈　　調査区外にあると思われ、検出されず。

重複H－18号住居跡、H－19号住居跡を切る。

時　期　埋土と出土遺物から12世紀と考えられる。

遺物総数74点。そのうち須恵圷（流れ込み）1点、須恵カワラケ1点を図示した。

H－9号住居跡（Fig．32、PL．15）

位置X274～276、Y118～120グリッド　主軸方向N－93。一E　面積17．2㎡
形状等　長方形と推定される。東西3．75m、南北5．10m、壁現高16．5cmを測る。

床一部堅緻な床面。
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竈

重複
時期
遺物

東壁南寄りより検出され、主軸方向がN－98。一Eであり、全長95cm、最大幅45cm、焚口部幅38cmを測る。

補強材として瓦を用いている。

R－21号住居跡を切る。

埋土と出土遺物から12世紀と考えられる。

総数102点。そのうち須恵カワラケ1点、平瓦（女瓦）1点を図示した。

H－10号住居跡（Fig・32、PL、15）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X275・276、Y120・121グリッド　　主軸方向（N－91。一E）　　面積（9．63）㎡

長方形と推定される。東西（2．97）m、南北3．65m、壁現高21．5cmを測る。

全体的に堅緻な床面。P6（長軸×短軸×深さ、形状：60cm×42cm×24cm、楕円形）1基を検出した。

東壁南寄りより検出され、主軸方向が（N－950－E）であり、最大幅（78）cm、焚口部幅（25）cmを測る。

ほとんどが調査区外であり、全長は不明である。

H－5号住居跡、H－22号住居跡を切る。

時期を確定する遺物は出土しなかったが、埋土と重複関係から8世紀後半以降と考えられる。

総数104点。

H－11号住居跡（Fig．32、PL．15）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X274・275、Y121・122グリッド　　主軸方向（N－89。一E）　　面積（8．04）㎡

長方形と推定される。東西（3．15）m、南北2．65m、壁現高32．5cmを測る。

平坦で一部堅緻な床面。

東壁中央より検出され、主軸方向が（N－86。一E）であり、全長（95）cm、最大幅59cm、焚口部幅27cmを

測る。天井石あり。

H－12号住居跡、H－13号住居跡、H－22号住居跡を切っている。

埋土と出土遺物から12世紀と考えられる。

総数7点。そのうち土師甕1点を図示した。

H－12号住居跡（Fig．33〉

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X275・276、Y121・122グリッド　　主軸方向（N－178。一E）　　面積（6．12）㎡

方形と推定される。東西（1．90）m、南北3．65m、壁現高41cmを測る。

全体的に堅緻な床面。

調査区外にあると思われ、検出されず。

：H－20号住居跡、H－22号住居跡を切り、H－11号住居跡に切られる。

埋土と出土遺物から、12世紀と考えられる。

総数173点。そのうち須恵カワラケ1点、石鎌1点を図示した。

H－13号住居跡（Fig．32、PL15）

位置
形状等

　床

　竈

貯蔵穴

重複
時期
遺物

X274・275、Y122・123グリッド　　主軸方向（N－84。一E）　　面積〔6．88〕㎡

方形と推定される。東西（1．80）m、南北〔4．38〕m、壁現高29cmを測る。

平坦で一部堅緻な床面。

東壁南東隅より検出され、主軸方向がN－87。一Eであり、全長95cm、最大幅65cm、焚口部幅45cmを測る。

住居の南東隅に1基（長軸×短軸×深さ、形状：60cm×60cm×25．5cm、円形）検出。

H－11号住居跡に切られる。

埋土と出土遺物から11世紀後半と考えられる。

総数132点。そのうち須恵高台椀1点を図示した。
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H－14号住居跡（Fig．33、PL．14）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X273・274、Y112・113グリッド　　主軸方向（N－92。一E）　　面積（12．76）㎡

長方形と推定される。東西3．78m、南北（3．66）m、壁現高42cmを測る。

平坦で一部堅緻な床面。

東壁南寄りより検出され、主軸方向がN－97。一Eであり、全長60cm、最大幅70cm、焚口部幅45cmを測る。

H－7号住居跡、H－23号住居跡、H－24号住居跡を切っている。

埋土と出土遺物から12世紀前半と考えられる。

総数258点。そのうち須恵圷2点、須恵高台境1点、鉄鎌1点、紡錘車軸1点、刀子1点を図示した。

H－15号住居跡（Fig，31、PL，16）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X272、Y112・113グリッド　　主軸方向（N－1010－E）　　面積（24．90）㎡

方形と推定される。東西2。18m、南北（1．87）m、壁現高25cmを測る。

一部堅緻な床面。

東壁南寄りより検出され、主軸方向が：N－107。一Eであり、全長105cm、最大幅58cm、焚口部幅21cmを測

る。袖石あり。支脚石あり。

H－7号住居跡、H－23号住居跡を切っている。

埋土と出土遺物から11世紀後半と考えられる。

総数150点。そのうち須恵圷2点、須恵高台境3点、須恵高台皿1点、土師土釜1点、平瓦（女瓦）1点

を図示した。

H－16号住居跡（Fig，33）

位置
形状等

　床

　竈

時期
遺物

X272、Y113・114グリッド　主軸方向　竈のみの検出のため不明である。　　面積（0．37）㎡

竃のみの検出のため不明である。

竈のみの検出のため不明である。

主軸方向が（N－90Q－E）であり，、全長（75）cm、最大幅（60）cm、焚口部幅（37）cmを測る。

埋土と出土遺物から10世紀後半と考えられる。

総数30点。そのうち須恵羽釜1点を図示した。

H－17号住居跡

位置
形状等

　床

　竈

時期
遺物

　　　　（Fig．33、　PL，16）

X274・275、Y124・125グリッド　　主軸方向（：N－69。一E）　　面積（13．12）㎡

長方形と推定される。東西（4．32）m、南北（3．78）m、壁現高57．5cmを測る。

全体的に平坦で堅緻な面。周溝あり。

東壁南東隅より検出され、主軸方向がN－82。一Eであり、全長95cm、最大幅105cm、焚口部幅37cmを測る。

一部耕作痕と見られる撹乱を受けている。

埋土と出土遺物から8世紀中頃と考えられる。

総数235点。そのうち土師圷1点を図示した。

H－18号住居跡（Fig．31、PL．16、17）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X274・275、Yl17・118グリッド　　主軸方向（N－101。一E）　　面積（17．23）㎡

長方形と推定される。東西（3．90）m、南北5．40m、壁現高31．5cmを測る。

全体的に、平坦できわめて堅緻な床面。一部、近・現代と思われる撹乱を受けている。

東壁南東隅より検出され、主軸方向がN－1040－Eであり、全長84cm、最大幅70cm、焚口部幅50cmを測る。

H－19号住居跡を切り、E－8号住居跡に切られる。

埋土と出土遺物から11世紀後半と考えられる。．

総数292点。そのうち土師土釜2点、平瓦（女瓦）2点、丸瓦（男瓦）4点、角釘1点を図示した。
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H－19号住居跡（Fig．32、PL．16）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X275・276、Yl17グリッド　　主軸方向（N－94。一E）　　面積（9．88）㎡

長方形と推定される。東西（3．00）m、南北3．73m、壁現高32cmを測る。

一部堅緻な床面。

東壁南東隅より検出され、主軸方向が（N－90。一E）であり、全長（42）cm、最大幅（72）cm、焚口部幅35cm

を測る。

H－8号住居跡、H－18号住居跡に切られる。

埋土と出土遺物から11世紀初頭と考えられる。

総数49点。そのうち須恵高台椀1点を図示した。

H－20号住居跡（Fig．33）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X275・276、Y122・123グリッド　　主軸方向（N－8。一E）　　面積〔2．20〕㎡

方形と推定される。東西（1．05）m、南北〔2．67〕m、壁現高23．5cmを測る。

全体的に堅緻な床面。

調査区外にあると思われ、検出されず。

H－22号住居跡を切り、H－12号住居跡に切られる。

時期を確定する遺物は出土しなかったが、埋土と重複関係から8世紀後半以降と考えられる。

総数15点。そのうち弥生台付甕（流れ込み）1点を図示した。

H－21号住居跡（Fig．32、PL．17）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期
遺物

X275・276、Y119グリッド　　主軸方向（N－82。一E）　　面積（6．58）㎡

長方形と推定される。東西（2．90）m、南北（2．57）m、壁現高47cmを測る。

一部堅緻な床面。

調査区外にあると思われ、検出されず。

H－9号住居跡を切っている。

埋土と出土遺物から12世紀初頭と考えられる。

総数121点。そのうち須恵圷2点を図示した。

H－22号住居跡（Fig．33、PL17）

位置
形状等

　床

　竈

重複

時期
遺物

X275・276、Y121・122グリッド　　主軸方向（N－163。一E）　　面積（19．01）㎡

長方形と推定される。東西3．75m、南北6．35m、壁現高44cmを測る。

全体的に堅緻な床面。周溝あり。

調査区外にあると思われ、検出されず。

H－5号住居跡を切り、H－10号住居跡、H－11号住居跡、H－12号住居跡に切られる。H－20号住居

跡との新旧関係は不明である。

埋土と出土遺物から8世紀後半と考えられる。

総数258点。そのうち須恵甕2点を図示した。

H－23号住居跡（Fig．34、PL．17）

位置
形状等

　床

　竈

重複
時期

X272・273、Y122・123グリッド　　主軸方向（N－65。一E）　　面積（12．96）㎡

正方形と推定される。東西3．73m、南北3。95m、壁現高17．5cmを測る。

全体的に堅緻な床面。周溝あり。

東壁中央より検出され、主軸方向がN－720－Eであり、全長87cm、最大幅67cm、焚口部幅40cmを測る。

H－24を切り、H－7、H－14、H－15に切られる。

時期を確定する遺物は出土しなかったが、埋土と住居の形状、重複関係から、8世紀中頃～後半と考え
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　　　られる。

遺　物　本遺構に関連する遺物は出土しなかった。

H－24号住居跡（Fig．34）

位　置　X273、Y123グリッド　主軸方向　竈のみの検出のため不明である。　　面積（0。24）㎡

形状等竃のみの検出のため不明である。

床竈のみの検出のため不明である。

竈　　主軸方向が（N－89。一E）であり、全長（57）cm、最大幅（47）cm、焚口部幅（36）cmを測る。

重複H－14号住居跡、H－23号住居跡に切られている。

時　期　時期を確定する遺物は出土しなかったが、重複関係から8世紀代以前と考えられる。

遺　物　本遺構に関連する遺物は出土しなかった。

J－1号住居跡（Fig．34、PL．17）

位　置　X275・276、Y116・117グリッド　　主軸方向（N－10。一E）　　面積（11．25）㎡

形状等　隅丸長方形と推定される。東西（3．53）m、南北3．86m、壁現高29．5cmを測る。

　床　　全体的に平坦で堅緻な床面。P、（長軸×短軸×深さ、形状：22cm×21cm×27．Ocm、円形）、P2（長軸×

　　　短軸×深さ、形状：24cm×22cm×47．5cm、円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形状：19cm×17cm×34．5cm、

　　　円形）、P4（長軸×短軸×深さ、形状：18cm×17cm×40．5cm、円形）、P5（長軸×短軸×深さ、形状＝17

　　　cm×17cm×2LOcm、円形）、P6（長軸×短軸×深さ、形状：17cm×17cm×23．5cm、円形）、P7（長軸×短

　　　軸×深さ、形状：18cm×16cm×2L5cm、円形）、P8（長軸×短軸×深さ、形状120cm×20cm×54．5cm、円

　　　形）、Pg（長軸×短軸×深さ、形状：21cm×20cm×26．5cm、円形）の9基を検出した。

・炉調査区外にあると思われ、検出されず。

時　期　出土遺物から縄文時代前期（諸磯b式期）と考えられる。

遺物総数13点。そのうち石斧3点、石棒1点、凹石1点、縄文土器片1点を図示した。

（2）溝　跡

w－1号溝跡（Fig．35）

位置X274・275、Y116グリッド

方位東壁よりN－87。一Eの方向で西へ進む。

形状等　断面はU字形を呈し、上幅（188）～（296）cm、下幅35～123cm、深さ27～5L5cm、長さ4．6mを測る。

重複E－6号住居跡を切る。

時　期　時期を確定する遺物の出土はなかったが、埋土と重複関係から12世紀以降と考えられる。

遺物総数16点。

（3〉井戸跡

1－1号井戸跡（Fig．35、PL．14）

位置X275、Y113グリッド
形状等　平面形は円形。断面形はほぼ円筒形で、上方はやや開き気味に傾斜する。長軸116cm、短軸113cmを測る。

　　　205cmまで掘り下げたが底まで達しなかったため、深さは不明である。

時　期　時期を確定する遺物の出土がなく、埋土からも不明である。

遺　物　総数20点。
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（4〉土　坑

Tab．11総社閑泉明神北III遺跡　土坑計測表を参照のこと。

（5）グリッド等出土遺物

総数733点。そのうち増』1点、刀子1点、石鎌1点を図示した。

Tab．10　　総社閑泉明神北III遺跡　住居跡一覧表

遺構名 位　　置
規模（m） 面積

㎡）
主軸方向

竈 主な出土遺物

東西i南北i壁現高 位置 土師器　i　須恵器　i　その他

H－1 X275、Y112・113
　　一　　　　　　　　　　　　　　　1

．18：（3．78）：　14　　I　　　　　　　　　　　　　　　I

（10．07） （N－108。一E） 東壁南寄り
iカワラケ　：1　　　　　　　：

H－2 X274、Y112
＿　：＿　i＿　　：　　1　　　　：

（0．17）
『

東壁（推定）
：　　　　　　　：
　　　　　　　：【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

H－3 X274・275、Y112・113 （2．74）i3．05i19．5 （7．23） （N－103。一E） 東壁南東隅 ：　　　　　　　：

　　　　　　　：

H－4 X274・275、Y113・114

　　　1　　　　1
　　：　　　　：2．50）：4．18：30　　　：　　　　：　　　I　　　　　　　　　　　　　　　I

（9．09） （N－98。一E） 東壁南東隅

l　　　　　　　l　　　　：紡錘車軸1カワラケ　　：

　　　　i銭貨鉄槍

H－5 X275、Y120・121 　：　　　　：
（0。66）

一
東壁（推定） 圷　　i　　　i

H－6 X274・275、Y115・116
　　　1　　　　：1．70）13．80：29　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

（4．85） （N－110。一E） 東壁南東隅
：　　　　　　　：
　　　　　　　：1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

且一7 X272・273、Y112・113

　　：　　　　：　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

．74：（3．27）：　41　　：　　　　l　　I　　　　　　　　　　　　『

（8．63） （N－93。一E）
愚東壁南寄り

H－8 X275、Y117・118

　　　：　　　　1
　　：　　　　：3．12）：3．32：33　　　1　　　　1　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

（9．74） 〔N－97。一E〕
一

：　　　　　　　：

カワラケ：
　　　　　　　：圷　　　　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

R－9 X274～276、Y118～120
　　：　　　　：3・75：5・10：16・5

17．2 N－93。一E 東壁南寄り
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

カワラケ　：平瓦匿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

H－10 X275・276、Y120・121
（2。97）i3．65i21．5　　　1　　　　：

（9。63） （N－91。一E） 東壁南寄り
1　　　　　　　：
　　　　　　　：I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

H－11 X274・275、Y121・122 （3．15）i2．65i32．5 （8。04） （N－89。一E） 東壁中央 甕　　i　　　i

H－12 X275・276、Y121・122
　　　：　　　　：L90）13．65：41　　　『　　　　　　　　　　　　1 （6．12） （N－178。一E）

一
1　　　　　　　：カワラケ　：石鎌I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

H－13 X274・275、Y122・123
　　　I　　　　　　　　　　　　IL80）：〔4．38〕：29　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

〔6．88〕 （N－84。一E） 東壁南東隅 i高台塊　i

H－14 X273・274、Y112・113

　　1　　　　：
　：　　　　：
．781（3．66）142

　：　　　　l　　I　　　　　　　　　　　　【

（12．76） （N－92。一E）、 東壁南寄り

1　　　　　　　：　　　　1鉄族紡錘1圷高台境l

　　　　l車軸刀子

H－15 X272、Y112・113

　　：　　　　l　　I　　　　　　　　　　　　　　　I

．18：（1．87）：　25　　：　　　　：　　I　　　　　　　　　　　　　　　I

（24．90） （N－101。一E） 東壁南寄り

　　　　　i圷高台塊i土釜　　　：　　　　　：平瓦　　　　　：高台皿　　：　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

H－16 X272、Y113・114
　　：　　　　：一　　：　一　　：　一

　I　　　　　　　　　　　　　　　I

（0．37）
一

東壁（推定）
：　　　　　　　：

羽釜　　　：匿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

H－17 X274・275、Y124・125
　　　1　　　　　　　　　　　　　　　一

4．32）：（3．78）：57．5　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

（13。12） （N－69。一E〉 東壁南東隅 圷　　i　　　i　一

H－18 X274・275、Y117・118

　　　：　　　　：
　　：　　　　：

3．90）：5．40：31．5
　　：　　　　：　　　I　　　　　　　　　　　　　　　l

（17．23） （N－101。一E） 東壁南東隅

　　　　　：　　　　　　　：　　　　：　　　　　：平瓦　丸瓦土釜　　　：　　　　　：

　　　　i　　　　i角釘

H－19 X275・276、Y117
（3．00）i3．73i32　　　艦　　　　　　　　　　　　　　　1

（9。88） （N－94。一E） 東壁南東隅 痛台境　i

H－20 X275・276、Y122・123
（1．05）i〔2．67〕i23．5　　　：　　　　1

〔2．20〕 （N－8。一E） 一

l　　　i弥生台付甕l　　　　　　　I

H－21 X275・276、Y119
　　　犀　　　　　　　　　　　　　　　1

2．90）：（2．57）：47　　　犀　　　　　　　　　　　　　　　1

（6．58） （N－82。一E）
『 防　　　i

H－22 X275・276、Y121・122
　　1　　　　：
・75i6・35i44 （19．01） （N－163。一E）

一
1　　　　　　　：
甕　　　　i

H－23 X272・273、Y122・123
　　：　　　　：3・7313・95：17・5 （12．96） （N－65。一E） 東壁中央

i　　　　：1　　　　　　　：

H－24 X273、Y123
　　：　　　　：一　　：　一　　：　一

　1　　　　　　　　　　　　　　　臨

（0．24）
一

東壁（推定）
：　　　　　　　：
　　　　　　　：1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖

J－1 X275・276、Y116・117
　　　：　　　　1

3．53）i3．86129．5　　　：　　　I　　　　l

（11．25） （N－10。一E）
一

i　i石斧石棒凹石縄　　｝i　i文土器片
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Tab．11　総社閑泉明神北III遺跡　土坑計測表

遺構名 位　　置 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 形状 　　　　　　1土遺物総数i主な遺物　　　　　　1

D－1 X274・275、Y111 （140） （65） （42） （円形）
　　｝

5i

D－2 X275、Y117 52 49 26 円形
　：　1

D－3 X275・276、Yl22 （66） （43） （10．5） （円形）
　　：3：須恵カワラケ　　1

D－4 X274・275、Y121 83 72 12 円形
　｝　：　石鎌　一

D－5 X275、Y123 195 104 45．5 隅丸方形
　　：

01

D－6 X275・276、Y123 （94） （50） （32） （円形） 　1　i

D－7 X275、Y124・125 108 88 54．5 楕円形 　　10i

D－8 X274、Y123 85 76 36 円形
　：　i

D－9 X275、Y121 52 49 34．5 円形
　：　i

D－10 X275、Y117・118 （134） （100） （22．5） （円形） 　【　i

D－11 X275、Y120・121 64 55 36 円形
　：
　i

D－12 X275、Y111 58 54 19 円形
　：　i

D－13 X275、Y118・119 80 77 23．5 円形
　10　：

D－14 X272、Y123 100 81 19 楕円形
　：　i

Tab。12　総社閑泉明神北III遺跡　出土遺物観察表

番号 遺構／層位 器種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

H－1 カワラケ ①9．1 ①中粒②良好③にぶい 轄韓整形。口縁・体部：やや轡曲気味に立ち上がり、外反した口縁部に 全体的に歪

1 埋土 須恵器 ②L6 榿色④ほぽ完形 至る。轄韓撫で。底部：回転糸切り未調整。内面中央部が盛り上がり、 む。

義韓撫で。

H－1 カワラケ ①9．2 ①中粒②良好③にぶい 輔韓整形。口縁・体部：轡曲して立ち上がり、外反した体部から口縁部

2 竈、埋土 須恵器 ①L7 榿色④ほぼ完形 に至る。変換点に稜有。輻韓撫で。底部：回転糸切り未調整。内面輔櫨
撫で。

3 H－1 カワラケ ①1LO①中粒②良好③にぶい 輔韓整形。口縁・体部二轡曲気味に立ち上がり・外傾した体部から外反

埋土 須恵器 ②L7 榿色④ほぼ完形　讐 の口縁部に至る。鞭韓撫で。底部：回転糸切り未調整。内面轄櫨撫で。

E－1 カワラケ ①9．0 ①中粒②良好③にぶい 輔韓整形。口縁・体部：外傾気味に立ち上がり、外反した体部から口縁

4 竈、埋土 須恵器 ②2．8 榿色④完形 部に至る。変換点に稜有。輔轄撫で。底部：回転糸切り未調整。内面轄
輔撫で。

H－4 カワラケ ①［10．6］ ①中粒②良好③明黄褐 轄韓整形。口縁・体部二内轡気味に立ち上がり、外傾した体部から口縁
5 埋土 須恵器 ②2．4 色④1／4 部に至る。鞭輪撫で。底部：回転糸切り未調整。内面韓櫨撫で。

E－4 銅　銭 ①径 2．3　　　②孔径 0．6 銭名は不明。流通による摩滅か。腐食著しい。
6 床直 ③厚さ 0．1　　　④重　さ 2．7

正｛一4 紡錘車 ①最長 （14．5）　　②最大幅 （0．5） 軸部両端を欠損。軸部下端は先細りする。錺化
7 埋土 鉄製品 ③最大厚 （0．5〉　　④遺存度　1／2 している。先端部雁又。

H－4 鎌 ①最長 （14．2）　　②最大幅 （1．3） 茎部断面方形状を呈し、頭部欠損。錺化してい
8 埋土 鉄製 ③最大厚 （0．4）　　④遺存度2／3 る。

H－5 圷 ①1L8①中粒②良好③にぶい 口縁部：短く内轡から直立。交換点に稜有。底部：丸底。外面箆削り。
9 埋土 土師器 ②5．4 榿色④4／5 内面撫で。

H－7 圷 ①11．2 ①粗粒②良好③灰黄色 輔韓整形。口縁・体部：外傾気味に立ち上がり、外反した体部から口縁 全体的に歪
10

床直 須恵器 ②4．2 ④完形 部に至る。鞭韓撫で。底部＝平底。回転糸切り後箆調整。内面韓韓撫で。 む。

H－7 高台塊 ①IL6①中粒②良好③にぶい 輻韓整形。口縁・体部1外傾した体部から口縁部の端部で僅かに外反。
11 竈、床直 須恵器 ②5．5 黄褐色④2／3 轄韓撫で。底部：「ハ」字状の外傾した高台貼付。回転糸切り後撫で調

整、付け高台。内面韓轄撫で。

H－7 高台碗 ①［15．0］ ①細粒②良好③暗灰黄 輪韓整形。口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、外傾した体部から口縁
12 床直 須恵器 ②6．8 色④1／3 部の端部で外反。競櫨撫で。底部：「ハ」字状に開く断面台形状の高台

貼付。回転糸切り付け高台。内面轄轄撫で。

H－7 圷 ①［12．0］ ①中粒②良好③明黄褐 鞭韓整形。口縁・体部：轡曲気味に立ち上がり、外傾した体部から口縁 内面墨書。
13

埋土 須恵器 ②（4．0） 色④1／8 部の端部で外反。輔韓撫で。底部：欠損。

H－7 羽　釜 ①［20．0］ ①中粒②良好③にぶい 韓輔整形。口縁部二内傾、横撫で。鍔部は三角形状で、上向きに張り出
14

床直 須恵器 ②（5．0） 褐色④1／3 す。鍔貼付。内面撫で。輪積み痕有。胴部：欠損。底部：欠損。

H－7 平　瓦 ①胎土細粒　②焼成　良好 ③色調　にぶい褐色 1枚作り。叩き板の端痕か？ 女瓦。

15 埋土 ④最大厚2．1 ⑤凹　面　布目痕　⑥凸　面　撫で、一部縄目叩き痕 叩き板の単位かもしれない。

⑦遺存度　1／6

H－8 圷 ①口3。9］①中粒②良好 輻轄整形。口縁・体部＝外傾気味に立ち上がり口縁部に至り、端部で外 流れ込み。
16

埋土 須恵器 ②3．2③褐灰色④3／5 反。鞭輪撫で。底部：平底気味。回転糸切り未調整。内面輻輪撫で。
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番号 遺構／層位 器種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備考

H－8 カワラケ ①8．0 ①中粒②良好 轄轄整形。口縁・体部：外傾した体部から外反した口縁部に至る。輔輔 粗製。
17

床直 須恵器 ②2．2 ③榿色④ほぼ完形 撫で。底部＝平底。回転糸切り未調整。内面輔轄撫で。

H－9 カワラケ ①9。8 ①中粒②良好 轄轄整形。口縁・体部：外傾した体部から外反した口縁部に至る。轄櫨
18

床直 須恵器 ②2．3 ③にぶい黄榿色④2／3 撫で。底部二平底。回転糸切り未調整。内面輔韓撫で。

H－9 平　瓦 ①胎土　中粒 ②焼成　良好 ③色調褐灰色 ④最大厚L8 1枚作り（模骨の痕跡がな 女瓦。
19

竈、埋土 ⑤凹面布目痕 ⑥凸　面縄目叩き痕　　⑦遺存度　1／9 いから）糸切り状痕有。 国分寺瓦。

H－11 甕 ①［20．0］ ①中粒②良好 口縁部：外反、横撫で。胴部二直線的に外傾して立ち上がり、内轡し、
20 竈、埋土 土師器 ②（25．0） ③榿色④1／3 中位器最大径。断面接合痕認む。外面斜め箆削り。内面撫で、輪積み痕

有。下位欠損。底部：欠損。

H－12 カワラケ ①8．9 ①中粒②良好 轄韓整形。口縁・体部：外反した体部から口縁部に至る。軽韓撫で。底
21

埋土 須恵器 ②2．7 ③榿色④3／4 部＝平底。回転糸切り未調整。内面中央部が盛り上がり、轄輔撫で。

H－12 鎌 ①最長 2，5　②最大幅1 6　　③最大厚0．5 凹基無茎鎌。基部の湾入が丸く浅いため、脚
22

床直 石　製 ④重　さ 1，3　⑤遺存度　完形 ⑥石材黒曜石 部が短く見える。調整は丁寧、先端は鋭利。

H－13 高台境 ①9．3 ①中粒②良好③にぶい 競轄整形。口縁・体部＝内轡気味に立ち上がり、外傾した体部から口縁 表面煤付
23 床直 須恵器 ②3．6 黄榿色④ほぼ完形 部に至る。輔韓撫で。底部：「ハ」字状の外傾した高台貼付。回転糸切 着。

り後撫で調整、付け高台。内面輪櫨撫で。 黒色処理。

R－14 圷 ①10．0 ①中粒②良好③灰白色 轄韓整形。口縁・体部：外傾した体部から外反した口縁部に至る。轄韓
24

竈、床直 須恵器 ②2．9 ④ほぼ完形 撫で。底部：平底。回転糸切り後撫で調整。内面鞭轄撫で。

H－14 圷 ①［1LO］①粗粒②不良③にぶい 輔韓整形。口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、そのまま外傾した口縁 全体的に歪
25

竈、床直 須恵器 ②2．3 黄榿色④4／5 部に至る。輔韓撫で。底部＝平底。回転糸切り未調整。内面輔韓撫で。 む。内面煤。

H－14 高台境 ①15．2 ①中粒②良好 鞭韓整形。口縁・体部：外傾した体部から口縁部の端部で外反。輔輔撫 外面煤付
26 床直 須恵器 ②7．0 ③榿色④2／3 で。底部二「ハ」字状の外傾した高い高台貼付。回転糸切り後撫で調整、 着。

付け高台。内面鞭韓撫で。

E－14 鎌 ①最長 （7．3）　　②最大幅 （0．8） 茎部断面方形状を呈し、頭部欠損。錺化して
27 埋土 鉄製 ③最大厚 （0．4）　　④遺存度2／3 いる。

雁又の鎌。

H－14 紡錘車 ①最長（14．2） ②最大幅0．5 紡錘車の軸になると思われる。

28 埋土 鉄製品 ③最大 0．5　　　④遺存度　1／2 断面方形状を呈し、茎端部を欠損。鋸化して

いる。

H－14 刀　子 ①最長 （8．6）　　②最大幅1．2 刃部のみ残存。切先部はシャープ。背側平ら。
29

埋土 鉄製品 ③最大厚 0．3　　④遺存度　1／2 鋸化著しい。

且一15 圷 ①10．2 ①中粒②良好③にぶい 輔韓整形。口縁・体部： 外傾気味に立ち上がり、そのまま外傾した口縁 内外面煤付
30 竈、床直 須恵器 ②（3。5） 黄榿色④1／2 部に至る。轄韓撫で。底部＝平底気味。回転糸切り未調整。内面韓韓撫 着。

で。

H－15 圷 ①［10．8］ ①中粒②良好 輔輔整形。口縁・体部＝やや轡曲した体部から外反した口縁部に至る。
31

床直 須恵器 ②3．6 ③榿色④1／2 轄轄撫で。底部＝回転糸切り未調整。

H－15 高台境 ①9．7 ①中粒②良好③にぶい 轄韓整形。口縁・体部＝外傾気味に立ち上がり、内轡した体部から口縁
32 床直 須恵器 ②4。4 榿色④ほぼ完形 部に至り、端部で短く直立。鞭韓撫で。底部：「ハ」字状の高台貼付。

回転糸切り付け高台。内面轄韓撫で。

H－15 高台境 ①10．2 ①中粒②良好③にぶい 軽轄整形。口縁・体部：内轡した体部から口縁部の端部で外傾。輔韓撫
33 埋土 須恵器 ②4．6 黄榿色④完形 で。底部二「ハ」字状の外傾した高台貼付。回転糸切り後撫で調整、付

け高台。内面軽韓撫で。

H－15 高台境 ①14．2 ①中粒②良好③にぶい 競轄整形。口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、外傾した体部から外反 内面煤付
34 埋土 須恵器 ②6．9 褐色④2／3 した口縁部に至る。輔韓撫で。底部：「ハ」字状の高い高台貼付。回転 着。

糸切り後撫で調整、付け高台。内面轄櫨撫で。

H－15 高台皿 ①17．0 ①中粒②良好③にぶい 輻轄整形。口縁・体部1直線的に外傾した体部から僅かに外反した口縁
35 床直 須恵器 ②4．6 黄榿色④5／6 部に至る。輔韓撫で。底部：「ハ」字状に外傾した高台貼付。回転糸切

り付け高台。内面轄韓撫で。

正｛一15 土　釜 ①［23．6］ ①中粒②良好③にぶい 口縁部＝外傾、端部で僅かに外反。横撫で。頸部に明確なくびれ有。胴
36 床直 土師器 ②（16．5） 赤褐色④1／8 部：上位器最大径。外面縦位箆削り。下位欠損。内面箆撫で。底部：欠

損。

H－15 平　瓦 ①胎土細粒 ②焼成　良好　③色調灰黄色 ④最大厚2．7 桶巻き作り。凹面の一部に 女瓦。
37

埋土 ⑤凹面布目痕⑥凸面縄目叩き痕　⑦遺存度　1／8 炭化物付着。 国分寺瓦。

H－16 羽　釜 ①［16．8］ ①中粒②良好③灰褐色 輔韓整形。口縁部：肉厚で内傾し、端部で僅かに内轡。横撫で。鍔部は
38 竈、埋土 須恵器 ②（9。5） ④口縁部1／4 三角形状で、水平に張り出す。鍔貼付。内面撫で。輪積み痕有。胴部：

直立。中位斜め箆削り。下半、欠損。底部＝欠損。

H－17 圷 ①［13．2］ ①中粒②良好 口縁・体部二底部からそのまま轡曲して口縁部に至り端部で内轡。横撫
39

床直 土師器 ②4．6 ③榿色④1／2 で。底部＝丸底、内面撫で。

H－18 平　瓦 ①胎土細粒 ②焼成　良好 ③色調　にぶい黄榿色 1枚作り。側面に布目有。凹面 女瓦。凹面
40 竈、床直 ④最大厚2．1 ⑤凹面布目痕 ⑥凸面縄目叩き痕 に糸切り状痕有。箆描き文字瓦。 に文字「七」

⑦遺存度　完形 側端部面取り2面。 国分寺瓦。

H－18 平　瓦 ①胎土　中粒 ②焼成良好 ③色調褐灰色 桶巻き作り。模骨痕有。 女瓦。

41 竃、埋土 ④最大厚　1．7 ⑤凹面布目痕 ⑥凸面縄目叩き痕 凹面に糸切り状痕有。 国分寺瓦。

⑦遺存度　ほぼ完形
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番号 遺構／層位 器種 ①口径②器高　①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

R－18 丸　瓦 ①胎土　中粒 ②焼成　良好 ③色調褐灰色 半戯作り。行基葺式。箆描き文 男瓦。凸面
42 竈、埋土 ④最大厚2．8 ⑤凹面布目痕 ⑥凸　面撫で 字瓦。側端部面取り1面。大棟 に文字「秀」

⑦遺存度　5／6 の冠瓦。 国分寺瓦。

H－18 丸　瓦 ①胎土　中粒 ②焼成良好 ③色調　にぶい黄褐色 半裁作り。行基葺式。側端部面 男瓦。

43 竈、床直 ④最大厚　1．5 ⑤凹面布目痕 ⑥凸面撫で 取り1面。布目に綴じ合わせ痕 国分寺瓦。

⑦遺存度　完形 有。

H－18 丸　瓦 ①胎土　中粒 ②焼成良好 ③色調灰白色 半戴作り。行基葺式。側端部面 男瓦。

44 竈、床直 ④最大厚　1。7 ⑤凹面布目痕 ⑥凸　面撫で 取り2面。凹面に糸切り状痕有。 国分寺瓦。

⑦遺存度　1／2強

H－18 丸　瓦 ①胎　土　中粒 ②焼成　良好 ③色調褐灰色 半戴作り。行基葺式。側端部面 男瓦。

45 竈、床直 ④最大厚　1．4 ⑤凹面布目痕 ⑥凸面撫で 取り2面。布目に綴じ合わせ痕 国分寺瓦。

⑦遺存度　1／2 有。粘土紐作りの可能性有。

H－18 角　釘 ①最長15。3 ②最大幅L2 断面方形状を呈し、頭部は剥離している。
46

埋土 鉄製品 ③最大厚 0．8　　④遺存度5／6

H－18 土　釜 ①［21．8］ ①粗粒②良好③にぶい 口縁部：短く直立、横撫で。頸部に明確なくびれ無。胴部：外面縦・斜
47

竈、床直 土師器 ②30．2 赤褐色④1／3 め箆削り。中位に器最大径。内面撫で、輪積み痕有。底部：欠損。

H－18 土　釜 ①27．6 ①中粒②良好③にぶい 口縁部＝短く外反、横撫で。頸部に明確なくびれ無。胴部二外面斜め箆
48

埋土 土師器 ②2L2褐色④1／3 削り。内面撫で。中位に器最大径。底部：欠損。

H－19 高台椀 ①［13．8］ ①細粒②良好③にぶい 鞭韓整形。口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、外傾した体部から口縁
49 埋土 須恵器 ②5．3 榿色④1／3 部に至る。轄韓撫で。底部＝「ハ」字状の外傾した高い高台貼付。回転

糸切り付け高台。内面轄轍撫で。

H－20 台付甕 ①［IL4］①中粒②良好③にぶい 口縁部＝外反。器最大径。胴部：上位にやや膨らみを持つ。脚部＝欠損。 弥生中期。
50

床直 弥　生 ②（！LO） 黄褐色④1／4 縄文RLを充填施文後、波状沈線を垂下。 流れ込み。

H－21 圷 ①［9．0］ ①細粒②極良③にぶい 轄韓整形。口縁・体部：轡曲して立ち上がり、外傾した体部から口縁部
51

床直 須恵器 ②2．5 榿色④1／2 に至る。輔韓撫で。底部：平底、回転糸切り未調整。内面韓櫨撫で。

R－21 圷 ①15．6 ①中粒②良好③榿色④ 轄韓整形。口縁・体部：轡曲気味に立ち上がり、外傾した体部から外反
52 床直 須恵器 ②4．5 1／2 した口縁部に至る。変換点に稜有。輔韓撫で。底部：平底、回転糸切り

後撫で調整。内面競韓撫で。

H－22 甕 ①16．6 ①細粒②極良③オリー 軽韓整形。口縁・頸部＝外反から上端で屈曲、直立する。頸部に明確な
53 床直 須恵器 ②26．7 ブ灰色④ほぼ完形 くびれ有。鞭韓撫で。胴部：球形をなして内轡し、中位で最大径を有す。

外面平行叩き目有。内面青海波紋。底部：丸底。

H－22 甕 ①一 ①細粒②極良③オリー 競韓整形。口縁部：欠損。胴部＝上半器最大径。外面条線状叩き目。内
54

床直 須恵器 ②（28．0） ブ灰色④1／2 面青海波紋状当て目。下半欠損。底部：欠損。

J－1 打製石斧 ①最長　11．7 ②最大幅56　③最大厚　1．3 擾形。両縁側から刃部にかけて
55 床直 ④重　さ 87．0　⑤遺存度　完形 ⑥石材黒色頁岩 細かい調整。

裏面一部に自然面を残す。

J－1 打製石斧 ①最長12．0 ②最大幡5．5 ③最大厚0．6 短冊形。両縁側から刃部にかけ
56 床直 ④重　さ 70．5　⑤遺存度完形 ⑥石材黒色頁岩 て細かい調整。

表面一部に自然面を残す。

J－1 磨製石斧 ①最長1L9 ②最大幅4．8 ③最大厚2。3 両側面及び頭部が研磨されてい
57 床直 ④重　さ220．0 ⑤遺存度完形 ⑥石材蛇紋岩 る。定角式。

先端側面に敲打痕。

J－1 石棒 ①最長　13．8 ②最大幅4．5 ③最大厚2．8 先端側に敲打痕。
58

床直 石　製 ④重　さ240．0 ⑤遺存度完形 ⑥石材絹雲母片岩

J－1 磨り石 ①最長 7．8　②最大幅6．0 ③最大厚3．8 扁平状。表裏両面に凹痕。
59

床直 石　製 ④重　さ280．0 ⑤遺存度完形 ⑥石材安山岩
」一1 深　鉢 ①一 ①中粒②良好③にぶい 縄文LR。浮線文。 諸磯b式60
床直 縄　文 ②一 黄榿色④破片 期。

D－3 カワラケ ①9．6 ①中粒②良好③浅黄 輔韓整形。口縁・体部：外傾した体部から口縁部に至る。鞭韓撫で。底
61

埋土 須恵器 ②1．8 榿色④ほぼ完形 部＝浅い平底。回転糸切り未調整。内面韓韓撫で。

D－4 鎌 ①最長 3．1　　②最大幅L4 ③最大厚0．4 凹基無茎鎌。基部中央の湾入が

埋土 石　製 ④重　さ L1　　⑤遺存度完形 ⑥石材黒曜石 三角形状。
62

周縁は全て鋸歯状、微細な調整
が丁寧。

グリツド 増 ①10．0 ①中粒②良好 口縁・体部二内轡して立ち上がり、外傾した体部から口縁に至る。横撫 小型丸底63
X275Y119 土師器 ②5．9 ③榿色④ほぼ完形 で。口縁器最大径。変換点に稜有。底部：丸底。斜め箆削り。内面撫で。 柑。

グリッド 刀　子 ①最長 （7．3）　②最大幅0．7 切先部、茎端部共に欠損。背側平ら。全体的に
64

X274Y125 鉄製品 ③最大厚 0．3　④遺存度 1／2 錺化著しい。

遺構外 鎌 ①最長 1．7　　②最大幅L7 ③最大厚　0．3 凹基無茎鎌。基部の湾入が丸く
65 石製 ④重　さ 0．7　　⑤遺存度完形 ⑥石材黒曜石 深い。微細な調整が丁寧。先端

は非常に鋭利。

注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竈内の検出につ

　いては「竈」と記載した。
　②口径、器高の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）、復元値を［］で示した。
　③胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～L9mm以下）、粗粒（2．0㎜以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

　④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

　⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976〉によった。
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VI考 察

　今年度で3年目を迎えた前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査は、総社甲

稲荷塚大道西III遺跡を便宜的にA～E区に分け、総社閑泉明神北III遺跡を含めて6箇所の調査区になる。調査の

結果、竪穴住居跡62軒、竪穴状遺構1軒、溝跡14条、井戸跡6基、土坑29基、畠跡を検出することができた。出

土遺物からみると、縄文時代前期の諸磯b式期土器の小破片や石器、弥生時代の台付甕から古墳時代・奈良時代・

平安時代の土器片に至るまでの広い時期に渡っている。中でも、量的な主体を占めるのは6世紀から12世紀にか

けての遺物である。本遺跡が国府推定域の北東側に近接して位置することから、ここでは今回の調査によって明

らかになった遺構・遺物について、1期（～7世紀前半、律令期以前）、II期（7世紀後半～10世紀初頭、律令期）、

皿期（10世紀前半～、律令期以後）の3期に大別して、特徴的なことを中心に考察していきたい。また今後、今

回の調査結果を周辺遺跡の調査事例と合わせ、より詳細な総社・元総社地区の歴史解明に寄与したい。

1期（～7世紀前半、律令期以前〉

　総社閑泉明神北III遺跡では、今回の調査で1軒の縄文時代の竪穴式住居が検出された。J－1号竪穴住居跡は

隅丸長方形を呈するもので、炉は検出されなかったが、出土遺物から縄文時代前期（諸磯b式期）と考えられる。

また近隣の耕作地では、土器や石器などが表採されていることから、今後の調査に期待したい。

　総社閑泉明神北皿遺跡H－20号竪穴住居跡から流れ込みであると思われる台付甕1点が出土している。出土土

器から弥生時代中期のものと考えられる。

　1期の竪穴住居跡は5軒検出されている。検出された5軒の竪穴住居跡は出土遺物等から古墳時代後期（6世

紀代）のものであると考えられる。この時期の住居は、正方形に近い形状を成し、確認できたもので一辺が4m

前後のものが多い。壁高は浅いところで約40cm、深い所では約60cmを測る。H－7・15号竪穴住居跡を除いた竈

については、東壁に設置されている。今年度も1期の竪穴住居跡の検出数が少なく、特に6世紀末～7世紀前半

の遺構は今回のどの調査区でも検出されなかった。これらの調査結果は、昨年度の「総社甲稲荷塚大道西遺跡・

総社甲稲荷塚大道西II遺跡・総社閑泉明神北II遺跡」の調査同様、国府成立前にはこの周辺には大きな集落は形

成されていなかったという見解の範囲を拡大した。

　総社甲稲荷塚大道西皿遺跡E区からはH－3・4・7・15号竪穴住居跡の4軒が検出されている。H－7号竪

穴住居跡からは、圷（出土遺物観察表Nα13）と甑（Nα16）が重ねてある状態で出土しているものや完形のままの

圷（Nα10・12・13・14）やほぼ完形の甕（Nα18・19）等、計15点出土している。この出土遺物から6世紀前半の

住居であることが判明した。東側一部調査区域外のため竃を検出することができなかったが、今までの調査事例

から竈周辺にも出土遺物が多数あったと思われる。住居内においては多量の炭化材・焼土が検出され、焼失住居

と想定される。炭化材の位置から垂木や棟木と判断できそうなものも確認された。H－4号竪穴住居跡は、土師

器の圷、甕の出土遺物から6世紀中頃の住居であることが判明した。竈は東壁中央に付設されており、竈の支脚

に甕（NQ5）を被せ、高さを圷（NQ6・7）2個で調整していたものと考えられる。H－4・7号竪穴住居跡か

ら出土している圷は非常に丁寧な作りで暗文を伴う土器（M6・7・11・12・13・14・15）である。このタイプ

の圷は古墳時代中期のものとみられるが、それが6世紀中頃の竪穴住居跡から見つかったことは、当時の人たち

のくらしの中で土器が大切に扱われていた背景や、耐用年数を考えるうえで興味深い資料である。総社閑泉明神

北皿遺跡から壬｛一5号竪穴住居跡の竈のみ1軒検出されている。

　竪穴住居跡の主軸方向をみると、Nr60。一EからN－154。一Eと他の時期より幅が広く、住居の方向に統一が

成されていない1期の特徴を裏付けしている。（Fig．5）

　総社甲稲荷塚大道西III遺跡D区の北側で、現表土を約75cmほど掘削したところ、面積約58．2㎡の範囲に渡り畠

跡を検出した。土層からHr－FA（榛名山ニツ岳渋川テフラ、以下FAと略、6世紀初頭降下）降下以降の畠跡

であると考えられる。耕作が行われていた地中はFAが撹搾されていた。このことから、当初平坦であった土地

を、畝を高く整備し耕作地として使用していたものと考えられる。畝は最大確認長で7．9mを測り、幅は平均15cm、
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深さ平均12．8cmである。畝間は平均100cmである。畝立の方向は規則性があり、N－40。一W方向の畝立とN－71。

一EからN－740－E方向の畝立に区分されていた。この畠跡はW－3号溝跡とH－6号住居跡に切られている。

従ってW－3号溝跡から出土した7世紀後半の土師器の圷やH－6号住居跡から出土した9世紀後半の須恵器の

高台碗の出土遺物から、耕作は6世紀初頭以降から7世紀後半と時間幅があり、時代を特定できない。今後の調

査が待たれるところである。なお、当時栽培されていた作物の特定には至っていない。

　D区畠跡より南側は溝で区画されており、当時W－2とW－6に挟まれた所は、住居跡、畠跡等の遺構が検出

されないことから、湿地帯であった可能性が考えられる。

　またB区も極めて不明瞭ながら西側壁・東側壁に、畝を立てるように黒色土のセクションが検出されたことか

ら、この遺構も畠跡と考えられる。面積約15．7㎡、畝は最大確認長で3．4mを測り、幅は平均37cm、深さ平均19．

4cmである。畝間は平均27．6cmである。畝立方向はN－56。5。一Wを示す。耕作の時期はD区同様特定できないが、

FA（ニッ岳火山灰）降下以降であると考えられる。

II期（7世紀後半～10世紀初頭、律令期）

　本期の竪穴住居跡は17軒あり、調査区の全域にわたって分布が見られる。この時期の住居は、長方形或いは方

形を呈するものが多い。また、竪穴住居跡の規模をみると、奈良時代の竪穴住居跡は、確認できたもので一辺が

2．35mから6．35mとなり、昨年度の調査事例と同様に古墳時代の竪穴住居より小型化・均一化傾向が確認できる。

更に平安時代8世紀終末～10世紀初頭の竪穴住居跡になると、確認できたもので一辺が1．95mから4．50mとなり

奈良時代の竪穴住居跡よりも更に小規模化していく一般的傾向が確認できる。国府との関連でみるとこの地域は

外縁部にあたり、多くは農耕地として利用され、その微高地を選んで小規模な集落が散在していた様子が窺える。

　竪穴住居の分布では、7世紀後半の竪穴住居跡は、検出されなかった。奈良時代の竪穴住居跡は、A区2軒、

D区1軒、E区3軒、総社閑泉明神北皿遺跡3軒、計9軒検出された。このうち総社閑泉明神北III遺跡｝1－17・

22・23号竪穴住居跡壁面に沿って周溝が巡っている。平安時代8世紀終末～10世紀初頭は、竪穴住居跡はA区4

軒、D区2軒、E区2軒、計8軒検出された。

　竪穴住居跡の主軸方向をみると、N－65。一EからN－111。一Eの範囲に集中していることが分かる。（Fig．5）
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III期（10世紀前半～、律令期以後）

　本期の竪穴住居跡は23軒あり、調査区の全域にわたって分布が見られる。特に総社閑泉明神北皿遺跡では15軒

検出するほど住居が密集していた。このことは、国府機能の衰退と共に、規制が緩和し、この地への人々の流入

が著しくなったとの見方もできるのではなかろうか。また、竪穴住居跡の重複が著しく検出されていることから

みても、この地が当時の人々にとって住み良い地であったと推測される。

　平安時代10世紀代の竪穴住居跡は、D区1軒、E区1軒、総社閑泉明神北III遺跡1軒、計3軒検出された。ま

た、竪穴住居跡の規模をみると、確認できたもので一辺が2．22m～3．18mを測り、方形を呈し、II期よりも小規

模な住居となる。11世紀～12世紀代の竪穴住居跡は、A区2軒、E区3軒、総社閑泉明神北III遺跡15軒、計20軒

検出された。また、竪穴住居跡の規模をみると、確認できたもので一一辺が2．74m～5．4mを測り、均一化傾向が崩

れ、分散化の傾向がみられる。集落内の階層分化が進み、貧富の差が表れているのかも知れない。

　総社閑泉明神北皿遺跡H－4号竪穴住居跡は、カワラケ（出土遺物観察表Nα5）、紡錘車等の出土遺物から12世

紀代の住居であることが判明した。このH－4号竪穴住居跡は調査区西側に位置し、調査区内では住居の一部し

か確認できなかった。住居内には炭化材や焼土が散在していることから、焼失住居であると考えられる。竈は南

東壁に付設され、煙突のある煙道が明瞭に確認でき、この時期の竪穴住居例として貴重な資料となった。

　竪穴住居跡の主軸方向をみると、N－82。一EからN－108。一Eの範囲に集中しており、II期より更に画一化さ

れ、都市的なまとまりのある景観が見られたと想像できないだろうか。（Fig．5）

瓦について

　丸瓦（男瓦）は土管状のものを二分割して作られている。葺足の部分には玉縁をもつ有段式と行基葺と呼ぶ無

段式の二種類あるが、本遺跡から出土した丸瓦は行基葺だけであっな。凸面には縄叩きや格子目叩きなどの叩き

板で成形した痕跡が残っている。また、最後の仕上げとして「削り」や「撫で」による調整が施されていた。凹

面には布目がみられる。

　平瓦（女瓦）は「桶巻き作り」と「一枚作り」があるが、本遺跡から出土した平瓦（総社閑泉明神北III遺跡出

土遺物観察表Nα41）は、凹面に平瓦用模骨（細板を連続して一枚板のように作る。）痕跡が認められることから桶

巻き作りによる方法で作られたと思われる。それ以外の平瓦（総社閑泉明神北皿遺跡出土遺物観察表Nα15・19・

40、総社甲稲荷塚大道西III遺跡E区出土遺物観察表Nα36）は側面に布目痕があることや凹面に平瓦用模骨の痕跡

がないことから、一枚作りによる方法で作られたと思われる。丸瓦と同様に、凸面には縄叩き板による成形や調

整がなされて6た。凹面には布目痕が残っていた。

　総社閑泉明神北III遺跡のH－18竪穴住居跡から丸瓦（男瓦）破片12点、平瓦（女瓦）破片11点、計23点のうち

20点が竃から出土している。竃は東壁に設定され、際袖部・煙道部等の構築材、構架材として丸瓦、平瓦を転用

して構築されていたことが窺える。復元により、完形とほぼ完形の平瓦2点（出土遺物観察表Nα40・41）、完形と

ほぼ完形の丸瓦2点（出土遺物観察表Nα42・43）、遺存度約1／2の丸瓦2点（出土遺物観察表M44・45）計6点

になった。そのうちNα42丸瓦の凸面には「秀」の1文字、Nα40平瓦の凹面には「七」の1文字が箆描きで刻まれ

ているのを確認した。この「七」の文字瓦は、「上野国分僧寺・尼寺中間地域（4）」C区58号住居跡からも出土

しており、生産地はこれと同様に「吉井・藤岡」と想定するのが妥当であろう。また、「七」の文字瓦は、「山王

廃寺跡第6次発掘調査」により現在の日枝神社の北と西から計17点出土している。またNq42丸瓦は大棟の冠瓦（大

棟雁振り）として使用されていたものであると考えられる。

　E区からはH：一13竪穴住居跡の床面から8cm上のところで凹面状態で完形の平瓦（出土遺物観察表NQ36）が1

点出土している。近接する瓦葺建物の破損が進行する中で、それを竪穴住居内に持ち込み、転用する状況が一般

化していたという考え方、または国分寺の補修・修理を担当する職人など瓦を簡単に持ち出せる立場の人たちの

住居との関連も窺える。
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総社甲稲荷塚大道皿遺跡A区

§
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1吸

Aノ

H－1・8号住居跡　ベルトセクション

1黒褐色細砂層
2黒褐色細砂層

3黒褐色細砂層
4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層

○O　As・C・Er－FPφ1㎜以下3％。

O△　As－C・Hr・FPφ1～2㎜2％、焼土粒、炭化物。，

○O　As・C・Hr・FPφ1㎜以下3％、焼土粒。

○O　As－C・Hr－FPφ1～2㎜3％、焼土粒、炭化物。

○○　焼土粒、炭化物。

腹

A　L＝118。9m
3

A’

z 4
笏

　1田
醸い

暴

一

go

B

N

ω

吸

A

φ

◎P6

P2

◎
　＼帆

1’

～
＼＿＿

1切

H－2

㊨
cL＝118・8m

1 6

三◎一
　　P4

C
、

ざ
ノo

腹

　　24

％ 形

C’

10

A　L霊118．8mL ⊥⊥o．Oih

笏

カクラン Aノ

H－2号住居跡

1黒褐色細砂層

2黒褐色細砂層
£ノ　3　黒褐色細砂層

　　　　　　　D　L＝118．8m　　　　Dグ

　　　　　　　縮一
ベルトセクション

　○O　As・C・Hr－FP1％、焼土粒。

　OO　As・C・Hr・FP3％、焼土粒、炭化物。

　○O　As・C・Hr－FP（1層より少ない）。

H－2号住居跡　　竈セクション

1　黒褐色細砂層　　　OO　As・C・Hr・FP5％、焼土粒。

2　黒褐色細砂層　　　○×　鉄分凝集層。

3　黒褐色細砂層　　　○△　As－C・Hr－FP1％。

4　暗褐色細砂層　　　○×　AきC・Hr－FP15％、焼土粒、炭化物粒。

5　極暗褐色細砂層　　○○　焼土粒。

6　黒褐色細砂層　　　○O　A3C・Hr・FP2％、焼土粒、炭化物粒。

　　　　　　　　　　　　　　　　L＝118．8m
E　L・＝1188m

Eノ

F　　
F’

㌶

H－2号住居跡柱穴・土坑計測表
Nα 形　状 長軸（cm） 短軸（㎝） 深さ（cm） 備　考

P2 楕円形 32 23 27

P4 楕円形 35 26 20

P6 円　形 19 17 13
0 1：60 2mO 1：30 1m

Fig．10総社甲稲荷塚大道西III遺跡A区H－1・2・8号住居跡
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腹
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　　　い
　　　”
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　　　I吸

L＝119．Om

A　　　　　　　　　　　　　　　
A／

　　　　　　　　　3

1

Aノ

、o

一A
一

H－4

、咳

④

H－3号住居跡

1黒褐色粗砂層
2　にぶい黄褐色細砂層

3暗褐色細砂層

4黒褐色細砂層
5黒褐色細砂層
6黒褐色細砂層

南壁・ベルトセクション

　　××現耕作土。
○○　鉄分凝集層。

O　X　A3C。Hr－FP3％、焼土粒。

○△　A3C・Hr－FP2％、灰。

○×　As・C・Hr－FP10％、焼土粒、灰。

○O　A＄C・Hr－FP1％、焼土粒、灰。

H－3号住居跡　　竈セクション

1　黒褐色細砂層　　　○×　焼土粒。

2　黒褐色細砂層　　　○×　焼土ブロック。

3　黒褐色細砂層　　　○○　焼土粒、炭化物。

L＝119．1m

1

H－4号住居跡

1黒褐色粗砂層
2　にぶい黄褐色細砂層

3暗褐色細砂層
4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層
6黒褐色細砂層

北壁・ベルトセクション

　　×x現耕作土。

A
3

2
W－5 3

諺

Aノ

5

○○　鉄分凝集層。

○×　As－C・Hr8P3％、焼土粒。

○×　As・C・Hr－FP1％、焼土粒。

○×　As－C・Hr・FP10％。

△○　炭化物主体30％、焼土ブロック、灰。

醸

＼

1閃

ぴ
“

二

ぎ
ヨ

ω

熱
　　　　匝

、田

旦◎！

A

H－5

三⑤三

牌

G

Aノ

④

、o

　’・d
　　、ノ
　　、

、q

C　L＝119．Om
C’

D　Lニ119．Om

笏・

D’

AL＝1190m　　　　　　　　∬

，1：30 1m

H－5号住居跡　　ベルトセクション

1　黒褐色細砂層　　　○×　A＄C・HrFP1％、焼土粒、炭化物粒。

2　黒褐色細砂層　　　O×　As・C・HトFP1％、焼土粒、炭化物粒

3　黒褐色細砂層　　　○○　焼土ブロック、炭化物粒。

4　黒褐色細砂層　　　○O　As・C・HやFP極少、焼土粒、炭化物粒。

H－5号住居跡
1　暗赤褐色微砂層

2暗褐色細砂層
3黒褐色細砂層
4黒褐色微砂層
5黒褐色細砂層
6黒褐色微砂層

2m　 O

竈セクション

◎×　Hr－FP、焼土ブロック。

◎△　A＄C・HトFP極少、焼土ブロック15％。

○○　焼土粒、炭化物粒。

△○　焼土粒、灰。

○○　炭化物粒。

△○　粘土、焼土粒、灰。

0 1：60

F　L＝118．7m　F〆

H－5号住居跡柱穴・土坑計測表

層より多く含む）。・

E／ ＝118．5m　Eノ

競
Nα 形状 長軸（㎝） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P6 円　形 58 50 40

P7 円　形 65 60 47．5

Fig．11　A区H－3～5号住居跡
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A A’

㊨

H－10

H－14
H－10号住居跡

1黒褐色粗砂層
2　にぶい黄褐色細砂層

3暗褐色細砂層
4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層
6黒褐色細砂層

北壁セクション

　　××現耕作土。
○○　鉄分凝集層。

OX　A＄C・Hr・FP15％、焼土粒。

○×　As－C・Hr－FP7％、焼土粒。

OO　As－C・Hr・FP2％、焼土粒、炭化物。

○○　焼土粒、炭化物。

L＝118．8m
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　　C）G

9

C　L＝118．8m

D　L＝118．8m

C’

1吸

H－14

H－11

E◎亘

A　L＝118．8m

欝
　　　　　　8
　　　／
　　　’　　C　　　O

F

　　　、、履　w＿牙、

1 2

○
1

〆q

三

ざ
／0

％

C’

Aノ

H－11号住居跡　　ベルトセクション

1　暗褐色細砂層　　　OO　焼土粒、炭化物。

2　黒褐色細砂層　　　△○　焼土粒、炭化物多量、灰。

H－11号住居跡　　竈セクション

1　黒褐色細砂層　　　○○　焼土粒、炭化物、灰。

2　暗褐色細砂層　　　○△　焼土ブロック、炭化物。

H－11号住居跡　P2セクション

1　暗褐色細砂層　　　○○　焼土粒、炭化物。

2　黒褐色細砂層　　　△○　焼土粒、炭化物。

3　黒褐色細砂層　　　△○　焼土粒、炭化物、粘土ブロック。

H－11号住居跡　P5セクション

1　黒褐色細砂層　　　OO　焼土粒、炭化物、粘土質。

2　暗褐色細砂層　　　○○　焼土粒。

3　暗褐色細砂層　　　○○　粘土質。

Dノ

笏 W－2

L＝118．7m

E　　
E’

0 1：60

L＝118．7m
F　　　

F’

2m　 O

L＝118．7m

G　　
G’

懸
1：30 1m

Lニ118．7m
H　　　

Hノ

H－11号住居跡柱穴・土坑計測表
Nα 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（㎝） 備　考

P2 円　形 39 35 64

P5 楕円形 92 70 24 貯蔵穴

P6 円　形 50 45 56．5

P7 円　形 78 75 19

Fig．13　A区H－10・11号住居跡
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◎
P6

H－12

1の

P7

◎
　贈一

C ○

㊨
C　L＝119．Om

Cノ

妻奎…奎彗彗．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D　L＝119。Om　　互

。　　　砺諺
　　　　　H－12号住居跡　　ベルトセクション
／0　　　、麟色細砂層　○×A＄c・％、A魯B融

　　　　　2　黒褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr・FP7％、焼土粒。
　　　（y　3黒褐色細砂層　○OA＄COHトFP3％・焼土楓炭化拠
　　＿　　　　4　暗褐色細砂層　　　○O　As－C・Hr・FP2％、焼土ブロック、炭化物。

／0 H－12号住居跡
1黒褐色細砂層
2　極暗赤褐色細砂層

3黒褐色細砂層
4黒褐色細砂層
5黒褐色細砂層

竈セクション

　○O　As・C・HトFP2％、焼土ブロック。
○○　焼土ブロック主体、炭化物。

○O　As・C・Hr・FP1％、焼土粒、炭化物。

○○　焼土ブロック、炭化物、灰。

○○　焼土粒、炭化物粒。

E　L瓢118．9m
E’

A　L＝119・Om　　　　　　　　　　　　　　　　　Aノ

H－12号住居跡柱穴・土坑計測表

Nq 形状 長軸（㎝） 短軸（㎝） 深さ（cm） 備考
P6 円　形 18 15 13．5

P7 円　形 20 19 工6

A
Aノ

H－13

’1

”
ノ！

／ノ

／！

㊨

H－13号住居跡

1黒褐色粗砂層
2　にぶい黄褐色細砂層

3黒褐色細砂層
4黒褐色細砂層
5黒褐色細砂層

北壁セクション

　　××現耕作土。
Ox　鉄分凝集層。

O×　As・C・Hr－FP5％、焼土粒。

○O　As－C・H卜FP1％、焼土粒o

OO　焼土粒、炭化物、ノロ。

L＝118．9m

1
2

A 3
4

A’

形

④

§

獣

i閃

7
置
鋳
刈
旨 A

H－14

1切

C　L誕118，7m
3

形

Cノ

A’

W－1

Cσ

　　　　　　　　　　　　D　L＝U8・7m　　　D’
lo　　　　　　　一　　焼土　一

lq　　　　　　　　3　　　H－M号住居跡　　ベルトセクション
　　　1　黒褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr・FP1％、焼土粒。

1吸

厘 H－11

H－14号住居跡　　竈セクション

1　暗褐色細砂層　　　　△○　焼土粒・炭化物。

2　極暗赤褐色細砂層　　○○　焼土粒、炭化物。

3　暗赤褐色細砂層　　　○○　焼土粒、炭化物、灰。

0 1：60 2m

A　L＝118．7m 1
Aノ

％
0 1：30 1m

Fig．14　A区H－12～14号住居跡

一54一



A
A Aノ

Aノ

④ ④

1
　　　　　2
　　　　　3
A　L＝118．8m　　　　A，

Lニ118．8m

1
2

A 3　　Aノ

W－2 『織一

W－1 W－1号溝跡

1黒褐色粗砂層
2　にぶい黄褐色細砂層

3　暗褐色細砂層

4黒褐色細砂層
5　暗褐色細砂層

6黒褐色細砂層

ベルトセクション

　　　××現耕作土。
○○　鉄分凝集層。

○×　As－C・Hr・FP3％、焼土粒。

○×　As－C・Hr－FP7％、焼土粒。

○O　As－C・Hr・FP多量。

○×　川砂、焼土粒、炭化物。

W－2号溝跡　　北壁セクション

1黒褐色粗砂層
2　にぶい黄褐色細砂層

3　暗褐色細砂層

4　暗褐色細砂層

5黒褐色細砂層

××　現耕作土。

○○　鉄分凝集層。

O　x　As・C・Hr・FP3％、焼土粒。

○O　As－C・Rr－FP2％、焼土粒。

○○　炭化物、焼土粒。

㊨

L＝118．9m

A

A　　　　　　　　3　　　　　　　　Aノ

轟奎馨一

④
A

O

11
’ノ

1／

A’

　！／
／／

／／

　　　　／／
　　　　／／

　　　／／

　　　／／

　　／／

◎

　　、／

　　　／

　　　／／

　　／／
　／／
　／／

／／

／／

／

／
Aノ

W－3・4号溝跡　　北壁セクション

1　黒褐色粗砂層　　　××　現耕作土。

2　極暗赤褐色細砂層　○×　鉄分凝集層。

3　黒褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr・FP2％、焼土粒。

4　黒褐色細砂層　　　○O　As－C・Hr・FP1％、炭化物。

5　黒褐色細砂層　　　○○　川砂。

W－5号溝跡　　　北壁セクション

1　黒褐色粗砂層　　　　　××　現耕作土。

2　にぶい黄褐色細砂層　　△○　鉄分凝集層。

3　暗褐色細砂層　　　　　△○　鉄分凝集層、As・C・Hr－FP多量。

4　褐灰色粗砂層　　　　　××　川砂。

W－3 W－4

　　　　　　／／
　　　　　　／／

　　　　　／／
　　　　　／／

　　　　／／W＿5
　　　　／／

　　　／／

　　　／／

　　／／

　／／
／／

／／　　　ρ、3
／／

　／／

　ノ／

／／

／／

／

／

／

／

／

0

L＝119．1m

　　　　　　1

ム響ノ

1＝60 2m

Fig．15A区w－1～5号溝跡
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㊤

A D－3
Aノ

㊨㊥
A

◎A
A　L＝118・8mパ

＿　 12　 一

慧

㊦ A　　　　Aノ
ー　D－2　一

L＝118，8m

D－4

1
2

Aノ

ALニ118。8m　　A’

一軽一
A　　　3　　　Aノ

　L＝118．8m

ム　　2ざ

D－5㊨
ム◎A
L＝118．8m
A　 2Aノ

轍
D－8

ム◎ざ

A　L＝118・8mパ

磁
　　D－12

A

羽
Aノ

㊧

　D－6
△◎ざ
Lニ118．8m
A　 2Aノ

撫

㊥

　　　　　　④

ム◎A
A　Lニ118・8m　Aノ

D．13⑱

ム◎ざ
A　L＝118・9m　A’

易

D－7

ム◎蚕
AL＝11＆8mA・

Z欝

・D－1・

ム◎A
　L＝118．8m
A　　　Aノ

郷
　　　　　　　㊦眠

・◎ざ
A　L寵118。8m　　Aノ

笏

繊

⑱

A　　　D一↑1　　A・

ALニ118・8m　パ

D－1号土坑　　セクション

1　暗褐色細砂層　　　◎△　焼土粒、炭化物。　・

2　暗褐色細砂層　　　○△　As・C、焼土粒、炭化物。

3　黒褐色細砂層　　　△○　焼土粒、灰。

D－2号土坑　　セクション

1　黒褐色細砂層　　　○△　As－C・Hr・FP、焼土粒、炭化物。

D－3号土坑　　セクション

1黒褐色粗砂層
2　にぶい黄褐色細砂層

3暗褐色細砂層
4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層
6黒褐色細砂層

x×現耕作土。
○○　鉄分凝集層。

○○　白色軽石・ローム粒。

○O　As・C・Hr・FP10％、焼土粒。

○O　A＄C・Hr・FP5％、焼土粒。

○○川砂。

D－4号土坑

1黒褐色細砂層
2黒褐色細砂層

D－5号土坑

1暗褐色細砂層

2黒褐色細砂層

D－6号土坑

1暗褐色細砂層
2黒褐色細砂層

D－7号土坑

1暗褐色細砂層

セクション　　　　　　　　　　　　　　　D－8号土坑

　○O　As－C・Hr－FP、焼土粒。　　　　　1　暗褐色細砂層

　○O　A3C、焼土粒、炭化物。

　　　　　　　　　　　D－9号土坑
セクション　　　　　　　　　　　　　　　　1　暗褐色細砂層

　○O　As・C・Hr・FP5％、焼土粒。　　　2　黒褐色細砂層

　○○川砂。

　　　　　　　　　　　D－10号土坑
セクション　　　　　　　　　　　　　　　　　1　暗褐色細砂層

　OO　As・C・Hr・FP5％、焼土粒。　　　2　黒褐色細砂層

　○○川砂。

　　　　　　　　　　　D－11号土坑
セクション　　　　　　　　　　　　　　　　1　暗褐色細砂層

　◎×　As・C・Hr－FP、焼土粒、炭化物粒。2　黒褐色細砂層

セクション

　○O　A＄C・Hr・FP多量。

セクション

　◎O　As・C・Hr－FP多量、焼土粒、炭化物粒。

　○O　As・C・HレFP、焼土粒。

セクション

　◎O　As・C・Hr・FP多量、焼土粒、炭化物。

　○O　As・C・Hr－FP少量、焼土粒、炭化物粒。

セクション

　○O　As－C・Hr－FP、焼土粒。

　OO　川砂、焼土粒。

0 1：60 2m

Fig．16A区D－1～14号土坑
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

』i一循一㌃鰍一一M、魏　獺

AL＝118．3m　　　A’　　　　A　L＝118．8m　　　　　　A／　　　　A　L＝118．9m　　　ムノ

　1傷　　　1　　　　1 一。 　一

　　　　　　　　　　　　　　ブ

　1－1号井戸跡　　セクション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－3号井戸跡　　セクション
　1　黒褐色細砂層　　　○O　As－C・Hr－FP15％、川砂。　　　　　　　　　　　1　黒褐色細砂層　　　○O　As－C・Hr－FP・As－B、焼土粒。

　2　黒褐色細砂層　　　△△　炭化物。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　黒褐色細砂層　　　△×　にぶい黄褐色土ブロック。

　3　黒褐色細砂層　　　○○　焼土粒、炭化物、灰。　　　　　　　　　　　　　3　黒褐色細砂層　　　△×　川砂。

　4　黒色細砂層　　　　△今　川砂、炭化物、灰。

　　　1－4号井戸跡　　セクション　1－2号井戸跡　　セクション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　暗褐色細砂層　　　○O　As・C、焼土粒、炭化物。
　1　暗褐色細砂層　　　○O　As－C・Hr・FP多量、焼土粒。　　　　　　　　　2　黒褐色細砂層　　　OO　焼土粒、炭化物、粘土質。　　　　　　　　　　　0　　　　　　　1：60　　　　　　　2m

　2　黒褐色細砂層　　　△○　川砂、焼土粒、炭化物。　　　　　　　　　　　　3　黒色細砂層　　　　○○　川砂、焼土粒。

　3　黒色細砂層－　　　△△　川砂、焼土粒。

　　Fig．茸　A区P－1～23号柱穴、1－1～4号井戸跡
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W－1号溝跡　　東壁セクション

1　暗褐色細砂層　　　　○×　As・C・Hr・FP2％、焼土粒。

2　にぶい赤褐色細砂層　○△　As・C1％、As－B、鉄分凝集層。

3　暗褐色細砂層　　　　○△　As－B多量。

4　黒褐色細砂層　　　　○O　As－B多量。

繋欝砂層勘岬認鉄分凝羅
2　黒褐色粗砂層　　○×　As・B多量。

㊨

　　　回
　　　　　　騰

　　　　　　『》　o

　員

　雪
　　

ムd雅
畠跡　　東壁・西壁セクション

1　暗褐色細砂層　　○△　A3C・HトFP1％、焼土粒。

2　黒褐色細砂層　　○O　As－C・Hr・FP7％、鉄分凝集層。

3　黒褐色細砂層　　○O　As・B。

4　暗褐色細砂層　　○O　As・C・Hr・FP2％。

5　褐色細砂層　　　○O　Hr・FA10％。

6　黒褐色細砂層　　○○　川砂。

　　　　0　　　　　　　　1：60　　　　　　　2m

Fig．18総社甲稲荷塚大道西III遺跡B区w－1・2号溝跡、畠跡

　　　　　　　　　　一58一
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W－1号溝跡　　南壁セクション

1　暗褐色粗砂層　　x　x　現耕作土。

2　褐色細砂層　　　○×　川砂50％。

3　暗褐色粗砂層　　△×　川砂主体。

懸 目　F
の
①
一
　

II

口

oI

N

懸

W－2号溝跡　　北壁セクション

1　暗褐色粗砂層　　x×　現耕作土。

2　暗赤褐色細砂層　◎△　As・C・Hr・FP1％以下、As・B、鉄分凝集層。

3　暗褐色細砂層　　◎△　As・B・As・C・Hr・FP1％以下。

4　極暗褐色細砂層　○O　As・B2層より多い。

褐灰色粗砂層

黒褐色粗砂層

黒褐色細砂層

褐色細砂層

△×　As－B純層。

△△　As－B4層より多い。

◎O　As・C・Hr・FP1％。

◎×　地山（岩盤）。

0 1：60 2m

Fig．19．総社甲稲荷塚大道西皿遺跡C区W－1・2号溝跡
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総社甲稲荷塚大道西皿遺跡D区

油
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A
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N

ロ1
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A カ
ク
ラ
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焼土

　　6笏

糠
o

Lニ118．4m
C　　　C’
＿　 1　2＿

・薇

㊨
D区セクション　　　　　　　　　　（○○…　締まり、粘性の順）

H－1号住居跡　　東壁・南壁セクション

1　暗褐色細砂層　　　○O　As－C・Hr－FPφ1㎜以下3％。

2　暗褐色細砂層　　　○△　As・C・Hr・FP・A3C3％。

3　黒褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr・FP3％。

4　黒褐色細砂層　　　○O　As－C・Hr－FP3％、焼土粒。

5　黒褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr－FP5％、焼土粒、炭化物、灰。

6　黒褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr・FP7％。

H－1号住居跡　　P1セクション

1　暗褐色細砂層　　　OO　As－C・Hr・FP3％。

2　暗褐色細砂層　　　△◎　粘土。

3　黒褐色細砂層　　　○○　焼土ブロック・灰多量。

4　暗褐色細砂層　　　○◎

H－1号住居跡柱穴・土坑計測表

輪形状長軸（㎝）短軸（cm）深さ（cm）備考

㊨
PL円形　 39 36　　　33

L＝118．5m

P

織

1・

■
li

置
鋳

oB

A

1ロ

H－2

9
　　翌

⑥

Aノ

／o

／q

C

回

焼土 C’

　　　　　　　　　　　　D　L＝118．5m　　　Dノ

、　　　　　　　　　　焼土　　1C

！　　も蕩
　　　H－2号住居跡　　ベルトセクション
　　　1　暗褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr－FP5％。
　　　2　黒褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr・FP3％、焼土粒、焼土ブロック、炭化物。
　　　3　黒褐色細砂層　　　○◎　A＄C1％、焼土粒。

1里

A　L＝118．6m

厘

3 圭 諺

　　　L＝118．6m
A’　E　　　E’

　　　　徽

H－2号住居跡　　竈セクション
1　暗褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr・FP3％。
2　黒褐色細砂層　　　OO　As－C・Hr－Fp2％、焼土粒。

3　暗赤褐色細砂層　　×○　焼土主体。
4　黒褐色細砂層　　　△○　焼土粒、灰。

H－2号住居跡
1暗褐色細砂層
2暗褐色細砂層

P5セクション
　○O　As・C・HrFP3％、焼土粒・炭化物極少。

　○O　As・C1％。

H－2号住居跡柱穴・土坑計測表

恥形状長軸（㎝）短軸（㎝）深さ（cm）備考

P5円形　　48　　　37 25　貯蔵穴

A Aノ

④

L＝118．5m

，H－3

　　　　P6　8

眠○£

1

A

H－3号住居跡　　北壁セクション

1　暗褐色細砂層　　　○○　現表土、下部に鉄分凝集。

2　黒褐色粗砂層　　　O△　As・B多量、鉄分凝集層。

3　暗褐色細砂層　　　○O　A＄C・Hr・FP1％、焼土粒、灰。

4　暗褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr・FP3％、焼土粒、炭化物、下部に灰多量。

5　暗褐色細砂層　　　○O　As－C1％。

6　暗褐色細砂層　　　○O　As・C1％、褐色土ブロック10％。

7　黒褐色微砂層　　　△◎

8　暗褐色細砂層　　　○O　As・C1％、褐色土ブロック10％。

9　暗褐色細砂層　　　○O　As・C1％。

10　黒褐色細砂層　　　○O　As・C1％、下部に灰多量。

11　暗褐色細砂層　　　○O　A3C1％、褐色土ブロック30％。

12　暗褐色細砂層　　　○O　A3C1％以下、灰多量。

13　黒褐色微砂層　　　△◎　As・C1％以下、灰多量。

14　暗褐色細砂層　　　△○　焼土粒。

15　暗褐色細砂層　　　OO　焼土粒。

16　暗褐色細砂層　　　△○　灰。

17　黒褐色微砂層　　　△◎　灰多量。

2

3
7

A’

9
4

10 6
11

7

8
9

　　15

形
17

L＝117．9m
B　　　Bノ

短、．
H－3号住居跡柱穴・土坑計測表

Nα　形　状　長軸（㎝）短軸（cm）深さ（cm）備　考

P6円形　37　　28 33．5

0 1：60 2m　　O 1＝30 1m

Fig．20　総社甲稲荷塚大道西III遺跡D区H－1～3号住居跡
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轟
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　　　ノO
－5　一・、

10

Aノ

H－4号住居跡　　ベルトセクション

　　　1暗褐色細砂層
　　　2暗褐色細砂層
書ノ3賜色細砂層

　　　4暗褐色細砂層
　　　5　暗赤褐色細砂層

　　　6黒褐色細砂層
　　　7黒褐色細砂層
　　　8黒褐色微砂層

Lニ118．5m
D　　　　Dノ

獅
○O　As－C・Hr・FP7％。

○O　As・C。Hr－FP5％。

○O　As－C・Hr・FP3％。

○O　As・C。Hr－FP3％、焼土ブロック15％・

○○焼土主体。

○○　焼土ブロック。

○○灰多量。

xO　灰主体、焼土ブロック。

A　L＝118．7m 5
Aノ H－5号住居跡　 竈セクション

1
2
3

4

7

％
8

6

1黒褐色細砂層
2暗褐色細砂層
3黒褐色細砂層

○△　As・C・Hr－FP1％。

○△　HトFP1％、焼土多量。

△O　As・C・Hr－FP1％、焼土粒、粘土。

§

謎

ゆ
い

Il

置
鱒
卜o

ヨ

N

匝

A

i・

厘

A　Lニ118。2m　1　　　　　　ざ

　　　　　　　　　揚笏

④

Cノ

c　L＝118。2m　　　　　　　　　　　cノ

　　　　　　　　　3

D　L＝118．2m　　　Dノ

　　　　　3

H－6号住居跡　　ベルトセクション

1　黒褐色細砂層　　　○O　Er－FAブロック30％、As・C1％。

2　黒褐色細砂層　　　△O　HrFAブロック5％、As－C1％。

H－6号住居跡　　竈セクション

1　暗褐色細砂層　　　△O　Hr・FAブロック20％、As・C1％。

2　黒褐色細砂層　　　△O　Hr・FAブロック5％・A3C1％。

3　黒褐色微砂層　　　△×　灰主体、焼土粒。

2

㊨
D－1号土坑　　セクション

1　黒褐色細砂層　　　○O　As・B少量。

・臼
A’

　L＝118。6m
A　　　　Aノ

職 0 1：60 2m　　O 1：30 1m

Fig。21　D区H－4～6号住居跡、D－1号土坑
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W－1号溝跡　　西壁セクション

1　暗褐色細砂層　　　OO　現表土・

2　暗赤褐色細砂層　　○○　鉄分凝集層。

3　黒褐色粗砂層　　　○△　As・B多量。

4　黒褐色粗砂層　　　O△　A＄一B主体の層。

W－2号溝跡　　東壁セクション

1　暗褐色細砂層　　　○○　現表土。

2　暗褐色細砂層　　　○△　As・B多量、As・C3％。

3　暗褐色細砂層　　　OO　As－B多量、As・C1％。

W－6溝跡

1暗褐色細砂層

東壁・西壁セクション

暗赤褐色細砂層

黒褐色細砂層

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

暗褐色細砂層

暗褐色細砂層

暗褐色粗砂層

5

諺

Bノ

W－4号溝跡　　東壁セクション

1　暗褐色細砂層　　　　OO　現表土。

2　褐色細砂層　　　　　○△　川砂。

3　にぶい黄褐色微砂層　△×　川砂・石φ3～5㎝多量。

W－5号溝跡

1暗褐色細砂層
2　暗赤褐色細砂層

3黒褐色粗砂層
4黒褐色粗砂層

東壁セクション

○○現表土。

OO　鉄分凝集層。

○△　As－B多量。

OX　As・B多量。

○○現表土。

○○　鉄分凝集層。

○△　As－B40％、As・C・正｛r－FP1％以下。

○O　As・C・Hr・FP5％。

△O　As・C20％。

○O　As－C5％。

○O　As－C1％、白色・褐色軽石1％。

○○　川砂状粗砂多量、白色・褐色・暗赤褐色軽石3％。

△×　川砂状粗砂主体、白色・褐色・暗赤褐色軽石3％。

A 5

0 1：60 2m 0 1：30 1m

Fig．22D区w－1・2・4～6号溝跡
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畠跡　　東壁・西壁セクション

1　暗褐色細砂層　　　○○　現表土。

2　暗赤褐色細砂層　　○○　鉄分凝集層。

3　黒褐色粗砂層　　　○△　As－B多量。

4　暗褐色細砂層　　　○O　A3C・HrFP2％。

5　暗褐色細砂層　　　○O　As・C・H卜FP5％。

6　褐色細砂層　　　　△O　Hr・FA主体。

7　黒褐色微砂層　　　×O　A＄C20％。

8　黒褐色シルト層　　△◎　地山。

L＝118．4m
1

3
4

7

％
Fig．23D区W－3号溝跡、畠跡
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　lo　　ゆ
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H－2 匝⊂》“．、「

　　＿／・ζ5

　　　RL＝118，8m

A

H－2・3号住居跡　北壁セクション
1　暗褐色粗砂層　　　××　現耕作土。
2　暗褐色細砂層　　　○×　As・B少量。
3　黒褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr・FP5％、焼土粒。
4　黒褐色細砂層　　　○O　As・C・HトFP3％、焼土粒。
5　黒褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr・FP2％、焼土粒。
6　黒褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr－FP3％、焼土粒。
7　黒褐色細砂層　　　○O　As－C・Hr－FP2％、焼土粒。
8　黒褐色細砂層　　　◎O　As・C1％、焼土粒、炭化物。
9　黒褐色細砂層　　　○○　焼土粒、炭化物

H－2号住居跡　　竈セクション
1　暗褐色細砂層　　　○O　A＄C1％、焼土粒、炭化物。
2　極暗褐色細砂層　　○○　焼土ブロック、炭化物。
3　黒褐色細砂層　　　○○　焼土ブロック、炭化物、灰。
4　黒褐色細砂層　　　○○　炭化物。

H－3号住居跡　　竈セクション
　ゑ　　　　　　　のの　み　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　のの　　　ブロックヤ　　　ロ

3幣砂層○○鮒炭化拡　⑨
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笏 6

5　　　　　　4　　書
％　微　勿％ 霧

総社甲稲荷塚大道西皿遺跡E区

　　H－1号住居跡　　竈セクション1　　1　暗褐色粗砂層　　　X×　現耕作土。
　　2　暗褐色細砂層　　　○×　As・B少量。

2　　　　　　　　　　　　　　　　3　黒褐色細砂層　　　○O　A＄C・Hr・FP5％・焼土粒。

　　4　暗褐色細砂層　　　○○　焼土ブロック、炭化物、粘土質ブロック。
　　5　極暗褐色細砂層　　○○　焼土粒、炭化物、灰。
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　　　　　L＝118．7m　　　　　　　　
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3　黒褐色細砂層　　　○○　焼土ブロツク。　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　1：60　　　　　　　2m　　　　・　　H＿4号住居跡柱穴。土坑計測表

　ハ　　　　　　　　セクション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　ヲ　　　　　　にゆ　　　にの　　さ　　　ラ　　　　

　　　　　　　　　　　のの　　き　　　ヤぽ　ブロツクヤ　　　ロ
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　　Fig。24総社甲稲荷塚大道西III遺跡E区H－1～4・lo号住居跡
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A
A’ B　L＝118．5m

D－4

L；118．5m

H－5

迎0互

／簸．㊨〃
／Q

凝灰石

1

3
一　　一

一4

％％ 筋

Lニ1184m
D　　　

Dノ

凝灰岩

笏

B’

A

2

Aノ

懸
H－5号住居跡　北壁セクション

1暗褐色粗砂層
2暗褐色細砂層

3黒褐色細砂層
4黒褐色細砂層
5黒色細砂層

Lニ118．5m

C　　　σ

磁1

××現耕作土。

OX　As－B少量。

○O　As－C・Hr－FP3％、焼土粒。

○O　As・C・Hr・FP5％、焼土粒、炭化物。

○○　灰主体、焼土粒、炭化物。

⑪ L＝118．7m

H－5号住居跡　　竈セクション

1　極暗褐色細砂層　　△○　焼土ブロック、炭化物。

2　黒褐色細砂層　　　○○　焼土粒、炭化物。

3　黒褐色細砂層　　　○○　焼土粒、炭化物、灰。

1

H－5号住居跡　P5セクション

1　黒褐色細砂層　　　OO　焼土粒、炭化物。

Lニ118．7m

A　　　　
A／ B

2

3

4

・諺

B’ H－5号住居跡柱穴・土坑計測表

漁　形　状　長軸（cm）短軸（㎝）深さ（㎝）備　考

P5円形　 55 52 12．5　貯蔵穴

H－6号住居跡

1暗褐色粗砂層
2黒褐色細砂層
3黒褐色細砂層
4　極暗褐色細砂層

5暗褐色細砂層

竈セクション

　××現耕作土。

　○△　As－B少量。

　○O　As・C・Hr－FP2％、焼土粒。

　○○　焼土ブロック。

　○○　焼土ブロック、炭化物。

④
　　　　　ゆ

灘．
　　　　　匹

　　　　　ド

§彗

ゆ

ω

夢

轟

鞠，

　　　　遙 一、よ

冒 H－7

翻

霧
霧

轟

熱

P

瀬
汁

黙

A

騰き
　　　黛 lo

　　　　　　　P6◎

曽＼　　　t
＼　　　　　　　　　　－

．． 蛋髪y髭　Aノ

1ロ

L＝117．8m
C　　　Cノ

1吸

A　Lニ118．3m
A’

％

田灰

5
1 2

3 4

笏

H－7号住居跡　　ベルトセクション

1黒褐色細砂層
2黒褐色細砂層
3暗褐色細砂層

4黒褐色細砂層
5暗褐色細砂層

◎◎　As・Cφ1㎜～2㎜10％。

◎O　As・Cφ1㎜～2㎜5％、焼土ブロック。

○◎　As－Cφ1㎜～2㎜3％、焼土ブロック、炭化物。

○◎　AきCφ1㎜以下1％、炭化物。

○◎　As・Cφ1㎜以下1％、焼土ブロック、炭化物。

H－7号住居跡柱穴・土坑計測表

Nα形状長軸（㎝）短軸（㎝）深さ（cm）備考

0 1：60 2m　 O 1：30 1m P6円形　 30 25 74

Fig．25　E区H－5～7号住居跡
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1ロ lo

H－8

Aノ

L＝117・8m　　　L＝118．2m
D　　　　D／　E

』

P，◎

叫

／1

／1

／ノ

／！

　　　　　　　　ノ
　　・　　／　　01
　　　　　　／／

◎〃
匝

W－1

H－9

㊤

H－8号住居跡柱穴・土坑計測表
Nα 形　状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P6 円　形 70 63 27

P7 円　形 26 20 26．5

匝

L＝118．6m

1

A
5 3 3

Aノ

W－1埋土
6 4 7

笏 鷲
B　L＝118，5m

　4

5形

Bノ

C　L＝118．5m Cノ

H－8・9号住居跡

1暗褐色粗砂層

2黒褐色細砂層
3黒褐色細砂層
4黒褐色細砂層

5暗褐色細砂層
6黒褐色細砂層

7暗褐色細砂層
8黒褐色細砂層
9黒褐色細砂層

東壁セクション

××現耕作土。

○△　As－B少量。

○O　As・C5％、Hr－FP2％、焼土粒、炭化物。

○O　As・C3％、HトFP1％、焼土粒。

○O　As－C1％、焼土粒、炭化物。

○O　As－C1％、焼土粒o

◎O　A＄C・Hr・FP極少、炭化物。

○○　焼土ブロック、炭化物、粘土質ブロック。

○○　焼土粒、炭化物。

1田

醸断
　　　一1吸

N

い
Il

目
鋳
㎝
…ii

A

H－11

ぐ

Aノ

㊨ C　L＝118．4m　　　　　　　　　　　　C’

　　　　　　遺物

H－11号住居跡　　竈セクション

1　暗褐色細砂層　　　○○　白色軽石1％、焼土粒、炭化物。

2　極暗褐色細砂層　　○○　焼土ブロック、炭化物。

3　黒褐色細砂層　　　○○　焼土ブロック、炭化物、灰。

H－11号住居跡　　ベルトセクション

／瓜

A　L＝118。8m 　　　　　　　　ざ

　　　　　　髪

撒㍊

　　1暗褐色粗砂層
　　2暗褐色細砂層
　　3黒褐色細砂層
　　4黒褐色細砂層
ぐ’5黒褐色細砂層
　　6黒褐色細砂層

××現耕作土。

◎△　As・C・H卜FP10％。

◎O　As－C・Hr・FP5％、焼土粒、炭化物。

○O　As・C・Hr・FP2％、焼土粒、炭化物。

○O　As・C・Hr・FP1％、焼土粒。

○○　焼土粒、炭化物。

3

　　　　　　4
5

職形
　　　　Fig．26

0 1：60 2m

0 1：30 1m

E区H－8・9・11号住居跡
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3

物微 勿

A’

lo

H－12号住居跡　　ベルトセクション

1暗褐色細砂層
2暗褐色細砂層
3黒褐色細砂層

4黒褐色細砂層
5黒褐色細砂層

羅
OO　As－C3％、焼土粒。

○O　As・C5％、焼土粒、粘土質ブロック。

○O　A魯C1％、粘土質ブロック。

○○焼土粒。

○○粘土質。

H－12号住居跡　　竈セクション

1　黒褐色細砂層　　　　○O　A魯C2％、焼土粒。

2　極暗赤褐色細砂層　　OQ　焼土ブロック、炭化物。

3　黒褐色細砂層　　　　○○　炭化物、灰。
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L＝118．7m
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C　　　

Cノ

彪

1 根　　1

Aノ

H－14号住居跡

1暗褐色粗砂層
2黒褐色細砂層

3黒褐色細砂層
4黒褐色細砂層
5黒褐色細砂層

A 3

6　極暗褐色細砂層

7暗褐色細砂層

H－14号住居跡柱穴・土坑計測表

ベルトセクション（竈セクション）

　××現耕作土。

　○△　As・B少量。

　○O　A＄C5％、Rr－FP2％、焼土粒。

　○O　A3C1％、焼土粒、粘土質ブロック。

　○○　焼土粒、粘土質ブロック。

　△○　焼土粒、炭化物。

　△○　焼土ブロック、炭化物、灰。

4

笏 笏’

　S

笏
7

0

Nα　形状長軸（㎝）短軸（cm）深さ（㎝）備　考

P6円　形　　52　　　43　　　20
1＝60　　　　　　2m　　O 1： 30 1m

Fig．27　E区H－12～14号住居跡
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H－15号住居跡

1暗褐色細砂層

　　　　　書

㊨1
　　　　　6

褐色粗砂層

褐色粗砂層

霧

ベルトセクション

　　◎○　灰黄褐色土ブロック、As・C7％、Hr・FP5％、焼土粒。

　　○×　As－C2％、Hr・FP1％、川砂。

　　○×川砂。

慧懸

い
lI

＝
鱒
α
ヨ

A

H－16

　　　　　　　　厘

阪　A　L＝118．5m

にぶい黄褐色細砂層　◎O　Hr・FP1％、川砂。

灰黄褐色微砂層　　　○◎　粘土質。

黒褐色細砂層　　　　○○　焼土粒、炭化物。

L＝118．3m

1

2

ざ

lOc

撒㎜笏

o

A’

3

4

　　　　　6

懸・諺

A

％

H－17

Aノ

㊤

醸§’

H－16号住居跡

1黒褐色細砂層

2黒褐色細砂層
3暗褐色細砂層

4黒褐色細砂層

　H－16号住居跡

　1暗褐色粗砂層
C／　2　黒褐色細砂層

3
4
5
6
7

1切

い
II

に
go
『
導

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

極暗褐色細砂層

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

ベルトセクション

　　◎O　As・C2％、HトFP5％、焼土粒。
　　◎O　As・C1％、焼土粒、炭化物。

　　○○　焼土ブロック。

　　○○　焼土粒、炭化物。

竈セクション

　×x現耕作土。

　○△　A＄B極少。

　○O　As・C3％、Hr・FP2％、焼土粒。

　○O　As・C・Hr－FP2％、焼土粒D

　OO　As－C5％、H卜FP2％、焼土粒。
　○○　焼土ブロック主体、炭化物。

　○○　焼土粒、炭化物、灰。

仲

㊨

　　障

霧

熱
i吸

A

A

1皿

Aノ

A’

Lニ118．6m 1

H－17号住居跡
1暗褐色粗砂層
2黒褐色細砂層
3暗褐色細砂層
4黒褐色細砂層
5黒褐色細砂層

Aノ

L＝118．7m

A
〃

　　　5

　　　笏

東壁セクション
　x×現耕作土。
　○△　As－B極少。

3

　4

勿

○O　As・C3％、Hr－FP2％、焼土粒、炭化物。
○O　As－C2％、Hr・FP1％、焼土粒、炭化物。
○O A＄c1％・焼土粒・炭化物。 　Fig．28

霧
0

T－1号竪穴状遺構

1黒褐色細砂層
2黒褐色細砂層

1：60

ベルトセクション

○O　A魯C2％、焼土粒。

○O　As・C1％、焼土粒、炭化物。

2m　O 1＝30 1m

E区H－15～17号住居跡、T－1号竪穴状遺構
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ヘ　　　　　ヘノ　　ノ　　　トり

w－1号溝跡　ベノレトセクション　　　　　　　　　　　　W－2
1　暗褐色粗砂層　　　××　現耕作土。

2　黒褐色細砂層　　　○△　As－B極少。

3　黒褐色細砂層　　　○○　焼土粒、炭化物。

　ゑ　　　　　　　のの　　ロひ　ト　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヒ　ヨヒ　ロ

　ゑ　　　　　　　のの　　ドひ　でコ　　　　ヤ
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廼欝M震1讐灘惣』磁描
Fig．29E区W－1・2号溝跡、D－1～4号土坑、P－1号柱穴、1－1号井戸跡

　　一69一
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モニ　　　　ま

　A　　　　　　A／　D－1号土坑セクション
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　ロ　　ヤ　　ヨ　ロ

ム　3　ざ　“　1　醸　1辮灘艦1：隣鍬粒極少0
　　醸　　D－2．3号土坑セクシ．ン

P－1　　　　　　3　色細砂層・・A3c・H卜FP2％、焼土粒、炭化物　
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F　L＝118．5m 　　　　Fノ
焼土　　一

ぐ’ 1・

　　　H－1・3号住居跡　　ベルトセクション
　　　1　黒褐色細砂層　○O　As・C・HトFP1％、焼土粒、炭化物。

　　　2　黒褐色細砂層　○○　焼土粒、炭化物。

　　　3　黒褐色細砂層　○○　焼土粒、炭化物。
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H－1号住居跡　　竈セクション

1　黒褐色細砂層　○O　A＄C・Hr・FP1％、焼土粒、炭化物。

2　黒褐色細砂層　OO　焼土粒、炭化物。

3　暗褐色細砂層　○○　焼土粒、炭化物、粘土質。

H－3号住居跡　　竈セクション

1　暗褐色細砂層　　　○○　炭化物、粘土質。

2　黒褐色細砂層　　　△○　焼土粒、炭化物。

3　極暗褐色細砂層　　OO　焼土粒、炭化物、灰。

霧
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Aノ

吸
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込

撒
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　　Aノ＼α

　6

H－4号｛主居跡
1　暗褐色粗砂層
2　暗褐色細砂周
3　暗褐色細砂贋
4　黒褐色細砂層
5　黒褐色細砂層
6　黒褐色細砂厨

H－4号住居跡
1　黒褐色細砂團
2　黒褐色細砂層
3　黒褐色細砂脚
4　褐色細砂層
5　黒色細砂層
6　黒褐色細砂膚
7　黒褐色細砂層
8　暗褐色細砂層
9　赤褐色細砂層
10褐色細砂層
11黒褐色細砂層
12黒色細砂厨

5
4

微 形
ベルトセクション
　x×　現耕作土。
　○×　As－C・Hr－FP2％、焼土粒極少。
　○×　As・C・Hr－FP3％、焼出粒。
　OO　As－C・Hr－FP5％、焼土粒、炭化物。
　○○　炭化材、焼土粒。
　OO　焼土粒、炭化物。
竈セクション
　OQ　As・B少貴、焼土粒、炭化物、粘土質。
　OO焼出粒。
　OO　焼土粒、炭化物。
　○×　焼土ブロック、粘土質。
　x×　炭化物塊。
　OQ　焼土粒、炭化物、凝灰岩プロック。
　○○　焼土粒、炭化物。
　○○　炭化物粒、粘土質。
　OQ　焼土プロック。
　○○　焼土ブロツク。
　xO　焼土粒、炭化物、灰。
　××　焼土粒、炭化物塊。
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㎝
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1＝60

ω

1咳

博

1擁

④

2m

A

’ロ

　　　　　　　C’　H－5号住居跡
　　　　　　　｝　1　極暗褐色細砂層

　　　　　　　　2黒褐色細砂層
　　　2　　　　　　　　3暗褐色細砂層
　　　　　　　8　4　暗褐色細砂層

　　　　笏

　9旦Lニ118．6m　D

　　　　　焼土ブロック

　9

H－6

ll三蹴

C　L＝118．6m

竈セクション

×○　焼土粒、炭化物、粘土質。

××　炭化物、灰。

×○　焼土ブロック、炭化物。

×○　焼土粒、炭化物、灰。

Aノ

Cノ

2L＝118。6m　Ω二

　　　　　　　彗

H－6号住居跡　　ベルトセクション
1　暗褐色粗砂層　　　××　現耕作土。

2　黒褐色細砂層　　　○△　As・B少量、As－C・HrFP極少。

3　黒褐色細砂層　　　○△　As・C・Hr－FP極少。

4　黒褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr・FP極少。
5　黒褐色細砂層　　　○○　焼土粒、炭化物。

6　黒褐色細砂層　　　OO　焼土粒。

　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　H－6号住居跡　　竈セクション
　　　　　　　　　　　　1黒褐色細砂層　　　　　　　　　　　　　　　　　　△X　As－B、焼土粒。
　　　　　　　　　　　　2　暗褐色細砂層　　　　○○　焼土ブロック、粘土質。
　　　　　　　　　　　　3　黒褐色細砂層　　　　△○　焼土粒。
聖L一・・＆・詮’ ぐ灘籍ll麓圭究；瀞

瀬1　鴨△○轡’　糠
Fig．30総社閑泉明神北III遺跡H：一1～6号住居跡
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㊨
C　L謀118．5m

　　初

b
ρ

P5

C

、＿＿＿陶ノ

σ

　　lqH－7号住居跡

　　　　1暗褐色細砂層
』ノ　2黒艶細砂層
　　　　3暗褐色細砂層

D　L＝118．5m

㍊
ベルトセクション

　O　X　As・C。Hr・FP2％、焼土粒。

　△O　As・C・Hr－FP1％、焼土粒極少、炭化物。

　△○　焼土粒、炭化物。

Lニ118．8m 厘

A
1 Aノ

2

4　3

E　L＝118，5m　　Eノ

ー麟

H－7号住居跡　　竈セクション

1　極暗褐色細砂層　　△△　焼土粒。

2　極暗赤褐色細砂層　XO　焼土粒、粘土質。

3　極暗赤褐色細砂層　×Q　焼土ブロック、炭化物、灰。

4　黒褐色細砂層　　　×○　焼土粒、炭化物、灰。

C’

諺
F　L＝118．5m　F／

　　2　1

H－7号住居跡　P5セクション

1　暗褐色細砂層　　　○○　焼土粒、炭化物。

2　灰黄褐色細砂層　　○○　焼土粒、粘土質。

3　黒褐色細砂層　　　△○　焼土粒、炭化物、灰、粘土質。

G　Lニ118．3m　　Gノ

H－7号住居跡　P6セクション

1　暗褐色細砂層　　　　×○　炭化物粒極少。

2　にぶい黄褐色細砂層　×○　黄褐色土ブロック。

H－15号住居跡　ベルトセクション

1
2
3
4

暗褐色粗砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

Dノ

××現耕作土。

△O　As・C・Hr・FPφ1㎜以下3％、焼土粒、炭化物。

×O　As・C・H卜FP1％、焼土粒、炭化物。

×○　炭化物主体、焼土粒。

H－7号住居跡柱穴・土坑計測表
NΩ

形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P2 円　形 33 27 18．5

P5 正方形 60 57 14．5 貯蔵穴

P6 楕円形 113 76 48

P7 円　形 33 31 11．5
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寸

　　　　　　　　　　　ベルトセクション
　　　　　　　　　　　○O　As・C・Hr－FP5％、焼土粒。
　　　　　　　　　　　○○　焼土粒、炭化物。

　　　　　　　　　　　OO　焼土粒、炭化物。
　　　　　　　　　　　○O　A魯C・Hr・FP3％、焼土粒。
　　　　　　　　　　　○×　にぶい黄褐色土ブロック、炭化物。

繊蕪蕪鎌＿

1：60

4暗褐色細砂層
5黒褐色細砂層
6暗褐色細砂層

7黒褐色細砂層

○O　As・C・Hr－FP3％、焼土粒。

×○焼土粒。

×○　焼土ブロック、凝灰岩ブロック。

×○　焼土粒、炭化物。

H－18号住居跡　　竈セクション

1　極暗褐色細砂層　　　△O　As・C・Hr・FP2％、焼土粒、炭化物。

2　にぶい赤褐色細砂層　△○　焼土粒、炭化物。

3　暗赤褐色細砂層　　　△○　焼土粒、炭化物、灰。

2m 1＝30 1m

Fig．31H－7・8・15・18号住居跡
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　iゆ
測い
　　匹

　　蜀

　　き
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㎝

A

仰

§
　　　匝AL＝11＆7m

H－9

　　　　　　　／〆
　　　　　　／／－
　　　　　！　　　　／　　／
　　！　　1／
グニー／
【i／

l／
、、　H＿21
、1

い
Il

ll

l／D
突し

　　、
　　　　　　　　　一　、　一＿ ＿＿　一一

1角

両

／
1

Ol

o

A’

㊨

Aノ

Ol

N　　寸

ノ

旦L＝118。6m

ol
　器

　＝
　II
　口

黛
o

の
H－9・21号住居跡

1暗褐色粗砂層
2黒褐色細砂層

3黒褐色細砂層
4暗褐色細砂層
5暗褐色細砂層
6黒褐色細砂層

7暗褐色細砂層
8黒褐色細砂層

9黒褐色細砂層
10　黒褐色細砂層

i吸5
10 9

§

熱

　i＞
醸

斜

ω

N

黙　1切

膨
㊨

謡
E　L＝118，6m　　旦1

ベルトセクション

××現耕作土。

△O　As・B少量。

△O　A3B（2層より少ない）、焼土粒。

△△正｛r－FP3％。

△△　Hr－FP3％。

△○焼土粒。

OO　As－C・Hr・FP3％、焼土粒。

△O　As・C・Hr－FP1％、焼土粒。

△○　炭化物極少。

×○　焼土粒極少、炭化物。

1ロ

■
II

＝
鱒
㎝
目

N

1吸

い

H
＝
鉾
①
ヨ

A

　　　◎

◎
く）／

H－10

C　L＝118．5m

1

Cノ

2
　＿3笏

L＝1184m
D　　　　Dノ
ー2　　　一

繕

H－9号住居跡　　竈セクション

1　暗褐色細砂層　　　△○　焼土粒極少。

2　黒褐色細砂層　　　△O　As・C・Hr・FP2％、焼土粒。

3　黒褐色細砂層　　　○○　焼土粒・炭化物極少、粘土質。

Aノ

H－10号住居跡　　ベルトセクション

1　暗褐色細砂層　　　△○　焼土粒極少、黄褐色土ブロック。

2　黒褐色細砂層　　　△O　焼土粒、炭化物。

3　黒褐色細砂層　　　OO　焼土粒、炭化物。

D’

熱

C

i》く

△L＝118．5m

1＞

映

Cノ

H－10号住居跡　　竈セクション

1　暗褐色細砂層　　　　△O　As－C・Hr・FP2％、焼土粒、炭化物。

2　にぶい黄褐色細砂層　○○　焼土ブロック、炭化物、粘土質。

3　暗褐色細砂層　　　　△O　焼土ブロック、炭化物、灰、粘土質。

H－10号住居跡　P6セクション

1　暗褐色細砂層　　　×○　炭化物粒極少。

2　褐色細砂層　　　　△○　焼土粒極少。

H－10号住居跡柱穴・土坑計測表

Nα形状長軸（cm）短軸（㎝）深さ（cm）備考

P6楕円形　 60 42 24

形
2

一一一～ ＼

　　　　　　　N、
　　　　　　　“
　　　　　　　　n　H－11

　　　　　　　　1t　B
　　　　　　　　昌　一
　　　　　　　11
　　　　　　　昌
　　　　　　　lI
　　　　　　　い
　　　　　　　　＼1

彫

Aノ

B　L＝118．7m BダC　L＝118．7m

　　　　　D　L謹118．6m　　　　　　　　　　　　　　Dノ

漕．蕪亭茎
　　　　￥一　　　　　　F　L窩118。6m　　　　　　　F’
　　　　ノ　　　　　ー　　　　　　　　　一
1ぎ／

F

H－13

H－11・13号住居跡　　西壁セクション
1　暗褐色粗砂層　　　　××　現耕作土。
2　黒褐色細砂層　　　　△O　As－B少量。
3　黒褐色細砂層　　　　△O　A＄B（2層より少ない）、焼土粒。
4　暗褐色細砂層　　　　○△　As－C・Hr・FPφ1㎜以下10％。
5　暗褐色細砂層　　　　OX　A魯C・Hr－FP1％、焼土粒。
6　暗褐色細砂層　　　　○○　焼土粒、炭化物極少。
7　にぶい黄褐色細砂層　OX　焼土粒極少。
8　黒褐色細砂層　　　　△O　As－C・Hr－FPφ1㎜以下3％。
9　黒褐色細砂層　　　　△O　As・C・Hr－FPφ1mm以下1％、焼土粒。

且一13号住居跡柱穴・土坑計測表

釜
5諺

E　L＝118．6m

尽
旦

Cノ

E’

」

lm Nα　形　状　長軸（cm）短軸（㎝）深さ（cm）備　考

D’ P5円形　　60 60 25．5　貯蔵穴

0 1＝60 2m　O

H－11号住居跡
1　極暗褐色細砂層

2黒褐色細砂層
3黒褐色細砂層
4暗褐色細砂層
5褐色細砂層
6　極暗赤褐色細砂層

G　L＝1184mρノ

藏
　竈セクション

OO　As－C・HrFP1％o　巨
×○　焼土粒、炭化物粒極少。1・

xO　焼土粒、炭化物極少。　レ
×○　焼土粒、炭化物。　　　1

×○焼土粒。　　　　
　　　　　　　　×○　焼土粒主体。　　　　

H－13号住居跡　　竈セクション
1　極暗褐色細砂層　　○O　As・C・Hr・FP1％。
2　黒褐色細砂層　　　×○　焼土粒。

3　黒褐色細砂層　　　△○　焼土粒、炭化物。

1：30 1m

㊥
1Q

IR

Fig．32　H－9～11・13・21号住居跡
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愚

愚

1・　A
＼φ

い
II

ド
お

雪

H－22

H－12

－ ！ 1

D－3

／

　＼

　＼

　＼
　　＼

＼、＼

匝

！／

Q1

〆
－－

㊤

H－20

＼瓜

ol

A・Ol

一卦篠

ム…

ol
醸

H－12・20・22号住居跡　D－3号土坑　東壁セクション

1暗褐色粗砂層
2黒褐色細砂層
3黒褐色細砂層

4暗褐色細砂層
5黒褐色細砂層
6暗褐色細砂層
7黒褐色細砂層

8黒褐色細砂層
9黒褐色細砂層
10　暗褐色細砂層

11黒褐色細砂層

12　黒褐色細砂層

13　暗褐色細砂層

×x現耕作土。
△O　As－B少量。

△O　As－B（2層より少ない）、焼土粒。

○O　As－C・Hr－FP3％、焼土粒。

△O　As－C・Hr・FP2％、焼土粒。

○O　As－C・Hr・FP1％、炭化物。

△○　焼土粒、炭化物、灰。

○O　As・C・H卜FP1％、焼土粒。

△O　As・C・Hr・FP1％、焼土粒、炭化物。

○×　焼土粒、炭化物。

△O　As・C・Hr・FP1％、炭化物、焼土粒。

○O　As・C・HレFP極少、焼土粒。

○○褐色土粒。

1

2

A

L＝118．6m

1ロ

3

10。

4

隷

％％
7

㊧

諺

Aノ

い
lI

＝
ρo

QO
目

A

1駆L＿11＆8m
1切

H－14

C

○

Aノ

、／じ

／o

、

α
、

H－14号住居跡

1暗褐色細砂層
2黒褐色細砂層
3黒褐色細砂層

C　L＝117．7m　　　　　　　　　立

D　L＝117，7m
Dノ

Aノ

ベルトセクション

△O　As－C・Hr・FP　l％。

△O　A魯B少量、焼土粒極少、炭化物。

△O　焼土粒、炭化物、粘土質。

1

H－16
　　A

㊨

H－16号住居跡
1　暗赤褐色細砂層

1ロ

吸

3

A’

竈セクション

勿

A　L＝118．8m
Aノ

　B　Lニ118。8m　　　Bノ

　　　　　○×　焼土ブロック。
2　極暗赤褐色細砂層　○×　焼土ブロック。

3　黒褐色細砂層　　　△○　焼土粒、炭化物。

H－17号住居跡

1暗褐色細砂層
2黒褐色細砂層
3黒褐色細砂層

ベルトセクション

　ム×　As－C。Hr・FP3％。
　△O　As－C・Hr－FP2％、焼土粒、炭化物。

　×O　As・C・Hr－FP1％、焼土粒極少。
　　　　　　　　　　　L＝118．1m
　　　　　　　　　　C 1

笏撒，f

H－17号住居跡　　竈セクション

1　暗褐色細砂層　　　△○　焼土粒、炭化物粒。

2　暗赤褐色細砂層　　○○　焼土粒主体。

3　極暗赤褐色細砂層　×○　焼土粒、炭化物、灰。

4　黒褐色細砂層　　　△○　焼土粒。

o 1：60 2m

　　2　S3

拗影
C’ 織

横
，置

A

H－14号住居跡　　竈セクション

1　黒褐色細砂層　　　△O　As・C極少。

2　暗褐色細砂層　　　×○　焼土粒、粘土質。

3　極暗褐色細砂層　　△○　焼土粒、炭化物、灰。

4　黒褐色細砂層　　　△○　焼土粒、炭化物、灰。

　　　　　1ロ

H－17

1咳　　　1吸
　ムーLニ118．5m

④

（⊃

　　彰

諺

Aノ

Aノ

ノ

C

1
　　　　　　　焼土0　　　　　　　1＝30　　　　　　1m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猟髪懸
Fig．33　H：一12・14・16・17・20・22号住居跡、D－3号土坑
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N

ミ

」＞

1〉ミ

い
“

＝
鎚
爵
ヨ

ノ＞

④
L霜1184m
B＿　　　　 2

　　3 S
5

微影形％

B’

H－19

6

L＝118．4m

　B
ノ巣』

陶
い

置
鋳
ω
日

o

　Bノ

ぐ
lq

S

1

焼土 C

5
3
2

S

笏

Cノ

H－19号住居跡　　ベルトセクション

1暗褐色細砂層
2黒褐色細砂層
3黒褐色細砂層

畢

⑳

○×　As・C・HrFP3％、焼土粒σ

◎O　As・C・Hr－FP7％、焼土ブロック。

○○焼土粒。

H－19号住居跡　　竈セクション

1　黒褐色細砂層　　　××　As・C・HレFP5％。

2　黒褐色細砂層　　　△O　A魯C・HでFP1％、黄褐色土粒。

3　極暗褐色細砂層　　OO　焼土粒、炭化物。

4　黒褐色細砂層　　　○○　焼土粒、粘土質。

5　極暗赤褐色細砂層　△O　焼土粒、炭化物、灰。

6　極暗赤褐色細砂層　○○　焼土粒、炭化物。

N

H－23

G
！

c　L＝118。2m 3　Cノ

懸

〉

ぼ

レ

¢

拗2
H－23号住居跡　　ベルトセクション

1　黒褐色細砂層　　　×○　焼土粒、炭化物粒極少。

2　褐色細砂層　　　　××　褐色土粒主体。

H－23号住居跡　　竈セクション

1　極暗褐色細砂層　　○O　As・C・Hr－FP2％、焼土粒、炭化物。

2　黒褐色細砂層　　　○O　As・C・Hr－FP1％、焼土粒。

3　黒褐色細砂層　　　○○　焼土粒、炭化物粒、灰極少。

④
A　L＝・118．3m

笏

A’

1碗A　L＝118．3m

＼瓜

A’

霧

F
！

“

xゆ

り5
　＼瓜

総

撒勿

μ

い
Il

一
一
〇〇

N旨

難
　　　1吸

μ

A

P1

◎立

㊨

笏

B　L＝118．3m　　　Bノ

P2

◎

　lo
P◎

P4

◎

lq

　　P6‘
P5◎◎

A　L＝118．2m

J－1

t¶

◎

P7

◎
　P8G
、◎一

1切

Aノ

Aノ

E－24号住居跡　　竃セクション

1　暗褐色細砂層　　　△○　焼土粒極少、炭化物。

2　暗褐色細砂層　　　○○　焼土粒極少。

3　褐色シルト層　　　○○　焼土粒、粘土質。

4　黒褐色細砂層　　　×○　焼土粒、炭化物極少。

C　Lニ118．Om

E　Lニ117．9m　E’

L＝117．8m
G　　Gノ

嬰

C’

D　L＝118．Om

備
F　L＝117．9m

D，

ド

J－1号住居跡　　ベルトセクション

勿 0 1：60 2m

1黒褐色細砂層
2黒色細砂層

3暗褐色細砂層

4黒褐色細砂層
5黒褐色細砂層
6暗褐色細砂層

○O　　Hr－FP1％。

○○　褐色土粒、黄褐色軽石φ1㎜以下2％。

×○　炭化物極少。

○○褐色土粒。

◎×　焼土粒極少。

○×　褐色土粒主体。

J－1号住居跡柱穴・土坑計測表

2

5

勿
4

勿
　　0 1＝30 1m

Nα 形状 長軸（㎝） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

Pユ 円　形 22 21 27

P2 円　形 24 22 47．5

P3 円　形 19 17 34．5

P4 円　形 18 17 40．5

P5 円　形 工7 17 21

P6 円　形 17 17 23．5

P7 円　形 18 16 21．5

P8 円　形 20 20 54．5

Pg 円　形 21 20 26．5

Fig．34　H－19・23・24号住居跡、．J－1号住居跡
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総社甲稲荷塚大道西皿遺跡A区

　　　」　　　　　1（H－2）

藻蜥

ソ，　　’㌃

1　，

遷妻鐸ミ多’

　　　　　　　5（H－6）

　　　　　　／　鵬　　　　　　1矯

　　　　　　騰

器が

禦霧
　奴酬　◎
一『 　　　　　　3（H－3）

、、

／＼
、

　〆＼〆イ　＼　＼一ノ

’

、 、

＼

　　』
’

～

～

＼
　、

￥
　”
　”
7（H－7）

8（H－7） ．ノ　　　　　　　、．

！　い　　、

図、階ノ

郎　葎　二

10（H－9）

入

11（H－9）

『

「2αH

一｝

一一

　ノダ　　　楓・
／

ノ

纏騨
賎　　　　　評

　糠・鴨、臓〆

　　　　　13（H－11）

14（H－11）

　　塾轡〆

0　　　　　　 1：3　　　　　　10cm　 o 2＝3

鞭顯羅蝋隣‘

／《

驚
　」卜A一

5cm　　O

15（H－11）

1：4　　　　　10cm

Fig．36

　　　　　　　　（1・2・4～7・9～15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）

総社甲稲荷塚大道西皿遺跡A区H－2～4・6～9・11号住居跡出土土器・石器

（3）
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16（H－11）

〆鱒瞬
　　　　　　　　　I　l
　　　　　　　　　18（H－12）

．疑h

罵・

　露

19（D－9）

／

／

、、

！㌧、

20（x25Y54）

　　　　　　21（遺構外）
．！磯触

嘆ノ
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H－4・5号住居跡全景（西から）

　　　　　　　　’潅　り

H－5号住居跡寵全景（西から〉

∫執撃紺
　　聾

H－6号住居跡全景（西から）

犀　轡71

、畢．

離

才，1

繍1敏．

・，∫

醤

P　L．7

H－3号住居跡竈全景（西から〉

H－4号住居跡竈全景（西から〉

賑
　、v』噸

H－6号住居跡遺物出土状態（北から）

懸

H－6号住居跡竃全景（西から）
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W－1号溝跡全景（東から）

W－3号溝跡全景（南東から）

羅醐騰門 ’嬉・叫プ艇一　岬・

4
鱈

聡』　襲

畠跡（南から）

醒顯

畠跡（北から）

，1辮
1　、犀

一乏

1簸1

饗・～

1ノ

W－2号溝跡全景（東から）

　1汽　∵

㌶乳

ヂ

醜艶

1”≒’

雛

欝

W－3号溝跡遺物出土状態（北から）

2㌧ ，好～ず・』　「・・

　　　　　　　　　　　　　　ヒ、o

　　　D－1号土坑全景（東から）

‘ぺ　臼’じ

謡畷憎釦 ’　い

〆“

1ノ“．　’

　イ、
　　碁
ヤ桑1

ずゾ

辮

5　　㌔「IF、一

堕 ’嘱

　〆　％ノ

D区全景（南から）
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・甲 ，躍両・メ趣

　　　　　”畠1、融◎r

総社甲稲荷塚大道西皿遺跡E区 P　L．9

　　　　　　H－2号住居跡全景（西から）

盛盤藍：ト品　

E区全景（西から〉

　　4　　磐

鰻

H－3号住居跡全景（西から）

・噸無

「一7

　．〆

屡
　・’．．堕』曾ド’
　　ンー　　　　　・、，ぐ＝

H－2号住居跡竃全景（西から）

H－3号住居跡竈全景（西から）
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H－3号住居跡遺物出土状態（東から） H－4号住居跡竈遺物出土状態（南西から）

隠㎜ワ「

蓼

H－4号住居跡全景（西から〉

H－5号住居跡全景（西から）

H－8号住居跡全景（南西から）

H－4号住居跡竃全景（西から）

「・究騨

H－5号住居跡竃全景（西から）

H－9号住居跡全景（西から）



∫1欝騨騨ir概’ 丁醐響　　二一ヨ

H－7号住居跡全景（西から）

H－7号住居跡遺物出土状態（南東から〉

覇
　　　　　　　　　　　　　　　、謡く臥、、、一一瀧ンン》黛、）’いい

　　　　　　　　H－／1号住居跡全景（西から）

町饗曙騨
・酵き脳〆

　　　，鰻

鷺．

H－12号住居跡全景（西から〉

P　L．11

H－7号住居跡遺物出土状態（西から）

H－7号住居跡遺物出土状態（北西から）

H－l　l号住居跡竈全景（西から〉

H－12号住居跡竈全景（西から）
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H－13号住居跡遺物出土状態（北西から）

　奪チ

，戚轟
蒐遇魏

H－15号住居跡全景（南西から）

H－16号住居跡全景（西から〉

W－2号溝跡全景（東から）

H－14号住居跡全景（西から）

H－15号住居跡遺物出土状態（北から）

H－17号住居跡全景（南から）

発掘を終えて
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墨濃益＿盤繋

．蟻一・簿

ヂ

細’

轡

調査区全景（北から）

H－1・3号住居跡令景（西力・ら）

H－3号住居跡竈全景（西から）

　　　　　　H－1号住居跡竃全景（西から）

糠磁戴辮灘i徽
麟

H－1号住居跡竃遺物出土状態（南から〉
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H－4号住居跡・1－！号井戸跡全景（北から）

1・冒 濫勢孝

　鍵

H－6号住居跡全景（西から）

H－7・14号住居跡全景（西から）

H－14号住居跡竈全景（西から）

H－4号住居跡竈全景（北西から）

H－6号住居跡竃全景（西から）

H－7号住居跡竈全景（西から）

H－8号住居跡全景（西から）



H－9号住居跡全景（西から）

H－9号住居跡遺物出土状態（南から）

H－11号住居跡全景（西から）

灘辮

H－13号住居跡全景（西から）

剣

灘
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H－9号住居跡竈全景（西から）

・、プ・

H－IO号住居跡全景（西から）

　　　　　　》

・騨

眠

H－l　l号住居跡竈全景（西から）

膿

H－l　l号住居跡竈遺物出土状態（西から）
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H－15号住居跡全景（西から）

H－15号住居跡遺物出土状態（南西から）

H－17号住居跡全景（西から〉

幣　　　　・！　　〆　一警轡糊
磁鱗簸謝㌘鞭鋼i
　　　　　　　　H－18号住居跡全景（西から）

H－15号住居跡竃全景（西から）

♂τ『、

H－19号住居跡全景（西から）

H－17号住居跡竈全景（西から）

H－18号住居跡竃全景（西から）



H－18号住居跡竈遺物出L状態（西から〉

H－22号住居跡全景（西から〉

’
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圭く1弓P媛1．遠、．　　ヤ　　論．

　　　　　H－23号住居跡全景（西から）

J－1号住居跡全景（西から）

P　L．17

H－21号住居跡全景（西から）

騰謹灘灘灘i1

議

H－22号住居跡遺物出土状態（南から）

H－23号住居跡竈全景（西から）

」一1号住居跡遺物出土状態（東から）
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1（H－2）

4（H－4）

6（H－7）

2（H－2）

5（H－6）

8（H－7》

3（H－3〉

7（H－7）

9（H－8） 10（H－9） 11（H－9）

12（H一11） 13（H－ID 14（H－n）

15（H－ID 16（H－ll） 17（H－12）

18（H－12） 9（D－9） 20（x25Y54）
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21（遺構外） 22（遺構外） 23（遺構外）

総社甲稲荷塚大道西皿遺跡D区

2（H－2〉

1（H－2）

7（H－3）

3（H－2）

5（日一3）

8（H－4）

4（H－3）

6（H－3〉

）

10（H－4）
11（H－6） 12（H－6）

13（H－6） 14（w－1） 15（w－3）



PL．20 総社甲稲荷塚大道西皿遺跡E区
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8（H－4）
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16（H－7） 24（H－7） 23（H－7）
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17（H－7） 19（H－7） 一7）

気

17（H－7）

18（H－7）

21（H－7）

26（H－8）

22（H－7）

27（H－8）

28（H－9） 30（H－12） 31　（H－12）

32（H－12） 34（H－13） 35（H－13）
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漁、

36（H－13） 361H－13）

37（H－14）

38（H－15）

39（H－15） 42（H－16）

40（H－15）

、、． 欝潮

44（H－16） 41　（H－15）

45（H－16）

48（T－1）

　　　　　1

　　　　　　47（H－16）
46（H－16）

49（卜1）

嚇欝欝
　　　　　　　　　51（w－1）



総社閑泉明神北皿遺跡 P　L．23
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4（H－1） 5（H－4） 7（H－4） 8（H－4．）

9（H－5） 10（H 一7）

13（H－7） 14（H－7） 15（H－7）

16（H－8） 17（H－8） 18（H－9）

20（H－11）

19（H－9）

22（H－12）

21（H－12）

一13）
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24（H－14）

　　　　？

27（H－14） 28（H－14）

29　（H－14〉

32（H一量5）

26（H－14）

36（H－15）

31　（H－15）

33（H－15）

（H－15）
35（H－15）

37（H－15）

一一‘一ズ地莇、’．｝㌧．ノ，　　　　膳＝“5・『『

38（H－16） 39（H－17） 46（H－18〉

碧
烈’ 野繍

40（H－18） 40（H－18） 一19）
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41（H－18） 41（H－18）

51　（H－21）

52（H－21）

42（H－18）

43（H－18）

42（H－18）

42　（H－18）

43（H－18）

1」

樵

垂｝

47（H－18）

62（D－4）

63（x275Yi19） 64（x274Y　I25） 65（遺構外）
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編
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懸
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暴
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㌧ヤ彰

射セ．．

　　　、・》斉
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55（J－1） 56（」一1） 57（J－1）
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’

幽
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フリガナ
収遺跡名

フリガナ

在地

コード 位　　置
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 北　緯 東　経

ソウジャコウトウカヅカ
舅i騨藝大道西皿遺跡

マエバシシソウジャマチ

橋市総社町 10201 14A105 36。23’42” 139。02’10”
20020604

0021030
約1，416㎡

前橋都市計画

業元総社蒼

土地区画整

事業

ソウジャカンセンミョウジン

黙明神
皿遺跡

マエバシシソウジャマチ

橋市総社町 10201 14A106 36。23’34” 139。02714”
20020628

0020826
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前橋都市計画

業元総社蒼

土地区画整

事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

総社甲稲荷塚

道西m遺跡
集落跡 古墳～平安時代

竪穴住居跡37軒、竪穴状遺

1軒、井戸跡5基、溝13

、土坑17基、畠跡他

土師器、須恵器、灰紬陶

、緑粕陶器、瓦、石器、

器他

な　し

総社閑泉明神

皿遺跡
集落跡

縄文時代、古墳

　～平安時代

竪穴住居跡25軒、井戸跡1

、溝1条、土坑12基他

縄文土器、土師器、須恵

、瓦、石器、鉄器　他
な　し

　　　元総社蒼海遺跡群

総社甲稲荷塚大道西III遺跡

総社閑泉明神北皿遺跡
2003年3月18日　　印　　刷

2003年3月25日発行
編集発行　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　　　前橋市三俣町二丁目10－2
　　　TEL　　O27－231－9531
印刷所　朝日印刷工業株式会社


	序
	例言・凡例
	目次
	Ⅰ　調査に至る経緯
	Ⅱ　遺跡の位置と環境
	1　遺跡の立地
	2　歴史的環境

	Ⅲ　調査の方針と経過
	1　調査方針
	2　調査経過

	Ⅳ　基本層序
	Ⅴ　遺構と遺物
	Ⅵ　考察
	図版
	口絵
	1　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡A区全景
	2　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡出土遺物
	3　総社閑泉明神北Ⅲ遺跡全景
	4　総社閑泉明神北Ⅲ遺跡出土遺物

	PL
	PL．1　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡A区 
	総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡A区全景
	H－2号住居跡全景
	H－2号住居跡竈全景
	H－3号住居跡全景
	H－3号住居跡竈全景

	PL．2
	H－5号住居跡全景
	H－5号住居跡竈全景
	H－6号住居跡全景
	H－6号住居跡竈全景
	H－7号住居跡全景
	H－7号住居跡竈全景
	H－9号住居跡全景
	H－9号住居跡竃全景

	PL．3
	H－1・8号住居跡全景
	H－11号住居跡遺物出土状態
	H－11号住居跡全景
	H－11号住居跡竃全景
	H－12号住居跡全景
	H－12号住居跡竃全景
	H－14号住居跡全景
	H－14号住居跡竈全景

	PL．4
	I－2号井戸跡全景
	I－4号井戸跡全景
	W－1号溝跡全景
	W－1・2・3・4号溝跡全景
	D－4号土坑全景
	栗石出土状態
	A区中央部全景
	台風6号の影響により調査区冠水

	PL．5　B・C区 
	B区全景
	C区全景

	PL．6　D区 
	D区全景
	H－1号住居跡全景
	H－2号住居跡竈遺物出土状態
	H－2号住居跡全景
	H－2号住居跡竈全景

	PL．7
	H－2・3号住居跡全景
	H－3号住居跡竈全景
	H－4・5号住居跡全景
	H－4号住居跡竈全景
	H－5号住居跡寵全景
	H－6号住居跡遺物出土状態
	H－6号住居跡全景
	H－6号住居跡竃全景

	PL．8
	W－1号溝跡全景
	W－2号溝跡全景
	W－3号溝跡全景
	W－3号溝跡遺物出土状態
	畠跡
	D－1号土坑全景
	畠跡
	D区全景

	PL．9　E区
	E区全景
	H－2号住居跡全景
	H－2号住居跡竃全景
	H－3号住居跡全景
	H－3号住居跡竈全景

	PL．10
	H－3号住居跡遺物出土状態
	H－4号住居跡竈遺物出土状態
	H－4号住居跡全景
	H－4号住居跡竃全景
	H－5号住居跡全景
	H－5号住居跡竃全景
	H－8号住居跡全景
	H－9号住居跡全景

	PL．11
	H－7号住居跡全景
	H－7号住居跡遺物出土状態
	H－7号住居跡遺物出土状態
	H－7号住居跡遺物出土状態
	H－11号住居跡全景
	H－11号住居跡竈全景
	H－12号住居跡全景
	H－12号住居跡竈全景

	PL．12
	H－13号住居跡遺物出土状態
	H－14号住居跡全景
	H－15号住居跡全景
	H－15号住居跡遺物出土状態
	H－16号住居跡全景
	H－17号住居跡全景
	W－2号溝跡全景
	発掘を終えて

	PL．13　総社閑泉明神北Ⅲ遺跡
	調査区全景
	H－1・3号住居跡令景
	H－1号住居跡竈全景
	H－3号住居跡竈全景
	H－1号住居跡竃遺物出土状態

	PL．14
	H－4号住居跡・I－1号井戸跡全景
	H－4号住居跡竈全景
	H－6号住居跡全景
	H－6号住居跡竃全景
	H－7・14号住居跡全景
	H－7号住居跡竈全景
	H－14号住居跡竈全景
	H－8号住居跡全景

	PL．15
	H－9号住居跡全景
	H－9号住居跡竈全景
	H－9号住居跡遺物出土状態
	H－IO号住居跡全景
	H－11号住居跡全景
	H－11号住居跡竈全景
	H－13号住居跡全景
	H－11号住居跡竈遺物出土状態

	PL．16
	H－15号住居跡全景
	H－15号住居跡竃全景
	H－15号住居跡遺物出土状態
	H－19号住居跡全景
	H－17号住居跡全景
	H－17号住居跡竈全景
	H－18号住居跡全景
	H－18号住居跡竃全景

	PL．17
	H－18号住居跡竈遺物出L状態
	H－21号住居跡全景
	H－22号住居跡全景
	H－22号住居跡遺物出土状態
	H－23号住居跡全景
	H－23号住居跡竈全景
	J－1号住居跡全景
	J－1号住居跡遺物出土状態

	PL．18　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡A区H－2～4・6～9・11・12号住居跡、D－9号土坑、グリッド出土の土器・石器・瓦・銭貨 
	PL．19　区遺構外出土の土器、総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡D区H－2～4・6号住居跡、W－1・3号溝跡出土の土器
	PL．20　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡E区H－2～5・7号住居跡出土の土器・石器
	PL．21　E区H－7～9・12・13号住居跡出土の土器・瓦・石器
	PL．22　E区H－13～16号住居跡、T－1号竪穴状遺構、I－1号井戸跡、W－1号溝跡出土の土器・石器
	PL．23　総社閑泉明神北Ⅲ遺跡H－1・4・5・7～9・11～13号住居跡出土の土器・鉄器・瓦・石器
	PL．24　H－14～19号住居跡出土の土器・鉄器・瓦
	PL．25　H－18・21号住居跡、D－4号土坑、グリッド、遺構外出土の瓦・土器・石器・鉄器
	PL．26　H－18・20・22号住居跡、J－1号住居跡出土の瓦・土器・石器


	挿図
	Fig．1　元総社蒼海遺跡群位置図
	Fig．2　周辺遺跡図
	Fig．3　元総社蒼海遺跡群位置図とグリッド設定図
	Fig．4　調査経過図
	Fig．5　時期別の竪穴住居跡の主軸方向
	Fig．6　時期別の竪穴住居跡配置図
	Fig．7　時期別の竪穴住居跡配置図
	Fig．8　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡A区・D区・総社閑泉明神北Ⅲ遺跡全体図
	Fig．9　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡B区・C区・E区全体図
	Fig．10　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡A区H－1・2・8号住居跡
	Fig．11　A区H－3～5号住居跡
	Fig．12　A区H－6・7・9号住居跡
	Fig．13　A区H－10・11号住居跡
	Fig．14　A区H－12～14号住居跡
	Fig．15A区W－1～5号溝跡
	Fig．16　A区D－1～14号土坑
	Fig．17　A区P－1～23号柱穴、I－1～4号井戸跡
	Fig．18　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡B区W－1・2号溝跡、畠跡
	Fig．19　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡C区W－1・2号溝跡
	Fig．20　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡D区H－1～3号住居跡
	Fig．21　D区H－4～6号住居跡、D－1号土坑
	Fig．22　D区W－1・2・4～6号溝跡
	Fig．23　D区W－3号溝跡、畠跡
	Fig．24　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡E区H－1～4・10号住居跡
	Fig．25　E区H－5～7号住居跡
	Fig．26　E区H－8・9・11号住居跡
	Fig．27　E区H－12～14号住居跡
	Fig．28　E区H－15～17号住居跡、T－1号竪穴状遺構
	Fig．29　E区W－1・2号溝跡、D－I～4号土坑、P－1号柱穴、I－1号井戸跡
	Fig．30　総社閑泉明神北Ⅲ遺跡H－1～6号住居跡
	Fig．31　H－7・8・15・18号住居跡
	Fig．32　H－9～11・13・21号住居跡
	Fig．33　H－12・14・16・17・20・22号住居跡、D－3号土坑
	Fig．34　H－19・23・24号住居跡、．J－1号住居跡
	Fig．35　W－1号溝跡、D－1・2・4～14号土坑、I－1号井戸跡 
	Fig．36　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡A区H－2～4・6～9・11号住居跡出土土器・石器
	Fig．37　A区H－11・12号住居跡、D－9号土坑、グリッド、遺構外出土土器・瓦・銭貨・石器
　　　　　　　総社甲稲荷塚大道西III遺跡D区H－2・3号住居跡出土土器
	Fig．38　D区H－3・4・6号住居跡、W－1・3号溝跡出土土器、総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡E区H－2・3号住居跡出土土器
	Fig．39　E区H－4・5・7号住居跡出土土器
	Fig．40　E区H－7～10・12号住居跡出土土器・石器・瓦
	Fig．41　E区H－12～15号住居跡出土土器・石器・瓦
	Fig．42E　区H－16号住居跡、W－1号溝跡、D－4号土坑、I－1号井戸跡出土土器・石器
	Fig．43　総社閑泉明神北Ⅲ遺跡H－1・4・5・7～9・11号住居跡出土土器・鉄器・瓦
	Fig．44　H－12～17号住居跡出土土器・石器・鉄器・瓦
	Fig．45　H－18号住居跡出土瓦
	Fig．46　H－18～21号住居跡出土瓦・鉄器・土器
	Fig．47H－18・21・22号住居跡出土瓦・土器
	Fig．48　H－22号住居跡、J－1号住居跡、D－3・4号土坑、グリッド、遺構外出土土器・石器・鉄器

	表
	Tab．1　元総社蒼海遺跡群　周辺遺跡概要一覧表
	Tab．2　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡A区　住居跡一覧表
	Tab．3　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡A区　土坑・柱穴計測表
	Tab．4　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡A区　出土遺物観察表
	Tab．5　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡　D区住居跡一覧表
	Tab．6　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡D区　出土遺物観察表
	Tab．7　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡　E区住居跡・竪穴状遺構一覧表
	Tab．8　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡E区　土坑・柱穴計測表
	Tab．9　総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡E区　出土遺物観察表
	Tab．10　総社閑泉明神北Ⅲ遺跡　住居跡一覧表
	Tab．11　総社閑泉明神北Ⅲ遺跡　土坑計測表
	Tab。12　総社閑泉明神北Ⅲ遺跡　出土遺物観察表


